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日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
三
巻
第
三
号　

平
成
十
八
年
十
月
五
日
受
付

平
成
十
九
年　
　

九
月
二
十
日
発
行　

平
成
十
九
年
四
月
八
日
受
理

ガ
レ
ノ
ス
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』

―

ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら
の
翻
訳
と
考
察

坂1)

井
建
雄
・
池2)

田
黎
太
郎
・
澤1)

井
直

1)
順
天
堂
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室

2)
順
天
堂
大
学
医
学
部
名
誉
教
授

〔
要
旨
〕
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
を
キ
ュ
ー
ン
版
の
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら
日
本
語
に

翻
訳
し
、
既
存
の
ラ
テ
ン
語
訳
お
よ
び
英
語
訳
で
十
分
に
読
み
取
れ
て
い
な
か
っ
た
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
と

く
に
骨
に
つ
い
て
の
ガ
レ
ノ
ス
の
総
論
的
な
概
念
は
、
現
在
の
解
剖
学
用
語
の
基
礎
に
な
る
と
と
も
に
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ

ス
な
ど
の
著
作
を
通
し
て
意
味
内
容
が
変
化
し
て
い
た
。
頭
蓋
の
骨
に
つ
い
て
、
ガ
レ
ノ
ス
は
個
骨
の
観
察
を
行
わ
ず
、

頭
蓋
の
表
面
に
見
え
る
縫
合
線
を
も
と
に
骨
を
区
別
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
お
も
に
サ
ル
の
骨
格
を
用
い
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
書
の
解
読
は
、
現
在
の
解
剖
学
の
起
源
を
理
解
す
る
上
で
、
重
要
か
つ
不

可
欠
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド―

ガ
レ
ノ
ス
、
解
剖
学
書
、
骨
、
関
節
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序　
　

論

（
一
）
現
存
す
る
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
骨
の
解
剖
学

古
代
ロ
ー
マ
の
医
師
ガ
レ
ノ
スG

alenus

（
一
二
九
〜
二
一
六
）
は
、
膨
大
な
数
の
著
作
を
残
し
た
。
と
く
に
医
学
に
関
す
る
著
作

の
多
く
は
後
世
に
伝
承
さ
れ
、
ア
ラ
ビ
ア
経
由
で
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
は
ギ
リ
シ
ャ
語

原
典
か
ら
の
ラ
テ
ン
語
訳
が
精
力
的
に
行
わ
れ
、
大
学
に
お
け
る
医
学
教
育
の
主
要
な
教
材
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、

人
骨
の
観
察
や
動
物
の
解
剖
を
多
数
行
い
、
そ
の
豊
富
な
解
剖
体
験
を
も
と
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
スH

ippocrates

や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
スA

r-

istoteles

な
ど
古
代
の
医
学
と
哲
学
を
集
大
成
し
た
。
ガ
レ
ノ
ス
の
医
学
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
近
代
医
学
の
成
立
期
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
が
、
解
剖
学
の
理
解
は
そ
の
核
心
部
分
に
位
置
す
る
。

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
解
剖
学
的
な
著
作
に
は
、
全
身
を
網
羅
す
る
包
括
的
な
も
の
と
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
扱
う
各
論
的
な
も
の
と
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
著
作
の
執
筆
時
期
は
、『
自
著
に
つ
い
てD

e libris propriis liber

』（ΓΑ
Λ
Η
Ν
Ο
Υ

 Π
ΕΡΙ ΤΩ

Ν
 ΙΔΙΩ

Ν
 Β
ΙΒ
Λ
ΙΩ （

1
、
2
）

Ν

）
お

よ
び
解
剖
学
的
な
著
作
の
中
の
記
述
か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
ペ
ル
ガ
モ
ン
在
住
中
（
一
五
七
〜
一
六
二
）
に
書
か
れ
た
も
の

・『
子
宮
の
解
剖
に
つ
い
てD

e uteri dissectione

』（ΓΑ
Λ
Η
Ν
Ο
Υ

 Π
ΕΡΙ Μ

Η
ΤΡΑ

Σ Α
Ν
ΑΤΟ

Μ
Η
Σ Β

ΙΒ
Λ
ΙΟ
Ν

）

②
第
一
次
ロ
ー
マ
滞
在
中
（
一
六
二
〜
一
六
六
）
に
書
か
れ
た
も
の

・『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性D

e usu partium

』
第
一
巻
（ΓΑ

Λ
Η
Ν
Ο
Υ

 Π
ΕΡΙ Χ

ΡΕΙΑ
Σ ΤΩ

Ν
 ΕΝ

 Α
Ν
Θ
ΡΩ

Π
Ο
Υ

 ΣΩ
Μ
ΑΤΙ 

 Μ
Ο
ΡΙΩ

Ν

）

・『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
にD

e ossibus ad tirones

』（ΓΑ
Λ
Η
Ν
Ο
Υ

 Π
ΕΡΙ Ο

ΣΤΩ
Ν

 ΤΟ
ΙΣ ΕΙΣΑ

ΓΟ
Μ
ΕΝ

Ο
ΙΣ

）

・『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
てD

e venarum
 arteriarum

que dissectione
』（ΓΑ

Λ
Η
Ν
ΟΥ

 Π
ΕΡΙ Φ

Λ
ΕΒΩ

Ν
 Κ
Α
Ι Α

ΡΤΗ
ΡΙΩ

Ν
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Α
Ν
ΑΤΟ

Μ
Η
Σ

）

・『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
てD

e nervorum
 dissectione

』（ΓΑ
Λ
Η
Ν
Ο
Υ

 Π
ΕΡΙ Ν

ΕΥ
ΡΩ

Ν
 Α
Ν
ΑΤΟ

Μ
Η
Σ Β

ΙΒ
Λ
ΙΟ
Ν

）

③
第
二
次
ロ
ー
マ
滞
在
中
、
ロ
ー
マ
の
大
火
以
前
（
一
六
九
〜
一
九
二
）
に
書
か
れ
た
も
の

・『
自
然
の
機
能
に
つ
い
てD

e naturalibus facultatibus

』（ΓΑ
Λ
Η
Ν
Ο
Υ

 Π
ΕΡΙ ΔΥ

Ν
Α
Μ
ΕΩ

Ν
 ΦΥ

ΣΙΚ
Ω
Ν

 Β
ΙΒ
Λ
ΙΟ
Ν

）
全
三
巻

・『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
第
二
〜
一
七
巻

・『
解
剖
手
技D

e anatom
icis adm

inistrationibus

』（ΓΑ
Λ
Η
Ν
Ο
Υ

 Π
ΕΡΙ Α

Ν
ΑΤΟ

Μ
ΙΚ
Ω
Ν

 ΕΓΚ
ΕΙΡΗ

ΣΕΩ
Ν

）
全
一
五
巻
（
第

一
二
〜
一
五
巻
が
ロ
ー
マ
の
大
火
で
焼
失
）

④
ロ
ー
マ
の
大
火
以
後
（
一
九
二
〜
二
一
六
）

・『
解
剖
手
技
』
第
一
二
〜
一
五
巻

⑤
執
筆
年
代
の
特
定
さ
れ
な
い
も
の

・『
筋
の
解
剖
に
つ
い
てD

e m
usculorum

 dissectione ad tirones

』（ΓΑ
Λ
Η
Ν
Ο
Υ

 Π
ΕΡΙ Μ

ΥΩ
Ν

 Α
Ν
ΑΤΟ

Μ
Η
Σ

）

・『
筋
の
運
動
に
つ
い
てD
e m

otu m
usculorum

』（ΓΑ
Λ
Η
Ν
Ο
Υ

 Π
ΕΡΙ Μ

ΥΩ
Ν

 Κ
ΙΝ
Η
ΣΕΩ

Σ

）
全
二
巻

・『
自
然
状
態
で
動
脈
に
血
液
は
含
ま
れ
て
い
る
かA

n in arteriis natura sanguis continetur

』（ΓΑ
Λ
Η
Ν
Ο
Υ

 ΕΙ Κ
ΑΤΑ

 ΦΥ
ΣΙΝ

 

ΕΝ
 Α
ΡΤΗ

ΡΙΑ
ΙΣ Α

ΙΜ
Α

 Π
ΕΡΙΕΧ

ΕΤΑ
Ι

）

そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
の
中
で
は
、
他
の
解
剖
学
的
な
著
作
が
引
用
さ
れ
て
い
て
、
執
筆
時
期
の
前
後
関
係
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、『
解
剖
手
技
』
に
は
現
存
す
る
全
一
五
巻
の
も
の
の
他
に
、『
解
剖
手
技
』
全
二
巻
が
第
一
次
ロ
ー
マ
滞
在
中
に
執
筆
さ
れ
て
い
る

の
で
注
意
を
要
す
る
。
現
存
す
る
『
解
剖
手
技
』
の
第
一
二
〜
一
五
巻
は
、
一
九
二
年
の
ロ
ー
マ
の
大
火
以
後
に
書
き
直
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
は
、
第
一
次
ロ
ー
マ
滞
在
中
の
著
作
と
考
え
ら
れ
、『
子
宮
の
解
剖
に
つ
い
て
』
を
除
い
て
最
初
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期
の
解
剖
学
の
著
作
で
あ
り
、
他
の
解
剖
学
の
著
作
へ
の
言
及
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
他
の
解
剖
学
の
著
作
の
中
で
は
、『
解
剖
手
技
』

の
第
一
巻
（
第
二
章
、
第
三
章
、
第
五
章
、
第
九
章
）
と
第
四
巻
（
第
八（

3
）章

）
で
、『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
が
言
及
さ
れ

て
い
る
。
他
の
著
作
の
中
で
の
言
及
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

ガ
レ
ノ
ス
は
『
解
剖
手
技
』
第
一
巻
第
二（

4
）章

で
、
骨
の
学
習
の
方
法
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
注
意
を
述
べ
て
い
る
。
身
体
の
形
が
骨

に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
筋
肉
や
血
管
や
神
経
よ
り
も
ま
ず
骨
に
つ
い
て
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
書
物
だ
け
で
骨
に
つ
い

て
学
ぶ
の
は
不
十
分
だ
が
、
ガ
レ
ノ
ス
自
身
の
『
骨
に
つ
い
て
』
は
、
精
確
さ
、
簡
潔
さ
、
明
晰
さ
で
そ
れ
以
前
の
著
作
よ
り
も
優
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
人
骨
の
実
物
を
見
て
学
ぶ
こ
と
が
強
く
推
奨
さ
れ
る
こ
と
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
は
医
師

た
ち
が
標
本
を
見
せ
て
教
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
訪
れ
る
価
値
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
ガ
レ
ノ
ス
自
身
が
経
験
し
た
よ
う
に
、

川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
墓
が
壊
れ
て
出
て
き
た
遺
体
で
腐
敗
し
て
骨
が
残
っ
た
も
の
や
、
殺
さ
れ
て
道
ば
た
に
放
置
さ
れ
た
山
賊
の
遺
体

で
鳥
に
つ
い
ば
ま
れ
て
骨
格
が
残
っ
た
も
の
を
見
る
機
会
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
機
会
す
ら
な
い
場
合
に
は
、
ヒ

ト
に
よ
く
似
た
サ
ル
を
解
剖
し
て
学
ぶ
の
が
よ
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
に
お
い
て
も
、
ま
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
スA

ndreas Vesalius

（
一
五
一
四
〜
一
五
六
四
）
以
後
の
解
剖
学
に
お
い
て

も
、
骨
は
第
一
に
理
解
す
べ
き
基
礎
で
あ
る
。『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
は
、
骨
に
つ
い
て
の
理
論
的
な
考
察
お
よ
び
解
剖

学
的
な
記
述
が
徹
底
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ガ
レ
ノ
ス
お
よ
び
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
後
の
解
剖
学
を
包
括
的
に
理
解
す
る
上
に
お
い
て
、

最
重
要
の
文
献
で
あ
る
。

（
二
）
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
骨
の
解
剖
学
の
伝
承

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
解
剖
学
の
著
作
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
、
そ
の
知
識
を
集
大
成
し
た
著
作
が
編
ま
れ
た
。
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ

A
vicenna

（
九
八
〇
〜
一
〇
三
七
）
に
よ
る
『
医
学
典
範C

anon

』
は
、
ガ
レ
ノ
ス
医
学
を
集
大
成
し
た
代
表
的
な
著
作
で
、
一
二
世
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紀
に
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
、
一
三
世
紀
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
で
の
医
学
教
育
の
教
科
書
と
し
て
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

（
5
）た

。『
医
学
典（

6
）範

』
は
五
巻
か
ら
な
り
、
そ
の
第
一
巻
（
四
部
か
ら
な
る
）
の
第
一
部
（
六
教
則
か
ら
な
る
）
で
、
解
剖
学
を
含
む
医

学
の
基
礎
を
扱
っ
て
い
る
。
五
十
嵐
が
こ
の
部
分
を
日
本
語
に
訳
し
て
い（

7
）る

。
全
身
の
骨
、
筋
、
神
経
、
血
管
の
解
剖
学
は
、
第
一
部

の
第
五
教
則
で
扱
わ
れ
て
お
り
、
七
六
章
に
分
か
れ
て
い
る
。
骨
の
解
剖
学
は
そ
の
う
ち
の
三
〇
章
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
全

身
の
骨
を
順
に
列
挙
し
網
羅
的
で
あ
る
が
、
ガ
レ
ノ
ス
の
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。

中
世
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
解
剖
学
書
と
し
て
は
、
モ
ン
デ
ィ
ー
ノM

ondino de’Luzzi

（
一
二
七
五
〜
一
三
二
六
）
の
『
解
剖
学

A
nathom

（
8
）

ia

』
が
、
ア
ラ
ビ
ア
医
学
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
はSinger

に
よ
る
英
語
訳
が
あ（

9
）る

。
し
か

し
そ
の
内
容
は
、
腹
・
胸
・
頭
・
四
肢
の
順
に
手
早
く
行
う
解
剖
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
骨
に
つ
い
て
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て

い
な
い
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
フ
ァ
ブ
リ
カD
e hum

ani corporis fabrica libri septem

』
以
前
に
書
か
れ
た
解
剖
学
書
で
、
骨
に
つ

い
て
の
記
述
や
図
が
比
較
的
充
実
し
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィA

lexandro B
enedetti

（
一
四
五
〇
頃
〜

一
五
一
二
）
の
『
人
体
構
造
誌H

istoria corporis hum
ani sive anatom

ice

』（
一
五
〇（

10
、
11
）二

）
は
、
ガ
レ
ノ
ス
や
プ
リ
ニ
ウ
ス
な
ど
の

古
代
の
書
物
と
自
ら
の
解
剖
の
経
験
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
全
五
巻
か
ら
な
り
、
第
一
巻
の
中
で
骨
の
総
論
、
第
四
巻
の
中

で
頭
蓋
の
骨
、
第
五
巻
の
中
で
そ
の
他
の
部
位
の
骨
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ベ
レ
ン
ガ
リ
オB

erengario da C
arpi

（
一
四
六
〇
頃
〜

一
五
三
〇
）
の
『
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
注
解C

om
m

entaria super anatom
ia M

undini

』（
一
五
二（

12
）一

）
お
よ
び
『
小
序
説Isagogae 

breves

』（
一
五
二（

13
、
14
）二

）
は
、
最
初
期
の
図
入
り
解
剖
学
書
と
し
て
著
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
脊
柱
の
図
、
前
面
と
後
面
の
骨
格
人
、
手

と
足
の
骨
格
の
図
を
含
ん
で
い
る
。
ド
リ
ア
ン
ダ
ーJohannes D

ryander

（
一
五
〇
〇
〜
一
五
六
〇
）
の
『
人
頭
の
解
剖
学A

nato-

m
ia capitis hum

ani

』（
一
五
三（

15
、
16
）六

）
に
は
、
三
枚
の
頭
蓋
の
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
ガ
レ
ノ
ス
の

『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
を
見
な
い
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
骨
に
つ
い
て
の
記
述
お
よ
び
図
は
き
わ
め
て
簡
略
で
あ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
の
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
ラ
テ
ン
語
訳
は
、
バ
ラ
ミ
オFerdinandus B

alam
io

（
一
五
一
五
年
頃
に
活
躍
）



坂井建雄・池田黎太郎・澤井直：ガレノス『骨について初心者のために』 358

に
よ
り
一
五
三
五
年
に
初
め
て
出
版
さ
れ（

17
）た

。
バ
ラ
ミ
オ
が
翻
訳
に
用
い
た
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
手
稿
を
ラ
ス
カ
リ

スJanus L
ascaris

（
一
四
四
八
？
〜
一
五
三
五
）
が
校
訂
し
た
も
の
で
あ
っ（

18
）た

。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め

に
』
の
ラ
テ
ン
語
訳
の
あ
い
ま
い
な
言
葉
を
理
解
す
る
た
め
に
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
を
調
べ
た
い
と
考
え
た
が
、
バ
ラ
ミ
オ
と
ロ
ド
ル

フ
ォ
枢
機
卿
か
ら
そ
の
貸
し
出
し
を
断
ら
れ
た
と
、『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』（
一
五
四
三
）
の
第
一（

19
、
20
）巻

で
述
べ
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は

『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
に
先
立
っ
て
、
詳
細
な
骨
格
図
を
含
む
『
六
枚
の
解
剖
図Tabulae anatom

icae sex

』（
一
五
三
八（

21
、
22
）年

）
を
出
版
し
て

い
る
。
こ
の
中
で
は
全
身
の
骨
に
、
ラ
テ
ン
語
の
名
称
と
ギ
リ
シ
ャ
語
の
名
称
が
並
記
さ
れ
て
お
り
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
る
骨
の
解

剖
学
の
理
解
は
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ガ
レ
ノ
ス
の
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
ギ
リ
シ
ャ
原
典
は
、
一
五
四
三
年
に
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ルM

artin G
ré goire

と
シ
ル

ヴ
ィ
ウ
スJacque D

ubois

に
よ
っ
て
パ
リ
で
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
版
は
、
シ
ャ
ル
テ
ィ
エR

ené C
hartier

に
よ
る
一
六
七
九
年
の
パ

リ
の
大
選
集
版
、
お
よ
び
キ
ュ
ー
ン
に
よ
る
全
集
に
収
載
さ
れ
た
も
の
と
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ー
に
よ
る

英
語
訳
も
キ
ュ
ー
ン
版
を
用
い
て
い（

23
）る

。

（
三
）『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
翻
訳
の
方
針

ガ
レ
ノ
ス
の
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
今
回
の
翻
訳
に
は
、
キ
ュ
ー
ン
版
ガ
レ
ノ
ス
全
集
の
ギ
リ
シ
ャ
語
テ
キ
ス（

24
）ト

を

底
本
と
し
た
。
先
に
訳
出
し
た
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い（

25
）て

』
お
よ
び
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い（

26
）て

』
の
と
き
と
同
様
に
、
ギ
リ

シ
ャ
語
テ
キ
ス
ト
を
池
田
が
逐
語
的
に
日
本
語
訳
し
、
そ
の
逐
語
訳
を
も
と
に
坂
井
・
池
田
・
澤
井
の
三
者
が
集
ま
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ

語
テ
キ
ス
ト
を
読
み
な
が
ら
、
日
本
語
訳
文
の
内
容
を
批
判
的
に
検
討
し
、
そ
の
議
論
を
も
と
に
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
観
察
と
考
察
を
坂

井
が
推
し
量
っ
て
日
本
語
訳
文
を
作
成
し
た
。
そ
の
際
に
、Singer

の
英
語
訳
お
よ
び
キ
ュ
ー
ン
版
の
ラ
テ
ン
語
訳
は
、
批
判
的
に
検

証
し
な
が
ら
参
考
に
し
た
。
さ
ら
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
は
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
お
り
、
そ
の
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英
語
訳
も
参
考
に
し
た
。
最
終
的
に
で
き
あ
が
っ
た
訳
文
お
よ
び
注
釈
は
、
三
者
の
共
同
作
業
の
成
果
で
あ
る
。
序
論
お
よ
び
考
察
は

坂
井
が
執
筆
し
、
池
田
と
澤
井
が
内
容
に
検
討
を
加
え
た
。

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の
解
剖
学
用
語
を
当
て
は
め
る
こ
と
を
避
け
て
、
原
文
に
忠
実
な
逐
語
訳
を
心
が
け
た
。
ガ
レ
ノ
ス
の

骨
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
き
わ
め
て
論
理
的
か
つ
精
緻
で
あ
り
、
現
在
に
至
る
解
剖
学
の
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
現
在
の

解
剖
学
の
概
念
や
用
語
と
の
違
い
に
注
意
を
払
っ
て
訳
注
を
加
え
た
。
本
文
中
の
（*

　

）
は
解
釈
を
明
確
に
す
る
訳
注
で
、
文
の
中
に

加
え
て
読
む
。（*

＝　
）
は
直
前
の
語
句
や
文
を
解
説
す
る
訳
注
で
、
文
に
加
え
ず
に
置
き
換
え
て
読
む
。﹇*

＝　
﹈
は
直
前
の
語
句
が

直
訳
な
い
し
音
訳
の
場
合
に
、
対
応
す
る
用
語
を
示
す
訳
注
で
、
そ
れ
以
後
の
訳
文
の
中
で
は
こ
の
用
語
を
用
い
て
い
る
。
大
き
な
訳

注
は
、
番
号
を
付
し
て
章
末
に
ま
と
め
た
。

訳
文
お
よ
び
章
末
の
訳
注
中
『　

』
は
書
名
を
示
す
。
上
で
揚
げ
た
諸
著
者
の
書
物
を
含
め
、
書
名
の
和
訳
の
後
に
ラ
テ
ン
語
の
書

名
も
記
し
た
。
ギ
リ
シ
ャ
語
の
書
物
は
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
の
書
名
の
他
に
、
特
に
ガ
レ
ノ
ス
と
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
キ
ュ
ー
ン
版
・
リ
ト
レ
版
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
語
の
書
名
も
示
し
た
。

ま
た
「　

」
は
文
の
引
用
、
あ
る
い
は
述
語
的
な
語
句
を
示
す
の
に
用
い
た
。

訳
注
に
記
し
た
ギ
リ
シ
ャ
語
と
ラ
テ
ン
語
の
表
記
は
、
キ
ュ
ー
ン
版
ガ
レ
ノ
ス
全
集
に
し
た
が
っ
た
。
ま
た
固
有
名
詞
の
音
引
き
は

省
い
た
。

訳
文
中
に
挟
ん
だ
頁
番
号
は
、
キ
ュ
ー
ン
版
ガ
レ
ノ
ス
全
集
（
第
二
巻
）
の
頁
づ
け
を
示
す
。
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ガ
レ
ノ
ス
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
翻
訳

序
文
﹇
七
三
二
﹈

骨
（
0-

1
）の

そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
は
、
ま
さ
に
そ
の
も
の
自
体
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ
し
て
相
互
の
接（

0-

2
）合

が
ど
う
で
あ
る
か
を

理
解
す
る
こ
と
が
、
医
師
に
と
っ
て
肝
要
で
あ
る
と
私
は
主
張
す
る
、
も
し
そ
れ
ら
の
骨（

0-

3
）折

や
脱（

0-

4
）臼

を
彼
が
正
し
く
治
療
し
よ
う
と
す

る
の
な
ら
ば
。
な
ぜ
な
ら
医
術
全
般
に
わ
た
っ
て
、
本
来
の
状（

0-

5
）態

に
関
す
る
視（

0-

6
）点

を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
無
知
な
者
は
、
侵
さ
れ
た
部
位
が
本
来
の
状
態
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
を
い
か
に
し
て
本
来
の

状
態
に
復
帰
さ
せ
た
ら
よ
い
か
が
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。﹇
七
三
三
﹈
そ
れ
ゆ
え
彼
は
病
気
を
説
明
す
る
こ
と
も
、
正
し
く
治
療
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

骨
は
生
体
の
中
で
最
も
堅
く
乾
い
た
部
分
で
あ
り
、
ま
た
最
も
土（

0-

7
）的

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
下
に
位
置
し
て
、

身
体
の
残
り
の
実
体
に
対
し
て
あ
た
か
も
支
柱
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
何
か
礎
石
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
す
べ
て
は
骨
か
ら

生
じ
て
お
り
、
ま
た
（*

骨
に
よ
っ
て
）
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
（*

骨
の
）
中
に
は
長
大
で
、
大
き
な
空
洞
を
持
ち
、
髄

（
0-

8
）が

詰
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
あ
る
も
の
は
小
さ
く
て

固
く
詰
ま
っ
て
お
り
、
髄
を
持
た
ず
、
分
か
る
よ
う
な
空
洞
を
持
た
な
い
も
の
も
あ
る
。（*

骨
の
）
大
き
い
も
の
の
大
部
分
に
は
接

骨（
0-

9
）端

が
異
な
る
骨
と
の
間
の
端
に
あ
り
、
た
と
え
ば
上
で
は
腕
﹇*
＝
上
腕（

0-

10
）骨

﹈
に
下
で
は
ペ
ー
キ
ュ
ス
﹇*

＝
尺（

0-

11
）骨

﹈
と
ケ
ル
キ
ス

﹇*

＝
橈（

0-

12
）骨

﹈
に
、
同
様
に
（*

上
で
は
）
腿
﹇*

＝
大
腿（

0-

13
）骨

﹈
に
（*
下
で
は
）
ク
ネ
ー
メ
ー
﹇*

＝
脛（

0-

14
）骨

﹈
と
ペ
ロ
ネ
ー
﹇*

＝
腓（

0-

15
）骨

﹈

に
（*

接
骨
端
が
あ
る
）。
下
顎
（* （

0-

16
）骨

）
は
髄
を
持
ち
な
が
ら
接
骨
端
を
持
た
ず
、
そ
の
両
端
の
う
ち
下
の
方
は
（*

オ
ト
ガ
イ
の
）

合
骨（

0-

17
）端

で
結
ば
れ
、
上
部
は
二
つ
の
突
骨（

0-

18
）端

、
す
な
わ
ち
烏
喙
（*

＝
筋
突（

0-
19
）起

）
と
頸
（*

＝
関
節
突（

0-

20
）起

）
を
持
つ
。
突
骨
端
は
接
骨
端

と
異
な
っ
て
お
り
、
接
骨
端
で
は
一
つ
の
骨
が
他
の
骨
と
連
結
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
突
骨
端
で
は
骨
全
体
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。
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﹇
七
三
四
﹈
こ
の
論
述
に
お
い
て
私
が
使
お
う
と
し
て
い
る
他
の
名
称
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
詳
述
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

を
用
い
る
論
述
の
過
程
で
曖
昧
に
な
ら
ず
に
、
教
説
の
連
続
性
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
た
ま
た
ま
巡
り
会
う
問
題
を
、
明
確
に
説
明

し
た
い
と
望
む
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
最
初
に
し
て
お
く
の
が
、
最
善
だ
と
私
は
思
う
。
人
間
の
（*

身
体
の
）
中
に
あ
る
互
い

に
結
合
し
た
骨
の
全
体
構
造
は
、
ス
ケ
レ
ト
ス
﹇*

＝
骨（

0-

21
）格

﹈
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
故
あ
る
人
々
は
、
骨
に
つ
い
て
論
じ
た
自
分
た
ち

の
書
物
に
「
骨
格
に
つ
い
て
」
と
い
う
表
題
を
つ
け
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
（*

骨
の
）
組
み
合
わ
さ
り
方
に
は
二
種
類
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
連（

0-

22
）結

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
合
骨
端
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
形
状
と
種
類
が
様
々
で
あ
る
。
連
結
は
本
性
に
よ
る
骨
の
接
合
で
あ
る
が
、
合
骨
端
は
本
性
に
よ
る
骨
の
合（

0-

23
）体

で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
に
本
性
に
よ
る
と
い
う
語
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
半
脱（

0-

24
）臼

あ
る
い
は
全
脱（

0-

25
）臼

で
は
（*

骨
が
）
互
い

に
接
続
し
て
い
る
（*

か
ら
で
あ
る
）。
そ
れ
は
本
性
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、（*

骨
が
）
壊
れ
た
も
の
が
く
っ
つ
い
て
結（

0-

26
）石

を
生
じ

た
も
の
は
、
本
性
に
よ
る
の
で
は
な
い
。﹇
七
三
五
﹈
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
組
み
合
わ
さ
っ
た
（*

骨
の
）
一
方
の
端
を
連
結
と
し
ば
し
ば

呼
ん
で
い（

0-

27
）る

が
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
（*

の
端
）
で
も
よ
い
の
で
は
な
く
、（*

端
が
）
丸
く
な
っ
て
い
て
、
近
づ
い
て
く
る
（*

骨
の
）

窪
み
に
入
り
込
ん
だ
も
の
を
言
う
の
で
あ
る
。

連
結
の
種
類
に
は
二
通
り
あ
り
、
分
離
連（

0-

28
）結

﹇*
＝
関
節
﹈
と
融
合
連（

0-

29
）結

と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
動
き
方
が
互
い
に
異
な
る
。
骨

の
関
節
は
相
互
に
動
き
を
持
つ
明
瞭
な
接
合
で
あ
る
が
、
骨
の
融
合
連
結
は
そ
れ
自
身
が
連（

0-

30
）置

で
あ
り
、
動
き
が
明
瞭
で
も
大
き
く
も

な
く
、
不
明
瞭
で
知
覚
で
き
な
い
。
骨
の
接
合
と
言
っ
て
も
、
連
置
と
言
っ
て
も
、
連（

0-

31
）合

と
言
っ
て
も
、
そ
れ
に
は
全
く
違
い
が
な
く
、

充
分
明
瞭
で
あ
る
。

関
節
の
形
状
は
三
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
新
し
い
医
師
た
ち
に
よ
っ
て
、
嵌
入
連（

0-

32
）結

、
類
連（

0-

33
）結

、
蝶（

0-

34
）番

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
古
い
医
師
に
よ
っ
て
全
く
用
い
ら
れ
る
習
慣
の
な
か
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
嵌
入
し
て
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
、
連
結
状
に

（*

組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
）、
蝶
番
状
に
（*

組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
）、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
、
連
結
状
の
、
蝶
番
状
の
、
と
い
う
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表
現
は
、
こ
れ
ら
の
（*

古
い
）
人
々
の
著
作
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。﹇
七
三
六
﹈
物
事
を
明
確
に
教
示
す
る
た
め
に
、
す
で

に
あ
る
言
葉
を
取
り
入
れ
て
語
を
作
り
上
げ（

0-

35
）る

こ
と
は
、
お
そ
ら
く
不
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
嵌
入
と
い
う
の
は
、
受
け
入
れ
る
空

洞
の
深
さ
が
充
分
に
あ
り
、
中
に
入
っ
て
い
く（

0-

36
）頭

が
細
長
い
場
合
で
あ
る
。
類
連
結
と
い
う
の
は
へ
こ
み
が
浅
く
、
頭
が
短
小
で
あ
る

場
合
で
あ
る
。
頭
が
長
大
だ
と
か
短
小
だ
と
か
い
う
の
は
、
そ
れ
を
生
じ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
（*

骨
の
）
頸
の
部
分
に
関
し
て
言
う

の
で
あ
る
。
頸
は
骨
の
痩
せ
た
突
骨
端
で
あ
り
、
頭
と
呼
ば
れ
る
膨
れ
た
球
状
の
端
で
終
わ
る
。
そ
の
突
骨
端
が
尖
っ
た
端
で
お
わ
る

と
、
そ
れ
は
も
は
や
頸
で
は
な
く
、
烏
喙
（*

＝
コ
ロ
ー
ネ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
。
コ
ロ
ー
ノ（

0-

37
）ス

と
呼
ん
で
も
変
わ
り
は
な
い
。
頭
を
収

め
る
空
洞
の
中
で
、
深
い
も
の
は
盃（

0-

38
）窩

と
よ
ば
れ
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
医
師
に
と
っ
て
ふ
つ
う
の
名
称
で
あ
り
、
浅
い
も
の
は
一
部
の

人
々
に
よ
っ
て 

小（
0-

39
）窩

と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

関
節
の
第
三
の
形
は
、
蝶
番
と
呼
ば
れ
る
と
言
っ
た
が
、
互
い
に
継
ぎ
合
わ
さ
れ
て
嵌
り
込
ん
だ
状
態
に
な
っ
て
い
て
、﹇
七
三
七
﹈

（*

た
と
え
ば
）
椎（

0-

40
）骨

の
と
こ
ろ
や
前
腕
と
上
腕
の
間
の
関
節
の
よ
う
な
（*

も
の
で
あ
る
）。
こ
れ
ら
の
間
に
も
違
い
が
あ
っ
て
、
椎

骨
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
骨
に
対
し
て
は
ま
り
込
む
介（

0-

41
）在

（*

＝
椎
間
円
板
）
が
あ
り
、
上
腕
と
前
腕
の
間
の
も
の
は
互
い
の
間
で
（*

直
接

に
）
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

融
合
連
結
の
形
は
三
種
で
あ
り
、
縫
い
合
わ
せ
﹇*
＝
縫（

0-

42
）合

﹈、
釘
打
ち
﹇*

＝
釘（

0-

43
）植

﹈
そ
し
て
板
接
ぎ
﹇*

＝
板（

0-

44
）接

﹈
で
あ
る
。
縫
合

と
い
う
の
は
縫
い
合
わ
せ
た
継
ぎ
目
に
似
て
お
り
、
頭
蓋
の
骨
に
あ
る
よ
う
な
（*

も
の
で
あ
る
）。
こ
れ
を
も
っ
と
明
確
に
し
よ
う
と

望
ん
で
、
あ
る
人
々
は
鋸
の
歯
の
配
置
と
し
て
説
明
し
、
ま
た
他
の
人
々
は
爪
の
集
合
と
し
て
説
明
す
る
。
私
が
思
う
に
、（*

彼
ら
は
）

我
々
の
こ
と
を
指
し
示
し
ま
た
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
あ
る
人
々
は
鋸
状
の
結
合
で
凸
部
が
凹
部
に
接
近
し
て
は
ま
り
込
む
様
子

を
、
他
の
人
々
は
言
わ
れ
る
も
の
が
鈎
爪
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
は
ま
り
込
む
状
態
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
凹
ん
だ
も
の
の

う
ち
に
、
爪
の
形
を
し
た
も
の
が
、
好
都
合
な
空
洞
に
は
ま
り
込
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
板
接
は
﹇
七
三
八
﹈
単
純
な
線
に
よ
る
融

合
連
結
で
あ
る
。
互
い
に
そ
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
上（

0-

45
）顎

の
骨
の
い
く
つ
か
（*

の
間
）、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
頭
蓋
の



日本医史学雑誌　第 53巻 3号（2007）363

骨
（*

と
の
間
）
で
あ
る
。
釘
植
は 

打
ち
込
み
に
よ
る
融
合
連
結
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
だ
中
間
状
態
で
あ
り
合
骨
端
に
近
く
、
そ
の
結

果
、
し
っ
か
り
と
嵌
り
込
む
と
、
ち
ょ
う
ど（

0-

46
）歯

の
場
合
の
よ
う
に
ご
く
わ
ず
か
な
動
き
の
余
地
も
な
く
な
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
（*

＝

歯
）
が
小（

0-

47
）槽

と
共
に
生
成
し
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
抜
き
取
ら
れ
ま
た
自
然
に
脱
落
し
た
そ
の
跡
が
示
し
て
い
る
。

関
節
全
般
の
相
違
と
形
状
に
つ
い
て
す
で
に
述
べ
た
の
で
、
そ
れ
に
続
い
て
合
骨
端
に
つ
い
て
述
べ
る
時
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
も
ま
た

二
つ
の
主
要
な
違
い
が
あ
る
。
一
つ
は
互
い
に
（*

融
合
し
）、
も
う
一
つ
は
他
の
も
の
に
よ
り
融
合
し
て
い
る
。（*

直
接
の
）
相
互

に
よ
る
も
の
は
よ
り
多
孔
質
で
脆
弱
で
、
他
に
よ
る
も
の
は
乾
燥
し
て
緻
密
で
あ
る
。
他
に
よ
る
融
合
そ
の
も
の
に
は
、
全
部
で
三
つ

の
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
名
称
は
古
来
の
も
の
で
は
な
い
。
最
近
の
人
々
に
よ
る
も
の
（*

＝
名
称
）
を
用
い
た
い
と
望
む
人
々
は
、

次
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
、
軟（

0-

48
）骨

に
よ
る
結
合
を
軟
骨
結（

0-

49
）合

、
ネ
ウ
ロ
ン
﹇*

＝
筋（

0-

50
）紐

﹈
に
よ
る
も
の
を
筋
紐
結（

0-

51
）合

、

肉
（
0-

52
）に

よ
る
も
の
を
肉
結（

0-

53
）合

と
。

﹇
七
三
九
﹈
筋
紐
の
名
を
こ
こ
で
述
べ
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
区
別
し
て
お
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
て
筋
紐
の
種
類
は
三
つ

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
差
異
と
呼
ん
で
も
種
類
と
呼
ん
で
も
構
わ
な
い
。
人
々
は
あ
る
も
の
を
随
意
的
な
も（

0-

54
）の

と
呼
ぶ
が
、

そ
れ
は
脳

（
0-

55
）と

脊
（
0-

56
）髄

か
ら
出
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
別
の
も
の
を
結
合
的
な
も
の
（*

＝
靱
帯
）
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
起
源
は
骨
か
ら
で
あ

る
。
第
三
の
種
類
は
伸
び
る
も
の
﹇*

＝（
0-

57
）腱

﹈
と
呼
ば
れ
、
筋
肉
か
ら
生
ず
る
。
こ
こ
で
名
称
が
同
一
な
た
め
に
不
明
確
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
大
脳
と
脊
髄
か
ら
出
る
も
の
は
み
な
随
意
的
な
筋
紐
﹇*

＝
神（

0-

58
）経

﹈
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
筋
肉
か
ら
出
る
も
の
は
伸
び
る

も
の
、
骨
か
ら
出
る
も
の
は
結
合
す
る
も
の
﹇*

＝
靱（

0-

59
）帯

﹈
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
名
称
の
慣
用
に
加
え
て
、
骨
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
個
々
に
述
べ
る
べ
き
時
だ
ろ
う
。
人
々
は
頭
の
骨
を
ク
ラ
ー
ニ
オ

ン
﹇*

＝
頭（

0-

60
）蓋

﹈
と
呼
ん
で
い
る
が
、
ま
ず
こ
れ
か
ら
始
め
る
。

（
0-

1
）
骨ὀ στέον, os―

語
源
と
し
て
は
カ
キ
の
貝
殻ὄ στρεον

と
関
連
が
あ
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
骨os

で
あ
る
。
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（
0-

2
）
接
合σύνταξις, constructio

―

一
緒
に
置
か
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
0-
3
）
骨
折καταγμα, fractura―

折
損
を
意
味
す
る
。

（
0-
4
）
脱
臼ἐ ξαρθρῆ μα, luxatio

―

連
結ἄ ρθρον

が
外
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
0-

5
）
本
来
の
状
態φύσις, physis―

生
成
す
るφύω

と
い
う
動
詞
か
ら
生
じ
た
語
で
、
生
成
す
る
こ
と
、
自
然
、
本
性
を
意
味
す

る
。
こ
こ
で
は
病
気
で
な
い
正
常
な
状
態
を
指
し
て
い
る
。

（
0-

6
）
視
点σκοπός, scopus―

よ
く
観
察
す
るσκοπέω

と
い
う
動
詞
か
ら
生
じ
た
語
で
、
観
察
す
る
人
を
意
味
す
る
。
ガ
レ
ノ

ス
は
事
物
の
対
象
を
し
っ
か
り
と
捕
ら
え
て
観
察
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
る
。

（
0-

7
）
土
的γεώ

δης, terrestris―

土γη̑

か
ら
生
じ
た
語
。
人
間
が
土
か
ら
作
ら
れ
る
と
い
う
考
え
は
、
古
代
の
神
話
や
聖
書
に

も
よ
く
見
ら
れ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、『
生
成
消
滅
論D

e generatione et corruptione

』
の
第
二
巻
で
、
熱
・
冷
、
乾
・
湿

と
い
う
四
種
類
の
性
質
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
土
・
水
・
空
気
・
火
と
い
う
四
種
類
の
単
純
物
質
を
生
じ
る
と
述
べ
、
ガ
レ
ノ
ス
は
、

土
・
水
・
空
気
・
火
の
単
純
物
質
が
混
合
し
て
身
体
の
性
質
を
作
る
と
『
混
合D

e tem
peram

entis libri III

』（Π
ΕΡΙ Κ

ΡΑ
ΣΕΩ

Ν

）

の
第
一
巻
の
第
一
章
で
述
べ
て
い
る
。

（
0-

8
）
髄μυελός, m

edulla―

骨
の
中
に
あ
る
柔
ら
か
い
物
質
を
指
す
。
現
在
で
も
骨
髄
腫m

yelom
a

、
骨
髄
炎m

yelitis

な
ど
の

語
が
あ
る
。

（
0-

9
）
接
骨
端ἐ πίφυσις, epiphysis―

大
き
な
骨
の
端
で
、
別
の
骨
が
融
合
し
た
も
の
を
指
す
。
ガ
レ
ノ
ス
は
骨
端
の
三
種
類
の

一
つ
と
と
ら
え
て
い
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
お
け
る
骨
端epiphysis

は
、
長
骨
の
骨
幹diaphysis

と
骨
幹
端m

etaphysis

に

対
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
0-

10
）
腕
、
上
腕
骨βραχίω

ν, brachium
―

上
腕
な
い
し
上
腕
骨
を
意
味
す
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
上
腕brachium

で
あ

る
。
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（
0-

11
）
ペ
ー
キ
ュ
ス
、
尺
骨πῆ χυς, cubitum

―

前
腕
な
い
し
尺
骨
を
意
味
す
る
。
ま
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
長
さ
の
単
位
と
し
て

も
広
く
用
い
ら
れ
、
肘
か
ら
小
指
の
先
端
ま
で
を
意
味
し
、
約
四
五
セ
ン
チ
に
相
当
す
る
。

（
0-
12
）
ケ
ル
キ
ス
、
橈
骨κερκίς, radium

―

も
と
も
と
は
織
機
の
杼
な
ど
棒
状
の
も
の
を
指
す
語
。
ガ
レ
ノ
ス
で
は
前
腕
の
橈
骨

を
意
味
す
る
。
ガ
レ
ノ
ス
以
前
は
下
腿
の
脛
骨
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
た
。

（
0-

13
）
腿
、
大
腿
骨μηρός, fem

ur―

大
腿
な
い
し
大
腿
骨
を
意
味
す
る
。

（
0-

14
）
ク
ネ
ー
メ
ー
、
脛
骨κνήμη, tibia―

第
二
二
章
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
下
腿
な
い
し
脛
骨
を
意
味
す
る
。

（
0-

15
）
ペ
ロ
ネ
ー
、
腓
骨περόνη, sura―

も
と
も
と
は
ブ
ロ
ー
チ
の
ピ
ン
を
指
す
語
。
下
腿
の
腓
骨
を
意
味
す
る
。
ブ
ロ
ー
チ
の

ピ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
太
い
脛
骨
に
比
べ
て
細
い
腓
骨
の
形
状
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
。

（
0-

16
）
下
顎γένυς, m

axilla―
顎
を
意
味
す
る
語
。
現
在
で
も
顎
舌
骨
筋genioglossus

な
ど
の
語
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
下
顎
骨
を

指
し
、
右
半
と
左
半
を
別
の
骨
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
が
解
剖
し
た
動
物
の
う
ち
、
反
芻
類
と
食
肉
類
で
は
、
左
右
の
下

顎
骨
は
終
生
分
離
し
て
い
る
が
、
ヒ
ト
、
お
よ
び
サ
ル
、
ウ
マ
、
ブ
タ
で
は
、
乳
児
期
の
う
ち
に
左
右
が
癒
合
し
て
、
成
体
で
は
単

一
の
骨
に
な
る
。
第
六
章
を
参
照
。

（
0-

17
）
合
骨
端σύμφυσις, sym

physis―

骨
の
端
で
隣
接
す
る
骨
と
融
合
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
のsym

-

physis

は
、
恥
骨
結
合
な
ど
の
線
維
軟
骨
性
結
合
を
意
味
す
る
。

（
0-

18
）
突
骨
端ἀ πόφυσις, apophysis―

骨
の
端
が
突
出
部
と
な
っ
て
終
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
も
骨
突

起apophysis

の
語
が
あ
る
。

（
0-

19
）
烏
喙κορώ

νη, corona―

も
と
も
と
は
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
な
ど
カ
ラ
ス
類
の
鳥
、
な
い
し
扉
の
ハ
ン
ド
ル
な
ど
先
が
細
く
曲

が
っ
た
も
の
を
指
す
。
こ
こ
で
は
下
顎
骨
の
筋
突
起processus coronoideus
を
指
す
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
は
こ
の
他
に
尺
骨

の
鈎
状
突
起processus coronoideus

が
あ
る
。
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（
0-

20
）
頸αὐ χήν, cervix

―

ヒ
ト
や
動
物
の
頸
を
指
す
語
で
あ
る
が
、
比
喩
的
に
伸
び
出
し
た
途
中
が
細
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
意

味
す
る
。
こ
こ
で
は
下
顎
骨
の
関
節
突
起processus condylaris

を
指
す
。

（
0-
21
）
ス
ケ
レ
ト
ス
、
骨
格σκελετός, sceletus―

乾
燥
す
るσκελλω

と
い
う
動
詞
か
ら
生
じ
た
語
で
、
ミ
イ
ラ
の
よ
う
に
乾
燥

し
た
身
体
を
指
す
。
そ
れ
が
さ
ら
に
徹
底
し
て
、
身
体
の
中
で
最
も
乾
い
た
部
分
で
あ
る
骨
格
を
意
味
す
る
。
現
在
で
も
骨
格

skeleton

の
語
が
あ
る
。

（
0-

22
）
連
結ἄ ρθρον, articulus―

も
と
も
と
は
二
つ
の
も
の
が
接
合
す
る
部
分
を
指
す
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
で
は
異
な
る
骨
が
互
い

に
接
続
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
在
で
も
関
節
炎arthrisis

、
関
節
症arthrosis

な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
0-

23
）
合
体ἕ νωσις, unio

―
合
わ
さ
っ
て
一
体
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
0-

24
）
半
脱
臼παράρθρησαντα, parum

 luxata

。

（
0-

25
）
全
脱
臼ἐ ξάρθρησαντα, om

nino luxata

。

（
0-

26
）
結
石πῶ

ρος, callum
―

も
と
も
と
は
軟
ら
か
い
石
灰
華
な
い
し
凝
灰
岩
を
指
す
語
。
こ
こ
で
は
骨
折
の
修
復
時
に
見
ら
れ

る
石
灰
化
を
指
す
。

（
0-

27
）
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
集
典
で
は
、
い
く
つ
か
の
場
所
で
球
関
節
の
骨
頭
を
連
結arthron

と
よ
ん
で
い
る
。『
関
節
に
つ
い
て

D
e articulis

』（Π
ΕΡΙ A

ΡΘ
ΡΩ

Ν

）
の
第
二（

27
、
28
）章

に
お
け
る
肩
関
節
の
脱
臼
の
整
復
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
、ἄ ρθρον

は
も
っ
ぱ
ら
上

腕
骨
側
の
関
節
頭
を
表
し
て
い
る
。

（
0-

28
）
分
離
連
結
、
関
節διάρθρωσις, diarthrosis―

骨
の
連
結
の
う
ち
動
き
が
明
瞭
な
も
の
を
意
味
す
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語

のdiarthrosis

は
可
動
性
の
あ
る
滑
膜
性
の
結
合
（
狭
義
の
関
節
）
を
意
味
す
る
。

（
0-

29
）
融
合
連
結συνάρθρω

σις, synarthrosis
―

骨
の
連
結
の
う
ち
動
き
の
な
い
も
の
を
意
味
す
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語

Term
inologia anatom

ica （
29
）
に
は
な
い
が
、
古
い
解
剖
学
用
語
で
はsynarthrosis
とdiarthrosis

が
対
置
さ
れ
て
お
り
、
日
本
語
で
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は
不
動
結
合synarthrosis

、
可
動
結
合diarthrosis

と
訳
さ
れ
て
い（

30
）た

。

（
0-
30
）
連
置σύνθεσις, com

positio

。

（
0-
31
）
連
合ὁ μιλία, cohaerentia

。

（
0-

32
）
嵌
入
連
結ἐ νάρθρωσις, enarthrosis―

嵌
り
込
ん
だ
関
節
を
意
味
す
る
。

（
0-

33
）
類
連
結ἀ ρθρωδία, arthrodia―

関
節
に
似
た
も
の
を
意
味
す
る
。

（
0-

34
）
蝶
番γίγγλυμος, ginglym

os―

継
ぎ
合
わ
さ
れ
た
も
の
を
意
味
す
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
も
蝶
番
関
節gynglym

us

が

あ
る
。

（
0-

35
）
語
を
作
り
上
げ
るὀ νοματοποιέω

, nom
ina confingere

―

名
前ὄ νομα

と
い
う
名
詞
と
作
るποιέω

と
い
う
動
詞
か
ら
で
き

た
語
。
現
在
のonom

atopoeia
は
擬
声
語
を
意
味
す
る
。

（
0-

36
）
頭κεφαλή, caput―

ヒ
ト
や
動
物
の
頭
部
を
意
味
す
る
語
。
こ
こ
で
は
関
節
を
作
る
骨
の
丸
い
先
端
部
分
を
指
し
て
い
る
。

現
在
で
も
水
頭
症hydrocephalus

、
頭
部
計
測cephalom

etry

な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
0-

37
）
コ
ロ
ー
ノ
スκόρωνος

。

（
0-

38
）
盃
窩κοτύλη, cotyle

―

液
体
を
す
く
う
器
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
関
節
窩
の
深
い
も
の
を
指
し
て
い
る
。
現
在
の
解
剖

学
用
語
で
は
、
臼
状
関
節articulatlio cotylica

が
あ
る
。

（
0-

39
）
小
窩γλήνη, glene

―

も
と
も
と
は
瞳
も
し
く
は
眼
球
を
意
味
す
る
語
。
関
節
窩
の
浅
い
も
の
を
意
味
す
る
。
現
在
の
解
剖

学
用
語
で
は
、
肩
関
節
の
関
節
窩cavitas glenoidalis

が
あ
る
。

（
0-

40
）
椎
骨σπόνδυλος, vertebra―

現
在
の
医
学
用
語
で
は
脊
椎
炎spondylitis

、
脊
椎
症spondylosis

な
ど
が
あ
る
。

（
0-

41
）
介
在μέσος―

間
に
入
る
も
の
を
意
味
す
る
。

（
0-

42
）
縫
い
合
わ
せ
、
縫
合ῥ αφή, sutura―

縫
うράπτω

と
い
う
動
詞
か
ら
で
き
た
語
で
、
縫
い
目
を
意
味
す
る
。
頭
蓋
の
縫
合
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も
指
す
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
の
縫
線raphe

は
、
延
髄
、
橋
、
口
蓋
、
会
陰
な
ど
正
中
部
の
縫
い
目
状
の
部
位
を
指
す
。

（
0-
43
）
釘
打
ち
、
釘
植γόμφω

σις, gom
phosis―

船
を
造
る
の
に
用
い
る
釘γόμφος

か
ら
で
き
た
語
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も

歯
と
歯
槽
の
骨
と
の
結
合
を
釘
植gom

phosis

と
い
う
。

（
0-

44
）
板
接
ぎ
、
板
接ἁ ρμονία, harm

onia―

船
を
造
る
の
に
板
を
互
い
に
継
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
現
在
の
解
剖
学
用
語

に
は
な
い
が
、B

N
A

に
はharm

onia

が
あ
り
、
日
本
語
で
は
直
線
縫
合
と
訳
さ
れ
て
い（

31
）た

。

（
0-

45
）
上
顎ἄ νω γένυς, superior m

axilla―

顔
面
の
上
顎
部
を
指
し
て
い
る
。

（
0-

46
）
歯ὀ δούς, dens―
現
在
の
医
学
用
語
に
も
歯
牙
腫odontom

a

、
第
二
頸
椎
の
歯
突
起odontoid process

な
ど
の
語
が
あ

る
。

（
0-

47
）
小
槽φατνίον―

飼
い
葉
桶φάτνη

の
小
さ
な
も
の
を
意
味
す
る
語
。

（
0-

48
）
軟
骨χόνδρος, cartilago

―
も
と
も
と
は
穀
粒
や
塩
粒
を
指
す
語
。
軟
骨
を
意
味
す
る
。
現
在
で
も
軟
骨
細
胞chondrocyte

な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
0-

49
）
軟
骨
結
合συγχόνδρωσις, synchondrosis―

現
在
で
も
軟
骨
結
合synchondrosis

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
。

（
0-

50
）
ネ
ウ
ロ
ン
、
筋
紐νεῦ ρον, nervus―

も
と
も
と
は
神
経
や
腱
な
ど
筋
紐
状
の
も
の
を
指
し
て
い
た
。
ガ
レ
ノ
ス
が
こ
の
著

作
で
、
神
経
と
腱
と
靱
帯
を
区
別
す
べ
き
こ
と
を
明
確
に
論
じ
て
い
る
。
現
在
で
は
神
経
細
胞
を
ニ
ュ
ー
ロ
ンneuron

と
呼
ぶ
。

（
0-

51
）
筋
紐
結
合συννεύρωσις, synneurosis

。

（
0-

52
）
肉σάρξ, caro

―

身
体
の
肉
ま
た
は
筋
肉
を
意
味
す
る
語
。
現
在
の
医
学
用
語
に
も
肉
腫sarcom

a

な
ど
が
あ
る
。

（
0-

53
）
肉
結
合συσσάρκωσις, syssarcosis

。

（
0-

54
）
随
意
的
な
も
のπροαιρετικός, voluntarius―

随
意
的
な
筋
紐
は
、
神
経
を
意
味
す
る
。

（
0-

55
）
脳ἐ γκεφαλος, cerebrum

―

頭κεφαλη

の
中
の
も
の
を
指
す
語
で
、
脳
を
意
味
す
る
。
現
在
で
も
脳
症encephalopathy

、
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脳
造
影
法encephalography

な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
0-
56
）
脊
髄νωτιαῖ ος, m

edulla dorsi―

も
と
も
と
は
背
骨
を
指
す
語
で
あ
る
が
、
脊
髄
を
意
味
す
る
。

（
0-
57
）
伸
び
る
も
の
、
腱τένω

ν, tendo
―

引
き
伸
ば
すτείνω

と
い
う
動
詞
の
分
詞
で
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
腱
を
伸
び
る
筋
紐
と

呼
ん
だ
が
、
筋
紐
が
省
略
さ
れ
て
伸
び
る
も
のτένων

だ
け
で
腱
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
0-

58
）
随
意
的
な
筋
紐
、
神
経προαιρετικὸ ν νεῦ ρον, voluntarius nervus―

こ
こ
で
神
経
が
随
意
的
な
筋
紐
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
形
容
詞
が
省
略
さ
れ
て
筋
紐νεῦ ρον

だ
け
で
神
経
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
0-

59
）
結
合
す
る
も
の
、
靱
帯σύνδεσμος, ligam
entum

―

結
び
つ
け
るδεω

と
い
う
動
詞
か
ら
で
た
語
で
、
と
も
にσυν

結
び

つ
け
る
も
のδεσμός

を
意
味
す
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
靱
帯
を
結
合
す
る
筋
紐
と
呼
ん
だ
が
、
筋
紐
が
省
略
さ
れ
て
結
合
す
る
も
の

σύνδεσμος

だ
け
で
靱
帯
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
も
靱
帯
結
合syndesm

osis

の
語
が
あ
る
。

（
0-

60
）
ク
ラ
ー
ニ
オ
ン
、
頭
蓋κρανίον, cranium

―

頭
の
頂
上
の
部
分κάρα

か
ら
生
じ
た
語
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
も
頭
蓋

cranium

が
あ
る
。

第
一
章

頭
の
骨
が
ク
ラ
ー
ニ
オ
ン
と
命
名
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
こ
に
縫
合
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
す
で
に
前
に
述
べ
ら
れ
た
。

そ
れ
ら
が
い
く
つ
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
種
類
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
状
が
ど
う
で
あ
る
か
は
こ
れ
ま
で
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ

で
は
そ
れ
を
述
べ
よ
う
。

第
一
に
﹇
七
四
〇
﹈
頭
の
形
に
応
じ
て
、
そ
の
（*

縫
合
の
）
位
置
と
大
き
さ
が
変
わ
る
。
ま
ず
そ
の
（*

頭
蓋
の
）
本
来
の
形
状

は
ほ
と
ん
ど
細
長
い
球
に
似
て
い
る
が
、
と
き
に
は
円（

1-

1
）錐

と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
る
。
本
来
の
も
の
は
、
前
方
と
後
方
に
出
っ
張
っ
て

お
り
、
そ
れ
に
は
全
部
で
三
つ
の
縫
合
が
あ
る
。
そ
の
二
つ
は
横
向
き
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
一
つ
（*

＝
ラ
ム
ダ
縫
合
）
は
後（

1-

2
）頭

に
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置
か
れ
、
他
の
も
の
（*

＝
冠
状
縫
合
）
は
頭（

1-

3
）頂

に
あ
る
。
第
三
の
別
の
も
の
（*

＝
矢
状
縫
合
）
は
そ
れ
ら
（*

二
つ
の
縫
合
）
に
向

か
っ
て
頭
の
縦
の
向
き
に
、
後
部
の
中
央
か
ら
前
部
の
中
央
に
（*

長
く
）
伸
び
て
い
る
。
人
々
は
前
方
に
あ
る
も
の
を
冠
状（

1-

4
）の

も
の

と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
は
と
く
に
頭
の
そ
の
部
分
に
冠
が
め
ぐ
ら
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
後
方
の
も
の
を
ラ
ム
ダ
状（

1-

5
）の

も
の
と
呼
ぶ
が
、
そ

れ
は
全
体
的
に
そ
の
形
状
が
Λ
（*

＝
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
ラ
ム
ダ
）
の
文
字
に
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
縫
合
の
形
状
そ
の

も
の
は
、
全
体
で
Η
（*

＝
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
エ
ー
タ
）
と
い
う
文
字
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
頭
蓋
の
本
来
の
形
態
が
も
つ
縫
合
は
今

述
べ
た
よ
う
な
性
質
を
持
つ
。
ま
た
（*

頭
蓋
が
）
円
錐
形
の
も
の
で
は
、
こ
れ
（*

＝
縫
合
）
は
（*

以
下
の
）
こ
の
よ
う
な
性
質
で

あ
る
。

﹇
七
四
一
﹈
後
方
に
お
い
て
（*
頭
蓋
の
）
隆（

1-

6
）起

が
な
く
な
る
と
き
に
は
、（*

後
方
の
）
ラ
ム
ダ
状
の
縫
合
も
一
緒
に
な
く
な
り
、

前
方
の
（*

隆
起
が
な
く
な
る
と
）
冠
状
の
縫
合
も
（*

な
く
な
る
）。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
残
っ
た
縫
合
の
形
状
は
Τ
（*

＝
ギ
リ

シ
ャ
文
字
の
タ
ウ
）
と
い
う
文
字
に
似
た
も
の
に
な
る
。
隆
起
部
の
両
者
が
消
滅
す
る
と
、
残
っ
た
二
つ
の
縫
合
は
直
角
に
互
い
に
交

差
し
て
Χ
（*

＝
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
カ
イ
）
の
文
字
に
似
た
形
に
な
る
。
一
つ
の
縫
合
は
横
方
向
で
お
も
に
頭
の
中
央
に
置
か
れ
、
他

の
も
の
は
縦
方
向
で
後
ろ
か
ら
前
に
運
ば
れ
、
他
の
（*

形
の
）
頭
蓋
の
上
に
す
べ
て
あ
る
縫
合
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ね
に
観

察
さ
れ
る
。（*

縫
合
の
）
残
り
の
も
の
は
、
頭
全
体
の
形
に
し
た
が
っ
て
変
化
し
て
い
る
の
で
。
そ
し
て
さ
ら
に
二
本
の
平
行
な
線

（*

＝
鱗
状
縫
合
）
が
頭
蓋
の
縦
方
向
に
あ
り
、
後
方
か
ら
前
方
へ
と（

1-

7
）耳

の
上
を
運
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
二
つ
の
骨
が
互
い
に
連
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
が
、
そ
れ
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
縫
合
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
少
し
ず
つ
薄
く
な
っ
て
鱗
の

よ
う
に
な
り
、
頭
頂
か
ら
下
っ
て
く
る
骨
（*

＝
頭
頂
骨
）
が
、
耳
の
と
こ
ろ
か
ら
上
っ
て
く
る
も
の
（*

＝
側
頭
骨
）
の
下
に
潜
り
込

む
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
あ
る
人
々
は
こ
れ
ら
を
単
に
縫
合
と
呼
ば
な
い
で
、﹇
七
四
二
﹈
鱗
状（

1-

8
）の

縫
合
と
か
鱗
状
の
膠（

1-

9
）着

と
呼
ぶ
の

で
あ
る
。
我
々
は
明
確
に
教
示
す
る
た
め
に
、
耳
の
と
こ
ろ
に
あ
る
縫
合
を
鱗
状
の
も
の
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
頭
蓋
に

は
五
つ
の
固
有
な
縫
合
が
あ
る
。
一
つ
は
ラ
ム
ダ
状
の
も
の
、
冠
状
の
も
の
、
頭
蓋
の
縦
の
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
、
そ
れ
に
平
行
す
る
二



日本医史学雑誌　第 53巻 3号（2007）371

本
の
鱗
状
の
も
の
が
含
ま
れ（

1-

10
）る

。

ま
た
別
の
二
つ
の
（*

縫
合
で
）
共
通
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
上
顎
に
向
か（

1-

11
）い

、（*

他
は
）
二
つ
の
間
の
も
の
（*

＝
蝶
形

骨
）
に
向
か（

1-

12
）い

、
そ
れ
（*

＝
蝶
形
骨
）
を
あ
る
人
々
は
頭
蓋
に
割
り
当
て
、
他
の
人
々
は
上
顎
の
一
部
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
か
、
ど
れ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
か
、
そ
し
て
と
く
に
そ
れ
が
ど
こ
に
位
置
し
て
い
る
か
を
こ
れ
か

ら
私
は
述
べ
よ
う
。

ラ
ム
ダ
状
の
縫
合
の
横
の
下
の
端
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
き
て
頭
蓋
骨
の
底
に
ま
で
達
し
、
石
の
よ
う
な
形（

1-

13
）の

骨
た
ち
（*

＝
側
頭

骨
の
岩
様
部
あ
た
り
）
と
第
一
の
椎
骨
に
面
し
た
関
節
（*

＝
後
頭
骨
の
後
頭
顆
）
と
の
間
に
（*

伸
び（

1-

14
）る

）。
そ
こ
で
そ
れ
を
横
の
位

置
を
持
つ
（*

蝶
形
骨
と
後
頭
骨
の
間
の
）
短
い（

1-

15
）線

が
結
ぶ
。
こ
れ
が
頭
蓋
と
そ
の
前
に
あ
る
骨
（*

＝
蝶
形
骨
）
に
共
通
す
る
も
の
に

つ
い
て
の
、
私
の
第
一
の
論
述
で
あ
る
と
心
得
よ
。（*

蝶
鱗
縫
合
は
）
両
側
か
ら
（*

側
頭
部
に
）
運
び
上
げ
ら
れ
て
窪
み
（*

＝
側

頭
窩
）
に
ま
で
（*

達
し
）、﹇
七
四
三
﹈
そ
こ
に
や
っ
て
く
る
冠
状
の
縫
合
の
端
と
同
じ
場
所
（*

＝
プ
テ
リ
オ
ン
）
に
達
す（

1-

16
）る

。
ま
た

（*

蝶
形
骨
の
縫
合
は
）
そ
こ
か
ら
下
方
に
向
き
を
変
え
て
運
ば
れ
、
最
奥
の
歯
と
口（

1-

17
）蓋

の
部
分
に
到
達
し
て
お（

1-

18
）り

、
そ
の
内
部
に
お
い

て
先
に
述
べ
た
骨
の
（*

蝶
形
骨
と
後
頭
骨
の
間
の
）
縫
合
に
よ
っ
て
（*

蝶
形
骨
の
）
周
縁
と
結
合
し
、
そ
れ
（*

＝
蝶
形
骨
の
大
翼
）

は
何
か
の
楔
の
よ
う
に
頭
蓋
と
上
顎
の
間
に
嵌
り
込（

1-
19
）む

。
冠
状
の
も
の
の
端
に
運
び
上
げ
ら
れ
る
（*

蝶
形
骨
大
翼
の
後
縁
の
）
縫
合

は
、
頭
蓋
に
向
か
う
も
の
（*

＝
冠
状
縫
合
）
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
口
蓋
に
向
か
っ
て
両
側
か
ら
下
っ
て
く
る
（*

蝶
形
骨
大
翼
の
前

縁
の
）
も
の
は
、
上
顎
に
対
す
る
楔
状
の
骨
（*

＝
蝶
形（

1-

20
）骨

）
の
端
を
な
し
て
い
る
。
明
快
な
教
示
の
た
め
に
こ
の
よ
う
に
（*

楔
状
の

も
の
と
）
呼
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
骨
に
は
翼
の
形
を
し
た
突
起
（*

＝
蝶
形
骨
の
翼
状
突
起
）
が
あ
り
、
両
側
に
窪
み
（*

＝
翼

突
窩
）
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
上
顎
に
対
し
て
区
分
す
る
頭
蓋
の
別
の
縫
合
（*

＝
前
頭
骨
の
下
縁
）
が
あ
り
、
起
始
を
こ
め
か
み
﹇*

＝
側
頭（

1-

21
）部

﹈
あ
た
り
の

空
所
（*

＝
側
頭
窩
）
に
持
っ
て
い
て
、
冠
状
の
縫
合
の
端
と
、
ま
た
頭
蓋
と
楔
状
の
骨
に
共
通
の
縫
合
（*

＝
蝶
形
骨
の
大
翼
の
後
縁
）
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（*
の
端
）
と
同
じ
場
所
（*

＝
プ
テ
リ
オ
ン
）
に
向
か
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
場
所
か
ら
眼（

1-

22
）の

空
洞
（*

＝
眼
窩
）
に
や
っ
て
き

て
、
そ
れ
ら
の
中
間
（*

＝
眼
窩
の
奥
）
ま
で
運
ば
れ
て
、
眉（

1-

23
）間

に
到
達
す
る
。

﹇
七
四
四
﹈
さ
ら
に
こ
う
い
う
事
情
な
の
で
、
頭
蓋
全
体
で
は
、
楔
状
の
骨
を
除
い
て
、
全
部
で
六
個
の
骨
に
な（

1-

24
）る

。
頭
頂
に
は
二

つ
の
骨
（*
＝
頭
頂
骨
）
が
あ
っ
て
共
通
の
縫
合
（*

＝
矢
状
縫
合
）
を
持
ち
、
そ
れ
は
縦
に
一
直
線
で
あ
る
。
ま
た
別
の
二
つ
が
下
か

ら
き
て
お
り
（*
＝
側
頭
骨
）、
そ
れ
ぞ
れ
耳
の
所
に
一
つ
ず
つ
あ
る
。
第
五
番
目
は
後
頭
に
あ
り
（*

＝
後
頭
骨
）、
第
六
番
目
は
前（

1-

25
）頭

に
あ
る
（*

＝
前
頭
骨
）。
ラ
ム
ダ
状
の
縫
合
の
辺
が
頭
頂
の
骨
を
後
ろ
か
ら
区
切
り
、
冠
状
の
縫
合
が
前
方
か
ら
、
鱗
状
の
縫
合
が
下

か
ら
、
直
線
の
縫
合
が
上
方
か
ら
（*

区
切
る
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
耳
に
続
く
も
の
（*

＝
側
頭
骨
）
は
上
方
で
は
鱗
状
の
縫
合
が
区
切
り
、

後
方
で
は
ラ
ム
ダ
状
の
縫
合
の
延
長
す
る
辺
が
（*

区
切
り
）、
前
方
で
は
頭
蓋
と
楔
状
の
骨
に
共
通
の
（*

縫
合
が
区
切
る
）。
頭
頂

の
骨
（*

＝
頭
頂
骨
）
は
四
辺
形
で
あ
る
が
、
今
述
べ
ら
れ
た
骨
（*

＝
側
頭
骨
）
は
三
辺
形
で
あ
る
。

頭
蓋
の
第
五
の
骨
（*

＝
後
頭
骨
）
は
、
後
頭
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ラ
ム
ダ
状
の
縫
合
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
れ
と
一
緒
に
伸
び
出

し
て
い
る
も
の
（*

＝
ラ
ム
ダ
縫
合
の
頭
蓋
底
の
部
分
）
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
、
そ
し
て
そ
れ
に
交
わ
る
と
述
べ
ら
れ
た
も
の
（*

＝
蝶

後
頭
軟
骨
結
合
）
に
よ
っ
て
（*

区
切
ら
れ
て
い
る
）。
そ
れ
は
頭
蓋
に
あ
る
最
大
の
孔
（*

＝
大
後
頭
孔
）
を
自
分
の
中
に
取
り
囲
み
、

﹇
七
四
五
﹈
そ
れ
は
第
一
の
椎
骨
の
あ
た
り
に
あ
る
。
最
後
の
前
頭
の
骨
（*

＝
前
頭
骨
）
を
、
冠
状
の
縫
合
が
ぐ
る
り
と
区
切
り
、
上

顎
に
向
か
う
頭
蓋
の
共
通
の
も
の
（*

＝
前
頭
骨
の
下
縁
）
が
区
切
っ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
こ
れ
ら
の
六
個
の
骨
の
う
ち
、
頭
頂

に
あ
る
も
の
（*

＝
頭
頂
骨
）
は
非
常
に
多
孔
質
で
脆
い
性
質
で
、
後
部
の
後
頭
に
あ
る
も
の
（*

＝
後
頭
骨
）
は
緻
密
で
堅
く
、
前
頭

に
あ
る
も
の
（*

＝
前
頭
骨
）
は
中
間
の
両
方
の
性
質
で
あ
る
。

耳
の
あ
た
り
に
あ
る
残
り
の
骨
（*

＝
側
頭
骨
）
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
様
々
な
形
状
を
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
あ
る
も
の
（*

＝
側
頭
骨

の
第
一
部
）
は
、
石
の
よ
う
な
も
の
と
呼
ば
れ
て
お
り
（*

＝
岩
様
部
）、
そ
の
と
お
り
の
形
で
あ
る
。
こ
れ
は
ラ
ム
ダ
縫
合
の
延
長
し

た
辺
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
骨
に
は
柱
状（

1-

26
）の

突
き
出
し
と
呼
ば
れ
る
も
の
（*
＝
茎
状
突
起
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
私
は
針
状（

1-

27
）の

も
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の
、
あ
る
い
は
茎
筆
状（

1-

28
）の

も
の
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
（*

＝
側
頭
骨
の
第
一
部
）
は
聴
覚
の
通
路
（*

＝
外
耳
道
）
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
続
く
も
の
（*

＝
側
頭
骨
の
第
二
部
）
に
は
別
の
突
き
出
し
が
あ
り
、
乳
房
状（

1-

29
）の

と
呼
ば
れ
る
も
の
（*

＝
乳
様
突
起
）
と
、
ま

た
さ
ら
に
横
木
﹇*

＝
頬
骨（

1-

30
）弓

﹈
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
第
三
の
も
の
（*

＝
側
頭
骨
の
第
三
部
）
は
側
頭
部
の
あ
た

り
の
も
の
（*
＝
鱗
部
）
で
あ（

1-

31
）る

。
頭
蓋
の
孔
に
つ
い
て
は
、
血
管
と
神
経
の
解
剖
の
と
こ
ろ
で
述
べ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
孔
が
生
じ
て

い
る
の
は
、
動
脈
で
あ
れ
、
静
脈
で
あ
れ
、
神
経
で
あ
れ
、﹇
七
四
六
﹈
そ
れ
ら
の
各
々
ま
た
す
べ
て
が
そ
れ
ぞ
れ
の
孔
か
ら
出
て
く

る
か
ら
で
あ
る
。

（
1-

1
）
円
錐φοξός, acum

inatus―

頭
の
前
後
へ
の
張
り
出
し
が
な
く
、
上
に
と
が
っ
た
形
を
意
味
す
る
。
頭
の
形
は
古
代
ギ
リ

シ
ャ
で
は
注
目
さ
れ
て
お
り
、
ホ
メ
ロ
ス
も
醜
怪
な
人
物
の
頭
を
歪
なφοξός

と
形
容
し
て
い
る
。

（
1-

2
）
後
頭ἰ νίον, occiput―

項
な
い
し
そ
の
部
の
筋
肉
を
意
味
す
る
。
イ
ニ
オ
ンinion

は
、
現
在
で
は
後
頭
部
正
中
の
皮
下
に

触
知
す
る
外
後
頭
隆
起
を
指
す
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
の
後
頭
はocciput

で
あ
る
。

（
1-

3
）
頭
頂βρέγμα, sinciput―

頭
の
前
方
部
分
を
意
味
す
る
。
ブ
レ
グ
マbregm

a

は
、
現
在
で
は
冠
状
縫
合
と
矢
状
縫
合
の
交

点
を
指
す
。
ラ
テ
ン
語
訳
のsinciput

は
、
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
は
前
頭
を
指
す
。
訳
注
（
1-

25
）
を
参
照
。

（
1-

4
）
冠
状
のστεφανιαῖ ος, coronalis―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
は
冠
状
縫
合sutura coronalis

で
あ
る
。

（
1-

5
）
ラ
ム
ダ
状
のλαμβδοειδής, lam

bdoides―

現
在
の
解
剖
学
用
語
の
ラ
ム
ダ
縫
合sutura lam

bdoidea

が
あ
る
。

（
1-

6
）
隆
起ἐ ξοχή, em

inentia

。

（
1-

7
）
耳οὖ ς, auris―

現
在
で
も
耳
のotic

、
耳
炎otitis

な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
1-

8
）
鱗
状
のλεπιδοειδής, squam

iform
is―

現
在
の
解
剖
学
用
語
に
鱗
状
縫
合sutura squam

osa

が
あ
る
。

（
1-

9
）
膠
着προσκολλήμα, agglutinatio

―

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
膠
着
す
るπροσκολλάω

か
ら
の
造
語
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（
1-

10
）
頭
蓋
の
五
つ
の
縫
合
と
し
て
、
ラ
ム
ダ
縫
合
、
冠
状
縫
合
、
矢
状
縫
合
、
二
本
の
鱗
状
縫
合
を
あ
げ
て
い
る
。

（
1-
11
）
前
頭
骨
の
下
縁
に
あ
る
縫
合
を
指
し
て
い
る
。
前
頭
鼻
骨
縫
合
、
前
頭
涙
骨
縫
合
、
前
頭
篩
骨
縫
合
、
前
頭
頬
骨
縫
合
、
前

頭
上
顎
縫
合
が
含
ま
れ
る
。

（
1-

12
）
頭
蓋
冠
の
骨
と
蝶
形
骨
の
間
の
縫
合
を
指
し
て
い
る
。
蝶
前
頭
縫
合
、
蝶
頭
頂
縫
合
、
蝶
鱗
縫
合
が
含
ま
れ
る
。

（
1-

13
）
石
の
よ
う
な
形
のλιθοειδής, lapidosus―

石λίθος

に
似
た
形
状
の
意
。

（
1-

14
）
ラ
ム
ダ
縫
合
の
頭
蓋
底
の
部
分
を
記
述
し
て
い
る
。

（
1-

15
）
蝶
形
骨
と
後
頭
骨
の
間
の
結
合
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
結
合
部
に
は
思
春
期
ま
で
軟
骨
が
介
在
し
、
蝶
後
頭
軟
骨
結
合
と
呼

ば
れ
る
。

（
1-

16
）
蝶
形
骨
大
翼
の
後
縁
の
蝶
鱗
縫
合
が
、
頭
蓋
底
か
ら
プ
テ
リ
オ
ン
に
達
す
る
ま
で
の
記
述
。
前
頭
骨
、
頭
頂
骨
、
側
頭
骨
、

蝶
形
骨
が
作
る
Η
字
形
の
縫
合
線
は
、
現
在
で
は
プ
テ
リ
オ
ンpterion

と
呼
ば
れ
、
頭
蓋
計
測
の
た
め
の
目
印
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。

（
1-

17
）
口
蓋ὑ περώη, palatum
―

上
に
あ
るὑ περῶ

ος

と
い
う
形
容
詞
か
ら
生
じ
た
語
で
、
口
蓋
を
意
味
す
る
。

（
1-

18
）
蝶
形
骨
大
翼
の
前
縁
の
縫
合
（
蝶
前
頭
縫
合
、
蝶
頬
骨
縫
合
、
蝶
上
顎
縫
合
）
が
、
プ
テ
リ
オ
ン
か
ら
頭
蓋
底
に
向
か
う
記

述
。

（
1-

19
）
頭
蓋
を
側
面
か
ら
見
て
、
蝶
形
骨
の
大
翼
が
前
頭
骨
と
側
頭
骨
の
間
に
嵌
り
込
ん
で
い
る
状
態
の
記
述
。

（
1-

20
）
楔
状
の
骨σφηνοειδής, sphenoides 

（cuneiform
is

）―
蝶
形
骨
を
意
味
す
る
。
蝶
形
骨
の
全
貌
は
、
頭
蓋
を
個
骨
に
分
解

し
て
始
め
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
ガ
レ
ノ
ス
は
頭
蓋
の
外
表
面
か
ら
見
え
る
部
分
の
み
を
認
識
し
て
い
る
。
楔
状
と
い
う

表
現
は
、
頭
蓋
の
外
側
面
で
蝶
形
骨
の
大
翼
が
頬
骨
と
側
頭
骨
の
間
に
楔
の
よ
う
に
嵌
り
込
ん
で
い
る
様
子
に
基
づ
く
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。Singer （

32
）

は
、
蝶
形
骨
と
篩
骨
の
篩
板
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
も
の
と
み
な
し
て
上
方
か
ら
み
た
様
子
に
基
づ
く
表
現
だ
と
解
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し
て
い
る
が
、
ガ
レ
ノ
ス
が
個
骨
の
形
を
充
分
に
認
識
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
解
釈
に
は
無
理
が
あ
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
、

蝶
形
骨
に
対
す
る
ラ
テ
ン
語
名
はos sphenoidale

で
あ
り
、
明
治
期
に
は
「
楔
状
骨
」
と
呼
ば
れ
て
い（

33
）た

。

（
1-
21
）
こ
め
か
み
、
側
頭
部κρόταφος, tem

pus―

拳
で
殴
るκροτέω

と
い
う
動
詞
か
ら
生
じ
た
語
。
前
頭
部
の
横
あ
た
り
を
意

味
す
る
。

（
1-

22
）
眼ὀ φθαλμός, oculus―

現
在
の
解
剖
学
用
語
に
も
眼
神
経nervus ophthalm

icus

、
眼
動
脈arteria ophthalm

ica

の
語
が

あ
る
。

（
1-

23
）
眉
間μέσοφρυον, superciliorum

 m
edium

―

中
間μέσος

と
眉ὀ φρύς

か
ら
で
き
た
語
。

（
1-

24
）
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
集
典
で
は
『
骨
の
自
然
性
に
つ
い
てD

e ossium
 natura

』（Π
ΕΡΙ Ο

ΣΤΕΩ
Ν

 ΦΥ
ΣΙΟ

Σ

）
の
冒
頭
で
、「
頭

の
骨
は
眼
の
骨
も
含
め
て
八
個
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
八
個
を
ど
う
数
え
る
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
手
が
か
り
が
な
い
。

（
1-

25
）
前
頭μέτω

πον, frons―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
は
、
前
頭
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
にsinciput

とfrons

の
二
つ
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
訳
注
（
1-

3
）
を
参
照
。

（
1-

26
）
柱
状
のστυλοειδής, styloides

（colum
niform

is

）―

柱στῦ λος

に
似
た
形
状
、
の
意
。
ラ
テ
ン
語
の
尖
筆
状styloides

は
、
尖
筆stilus

に
相
当
す
る
語
で
あ
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
は
、
茎
状
突
起processus styloideus

と
呼
ば
れ
る
。
ガ
レ
ノ

ス
は
『
解
剖
手
技
』
第
一
四
巻
に
お
い（

34
）て

、
元
来
は
柱
状
と
い
う
意
味
のστυλοειδής

が
尖
筆
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
書

い
て
い
る
。
し
か
し
ガ
レ
ノ
ス
に
と
っ
て
元
来
の
意
味
か
ら
外
れ
た
使
い
方
を
さ
れ
て
い
る
こ
の
言
葉
は
気
に
入
ら
な
か
っ
た
ら
し

く
、
以
下
のβελονοειδής, γραφοειδής

を
推
奨
し
て
い
る
。
両
者
は
と
も
に
蝋
板
な
ど
に
文
字
を
書
く
道
具
と
似
た
形
状
を
持
つ

も
の
を
指
し
、
ラ
テ
ン
語
のstyloides

と
同
様
の
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1-

27
）
針
状
のβελονοειδής, beloides

（acuiform
is

）―

針βελόνη

に
似
た
形
状
の
意
。

（
1-

28
）
茎
筆
状
のγραφοειδής, graphoides （styliform

is

）―

茎
筆γραφίς
に
似
た
形
状
の
意
。
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（
1-

29
）
乳
房
状
のμαστοειδής, m

astoides （m
am

illaris

）―

乳
房μαστός

か
ら
生
じ
た
語
で
あ
る
。
乳
様
突
起
は
ヒ
ト
で
発
達
し
、

サ
ル
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
下
顎
窩
の
す
ぐ
後
方
の
後
関
節
突
起
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
（
第
六
章
を
参
照
）。
現
在

の
解
剖
学
用
語
で
も
乳
様
突
起processus m

astoideus

と
呼
ば
れ
る
。

（
1-

30
）
横
木
、
頬
骨
弓ζύγωμα, zygom

a―

家
畜
に
軛
を
つ
け
るζυγόω

と
い
う
動
詞
か
ら
生
じ
た
語
で
、
軛
や
扉
の
カ
ン
ヌ
キ
を

指
し
、
頬
骨
弓
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
頬
骨
そ
の
も
の
も
意
味
す
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
も
頬
骨os zygom

aticum

、

頬
骨
弓arcus zygom

aticus

と
い
う
語
が
あ
る
。

（
1-

31
）Singer （

35
）

は
、
側
頭
部
あ
た
り
の
第
三
の
も
の
に
対
し
、
第
一
を
乳
様
突
起
、
第
二
を
頬
骨
弓
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
原
典

の
文
脈
か
ら
見
て
、
第
一
を
岩
様
部
、
第
二
を
乳
様
突
起
と
頬
骨
弓
の
あ
た
り
、
と
す
る
方
が
正
し
い
。

第
二
章

側
頭
部
の
筋
肉
（*

＝
側
頭
筋
）
の
手
前
に
骨
（*

＝
頬
骨
弓
）
が
突
き
出
し
て
い
て
、
そ
れ
は
横
向
き
で
そ
の
真
ん
中
に
縫
合
を
含

ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
そ
こ
に
は
連（

2-

1
）接

が
生
じ
、
後
方
で
は
そ
の
全
部
分
は
頭
蓋
の
耳
の
と
こ
ろ
の
骨
（*

＝
側
頭
骨
）
で
あ
り
、
前

方
で
は
眉
の
端
で
小
さ
な
眼（

2-

2
）角

（*

＝
眼
窩
の
外
側
縁
）
の
も
の
（*

＝
頬
骨
）
に
（*

接
す
る
）。
骨
全
体
も
横
木
﹇*

＝
頬（

2-

3
）骨

﹈
と
名

づ
け
ら
れ
る
。

（
2-

1
）
連
接συνεχής, continens

。

（
2-

2
）
眼
角κανθός, angulus―

解
剖
学
用
語
で
は
な
い
が
、
現
代
で
も
眼
角canthus

の
語
が
用
い
ら
れ
る
。

（
2-

3
）
横
木
、
頬
骨ζύγωμα, zygom

a―

訳
注
（
1-

30
）
を
参
照
。
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第
三
章

上
顎
を
頭
蓋
と
楔
状
の
骨
（*

＝
蝶
形
骨
）
か
ら
区
切
る
縫
合
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
。
で
は
上
顎
そ
の
も
の
に
あ
る
も

の
（*
＝
縫
合
）
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
前
に
た
ぶ
ん
縫
合
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
、

そ
れ
ら
す
べ
て
が
近
年
の
解
剖
家
た
ち
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
。
彼
ら
が
板
接
に
よ
る
接
合
も
縫

合
と
呼
び
慣
わ
し
て
い
る
の
は
、
た
ぶ
ん
そ
う
い
う
（*

以
下
の
よ
う
な
）
事
情
な
の
だ
ろ
う
。
一
般
に
頭
蓋
に
お
け
る
よ
う
な
完
全

に
鋸
歯
状
の
も
の
を
、
あ
ら
ゆ
る
縫
合
に
お
い
て
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
時
に
よ
っ
て
骨
の
配
列
に
は
、
あ
る
と
き
に
は
頭
蓋

の
よ
う
な
（*

鋸
歯
状
の
）
縫
合
が
、
あ
る
と
き
に
は
板
接
が
見
出
さ
れ
る
。﹇
七
四
七
﹈
し
か
し
私
は
し
ば
し
ば
、
そ
れ
ら
の
骨
が
い

く
ぶ
ん
欠
け
た
と
こ
ろ
で
、
深
い
と
こ
ろ
が
お
互
い
に
入
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
見
出
し
、
そ
の
た
め
む
し
ろ
縫
合
で
あ
り
、
単
な
る

板
接
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
そ
れ
ら
（*

縫
合
と
板
接
）
の
組
み
合
わ
せ
を
見
出
し
て
い
る
。
だ
か
ら
そ
れ
ら
す
べ
て
を
縫
合
と

呼
ぶ
こ
と
を
た
め
ら
う
理
由
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
に
頬
骨
の
下
に
伸
び
出
す
縫
合
（*
＝
頬
骨
の
下
縁
）
が
あ
る
。
そ
の
一
方
の
部
分
は
後
方
に
伸
び
て
頬
骨
弓
そ
の
も
の

の
下
で
空
洞
（*

＝
側
頭
窩
）
に
至
り
、
そ
こ
で
楔
状
の
骨
に
向
か
う
縫
合
（*

＝
蝶
形
骨
大
翼
の
前
縁
）
と
結
ぶ
。

一
方
で
は
（*

縫
合
が
）
ま
っ
す
ぐ
に
横
に
上
方
の
眼
の
空
所
に
伸
び
て
、（*

眼
窩
の
）
下
に
お
い
て
縁
取
り
の
真
ん
中
に
到
達
す

る
。
そ
の
後
そ
こ
（*

眼
窩
の
下
縁
）
で
三
様
に
分
裂
し
、
そ
れ
ら
の
部
分
の
一
つ
（*

＝
分
裂
し
た
第
一
、
内
側
の
縫
合
）
は
、
大
き

な
眼
角
（*

＝
内
眼
角
）
の
傍
を
通
っ
て
（*

眼
窩
の
）
外
か
ら
眉
間
の
部
分
に
到
達
す（

3-

1
）る

。
ま
た
別
の
も
の
（*

＝
分
裂
し
た
第
二
、

中
間
の
縫
合
）
は
そ
れ
に
続
い
て
並
び
、
空
所
（*

＝
眼
窩
）
を
通
っ
て
そ
の
同
じ
（*

外
側
の
）
眼
角
で
、
頭
蓋
の
下
の
共
通
の
縫
合

（*

＝
前
頭
骨
の
下
縁
）
に
到
達
す
る
。
そ
の
結
果
、
眼
角
そ
の
も
の
と
そ
の
（*

共
通
の
縫
合
の
）
下
に
あ
っ
て
そ
の
あ
た
り
の
孔
の

中
で
最
大
の
も
の
（*

＝
下
眼
窩
裂
）
で
あ
る
自
然
の
孔
が
、
す
で
に
述
べ
た
二
つ
の
縫
合
（*

＝
内
側
と
中
間
の
縫
合
）
に
よ
っ
て
取

り
囲
ま
れ
る
。﹇
七
四
八
﹈
す
で
に
述
べ
た
（*

縫
合
の
）
分
裂
の
第
三
番
目
の
部
分
（*

＝
外
側
の
縫
合
）
は
、
眼
の
空
所
の
縁
を
下
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方
か
ら
乗
り
越
え
て
、
深
部
へ
と
内
部
へ
と
入
り
込
み
、
そ
こ
で
頭
蓋
の
共
通
の
縫
合
と
結（

3-

2
）ぶ

。

こ
の
よ
う
に
し
て
（*

骨
の
）
三
つ
の
も
の
が
左
と
右
の
双
方
か
ら
生
じ
て
お
り
、
頭
蓋
に
並
ぶ
あ
た
り
の
上
顎
を
な
し
て
い（

3-

3
）る

。

そ
れ
ら
の
最
大
の
も
の
は
、
頬
骨
弓
の
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
（*

＝
頬
骨
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
側
頭
部
を
い
く
ぶ
ん
含
み
、
眉

（
3-

4
）も

、
眼

窩
も
（*
含
み
）、
小
さ
な
眼
角
（*

＝
外
眼
角
）
全
体
も
取
り
込
み
、
頬

（
3-

5
）と

呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
至
る
。
位
置
と
大
き
さ
で
そ
れ
に
続

く
（*

第
二
の
）
も
の
に
は
、
眼
そ
れ
自
身
の
あ
た
り
の
も
の
（*

＝
蝶
形
骨
の
眼
窩（

3-

6
）部

）
が
あ
り
、
そ
の
中
に
上
顎
に
向
か
う
神
経

（*

＝
三
叉
神
経
の
第
二
枝
の
上
顎
神
経
）
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。（*

第
三
の
）
大
き
な
眼
角
（*

＝
内
眼
角
）
の
周
り
の
も
の
（*

＝
涙

骨
）
は
す
べ
て
の
も
の
の
中
で
最
も
小
さ
い
。
あ
る
解
剖
家
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
三
つ
（*

の
骨
）
を
一
つ
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
が
、

そ
れ
は
彼
ら
が
眼
の
根
元
（*
＝
最
奥
）
に
向
か
っ
て
分
裂
し
た
二
つ
の
縫
合
を
あ
る
い
は
知
ら
な
い
の
か
、
ま
た
は
小
さ
な
も
の
と

し
て
、
意
図
的
に
無
視
し
て
い
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ（

3-

7
）る

。

﹇
七
四
九
﹈
こ
れ
ら
す
べ
て
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
に
一
個
の
骨
（*

＝
上
顎
骨
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
三

つ
の
骨
の
下
に
位
置
し
、
大
き
さ
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
実
に
ま
た
頬
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
こ
の
骨
の
一
部
で
あ
り
、
切

る
歯
﹇*

＝
切（

3-

8
）歯

﹈
を
除
く
す
べ
て
の
歯
の
桶
﹇*
＝
歯（

3-

9
）槽

﹈
も
（*

同
様
で
あ
る
）。
こ
れ
（*

＝
上
顎
骨
）
を
四
つ
の
縫
合
が
区
分
す

る
。
し
ば
ら
く
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、（*

上
顎
骨
の
縫
合
の
第
一
は
）
上
方
で
頬
骨
（*

下
内
側
）
か
ら
眉
間
に
到
達
し
て
い
る

（*

＝
上
顎
骨
の
上
縁
）。（*

第
二
は
）
下
方
で
天
井
﹇*
＝
口

（
3-

10
）蓋

﹈
の
中
央
あ
た
り
に
ま
っ
す
ぐ
な
（*

縫
合
が
あ
る
）（*

＝
左
右
の
上

顎
骨
の
境
界
）。
そ
し
て
残
り
の
二
つ
（*

の
縫
合
）
が
こ
れ
ら
を
結
合
し
て
お
り
、（*

第
三
に
）
一
つ
が
眉
間
か
ら
始
ま
り
、
鼻

（
3-

11
）の

傍
ら
を
通
り
犬
の
歯
﹇*

＝
犬

（
3-

12
）歯

﹈
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
切
歯
と
の
間
に
抜
け
出

（
3-

13
）る

。
ま
た
別
の
（*

第
四
の
）
も
の
は
、
楔
状
の
骨
と

共
通
の
一
部
分
を
持
っ
た
ま
ま
（*

頭
蓋
底
に
）
円
を
描
い
て
巡
り
、
最
も
端
に
あ
る
歯
（*

＝
第
三
大
臼
歯
）
に
到
達
し
、（*

蝶
形

骨
か
ら
離
れ
て
）
そ
れ
自
身
の
（*

縫
合
の
）
残
り
の
部
分
は
、
口
蓋
に
あ
る
ま
っ
す
ぐ
な
縫
合
（*

＝
左
右
の
上
顎
骨
の
間
の
縫
合
）

と
結
合
す
る
ま
で
（*

伸
び
る
）。
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こ
れ
ら
の
最
も
大
き
な
骨
（*

＝
左
右
の
上
顎
骨
）
に
対
し
て
、
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
二
つ
の
小
さ
な
も
の
（*

＝
口
蓋
骨
）

が
並
ん
で
い
て
、
そ
の
場
所
に
鼻
か
ら
口
蓋
に
向
か
う
孔
（*

＝
大
・
小
口
蓋
管
）
が
通
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
（*

口
蓋
骨
）
の
境
界
は
、

す
で
に
述
べ
た
縫

（
3-

14
）合

そ
の
も
の
の
一
部
で
あ
り
、
蝶
形
骨
の
横
切
る
も
の
（*

＝
蝶
形
骨
と
口
蓋
骨
の
境
界
）
が
あ
り
、
最
も
奥
に
あ

る
歯
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
が
あ
る
（*

＝
口
蓋
骨
と
上
顎
骨
の
境
界
）。
周
囲
に
あ
る
こ
れ
ら
の
縫
合
が
﹇
七
五
〇
﹈
そ
れ
ら

（*

＝
口
蓋
骨
）
を
分
離
し
、
ま
た
相
互
が
口
蓋
に
あ
る
（*

正
中
の
）
ま
っ
す
ぐ
な
縫
合
の
と
こ
ろ
で
区
分
さ
れ
て
い
る
。

（
3-

1
）Singer （

36
）
は
こ
の
文
の
主
語
を
頬
骨
と
解
し
て
い
る
が
、
文
脈
と
論
旨
か
ら
み
て
縫
合
が
主
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3-

2
）Singer （

37
）
は
こ
の
直
後
に
本
文
の
欠
落
を
推
測
し
て
い
る
が
、
欠
落
部
な
し
で
十
分
に
文
意
が
通
じ
る
と
判
断
で
き
た
。

（
3-

3
）
こ
こ
ま
で
の
記
述
で
、
頬
骨
の
下
内
側
縁
を
眼
窩
の
下
縁
ま
で
た
ど
り
、
そ
こ
か
ら
縫
合
が
三
つ
に
分
か
れ
て
前
頭
骨
の
下

縁
に
達
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
前
頭
骨
と
上
顎
骨
の
間
に
三
つ
の
骨
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
3-

4
）
眉ὀ φρύς, supercilium

。

（
3-

5
）
頬μῆ λον, m

alum

。

（
3-

6
）Singer （

38
）
は
第
二
の
骨
を
口
蓋
骨
の
眼
窩
突
起
と
解
し
て
い
る
が
、
上
顎
神
経
を
取
り
囲
む
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
、
蝶
形

骨
の
眼
窩
部
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（
3-

7
）
こ
こ
ま
で
の
記
述
で
は
、
頬
骨
の
内
側
縁
で
眼
窩
下
縁
に
か
か
る
縫
合
が
、
眼
窩
に
入
っ
て
三
本
に
分
裂
し
、
眼
窩
壁
を
構

成
す
る
三
つ
の
骨
を
分
け
る
と
述
べ
て
い
る
。
眼
窩
の
壁
を
構
成
す
る
骨
は
、
人
体
で
は
前
頭
骨
の
眼
窩
部
と
上
顎
骨
の
眼
窩
面
に

加
え
て
、
頬
骨
の
眼
窩
面
、
蝶
形
骨
の
眼
窩
部
（
大
翼
の
眼
窩
面
と
小
翼
の
一
部
）、
篩
骨
の
眼
窩
板
、
涙
骨
、
口
蓋
骨
の
眼
窩
突

起
が
あ
り
、
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
よ
り
も
細
か
く
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
サ
ル
の
眼
窩
で
は
、
前
頭
骨
と
上
顎
骨
以
外
で
明
瞭
に
見

え
る
の
は
頬
骨
、
蝶
形
骨
の
眼
窩
部
、
涙
骨
の
み
で
あ（

39
）り

、
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
と
一
致
す
る
。



坂井建雄・池田黎太郎・澤井直：ガレノス『骨について初心者のために』 380

（
3-

8
）
切
る
歯
、
切
歯τομεύς, incisoris―

切
る
道
具
、
と
く
に
靴
職
人
の
ナ
イ
フ
を
指
す
語
だ
が
、
切
歯
を
意
味
す
る
。

（
3-
9
）
歯
の
桶
、
歯
槽φάτνη, alveolus―

家
畜
の
飼
い
葉
桶
を
指
す
語
。
こ
こ
で
は
歯
槽
を
意
味
す
る
。
訳
注
（
0-

47
）
を
参

照
。

（
3-

10
）
天
井
、
口
蓋οὐ ρανίσκος, palatum

―

部
屋
や
テ
ン
ト
の
天
井
を
指
す
語
だ
が
、
口
蓋
を
意
味
す
る
。
前
述
の
口
蓋

ὑ περώη

と
は
別
の
語
。
訳
注
（
1-

17
）
を
参
照
。

（
3-

11
）
鼻ῥ ίς, nasus―

現
在
で
も
鼻
漏rhinorhea

、
鼻
鏡rhinoscope

な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
3-

12
）
犬
の
歯
、
犬
歯κυνόδους, caninus

。

（
3-

13
）
上
顎
骨
と
切
歯
骨
の
間
の
縫
合
の
記
述
。
こ
の
縫
合
は
動
物
に
見
ら
れ
る
が
、
ヒ
ト
の
成
体
に
は
な
い
。

（
3-

14
）Singer （

40
）

は
、
上
顎
骨
の
縫
合
を
指
す
と
解
し
て
い
る
が
、
以
下
に
蝶
形
骨
と
の
境
界
も
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

に
述
べ
た
蝶
形
骨
の
縫
合
と
上
顎
骨
の
縫
合
を
と
も
に
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
章

さ
て
と
こ
ろ
で
鼻
の
骨
は
二
個
で
あ
り
、
眉
間
か
ら
下
り
て
く
る
縫
合
に
よ
っ
て
（*

上
顎
骨
か
ら
）
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
を
た
っ
た
今
、（*

上
顎
骨
の
縫
合
の
）
全
部
の
三
番
目
で
あ
る
と
、
最
大
の
骨
の
記
述
の
と
こ
ろ
で
数
え
た
ば
か
り
で
あ（

4-

1
）る

。

鼻
自
体
に
は
第
三
の
縫
合
の
よ
う
な
も
の
が
、
そ
れ
ら
の
傍
ら
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
（*

鼻
に
）
固
有
の
骨
（*

＝
左
右
の
鼻
骨
）
に

共
通
の
も
の
で
あ
り
、
眉
間
か
ら
始
ま
っ
て
（*

鼻
の
）
全
体
を
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
て
運
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
骨
の
下
端
は
、
薄

い
軟
骨
状
の
物
体
の
突
出
部
（*

＝
外
鼻
の
軟
骨
）
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
翼
状
の
も（

4-

2
）の

と
呼
ば
れ
て
い
る
（*

＝
鼻
翼
の
軟
骨
）。

そ
の
他
に
、
一
個
の
骨
が
上
顎
の
端
に
あ
る
（*

＝
切
歯
骨
）。
そ
の
中
に
切
歯
の
根
と
歯
槽
が
取
り
囲
ま
れ
て
い（

4-

3
）る

。
こ
れ
ら
は
多

く
の
も
の
で
は
（*

左
右
が
）
単
一
の
も
の
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
配
置
さ
れ
た
も
の
が
精
妙
に
調
和
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
だ
が
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時
に
は
、
充
分
に
乾
燥
し
た
骨
格
に
お
い
て
は
、
口
蓋
全
体
を
直
線
で
区
分
す
る
（*

正
中
の
）
線
が
は
っ
き
り
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。

﹇
七
五
一
﹈
上
記
の
よ
う
な
理
由
で
、
上
顎
に
あ
る
骨
の
数
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
し
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
あ
る
者

た
ち
は
、
六（

4-

4
）個

で
は
な
く
す
べ
て
の
中
で
二（

4-

5
）個

だ
け
を
最
初
に
数
え
て
、
眼
窩
の
中
に
あ
る
小
さ
な
も（

4-

6
）の

を
無
視
し
て
い
る
。
あ
る

人
々
は
、
鼻
の
下
に
向
か
う
通
路
（*

＝
後
鼻
孔
）
を
、
大
き
な
骨
（*

＝
上
顎
骨
）
に
割
り
当
て
て
い（

4-

7
）る

。
ま
た
そ
れ
ら
を
分
離
し
て
、

そ
の
（*

左
右
の
口
蓋
骨
の
）
両
方
か
ら
一
個
の
も
の
を
作
り
上
げ
る
人
々
も
い（

4-

8
）る

。
さ
ら
に
ま
た
上
顎
の
端
（*

＝
切
歯
骨
）
は
、
す

べ
に
述
べ
た
よ
う
に
、
あ
る
人
々
は
単
一
で
あ
る
と
言
い
、
別
の
人
は
二
つ
の
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い（

4-

9
）う

。
何
よ
り
も
先
に
、

き
わ
め
て
多
く
の
人
が
楔
状
の
骨
（*

＝
蝶
形
骨
）
を
上
顎
に
あ
る
骨
に
数
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
も
し
人
が
最
大
限
の
数
を
提

示
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
な
ら
、
上
顎
全
体
で
は
一
五
個
と
な（

4-

10
）り

、
最
小
限
に
す
る
な
ら
ば
八
個
を
越
え
な（

4-

11
）い

。

実
に
順
序
よ
く
、
先
の
も
の
、
す
な
わ
ち
一
五
に
分
け
る
（*

数
え
方
）
か
ら
始
め
て
、
す
べ
て
を
述
べ
よ
う
。
最
初
に
述
べ
ら
れ

た
の
は
六
個
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
頭
蓋
に
共
通
の
（*

前
頭
骨
の
下
縁
の
）
縫
合
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
、
ま
た
以
下
（*

の
縫
合
）
に

よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
側
頭
部
か
ら
始
ま
っ
て
頬
骨
と
眼
の
目（

4-

12
）蓋

の
下
部
（*

を
通
り
）、
眉
間
に
ま
で
上
っ
て
く
る

（*

三
本
の
）
も
の
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
部
分
で
あ（

4-

13
）る

。
次
に
、
そ
れ
ら
の
中
の
二
つ
の
大
き
い
も
の
（*

＝
上
顎
骨
）
が
あ（

4-

14
）る

。
そ
の

と
こ
ろ
に
、
頬
と
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
歯
が
存
在
す
る
と
我
々
は
述
べ
た
。﹇
七
五
二
﹈
ま
た
二
個
の
骨
（*

＝
口
蓋
骨
）
が
、
鼻
の
通

路
の
と
こ
ろ
に
あ（

4-

15
）る

。
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
に
加
え
て
、
鼻
自
体
の
骨
が
あ
る
（*

＝
鼻（

4-

16
）骨

）。
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
、
顎
の
端
に
二
個

の
骨
が
あ
り
（*

＝
切
歯（

4-

17
）骨

）、
そ
れ
に
切
歯
が
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
に
加
え
て
楔
状
の
骨
が
あ
り
、
こ
れ
だ
け
が
対
を
な
し
て
い
な

い
。上

顎
の
す
べ
て
の
骨
を
八
個
に
分
け
る
の
は
、
こ
の
（*

以
下
の
）
通
り
で
あ
る
。
六
個
は
最
初
の
二
個
と
も
数
え
ら
れ（

4-

18
）る

。
上
顎

の
端
に
あ
る
も
の
（*

＝
切
歯
骨
）
は
、
鼻
の
通
路
に
あ
る
も
の
（*

＝
口
蓋
骨
）
と
同
様
に
一
個
で
あ（

4-

19
）る

。
鼻
自
体
の
（*

骨
の
）
本

来
の
数
は
二
個
で
あ（

4-

20
）る

。
残
り
の
二
つ
（*

＝
上
顎
骨
）
は
、
上
顎
全
体
の
中
で
最
大
で
あ
り
、
頬
の
骨
と
歯
（*

を
含
ん
で
い
る
こ
と
）
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に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ（

4-

21
）る

。
だ
が
楔
状
の
骨
は
、
す
べ
て
の
骨
の
中
で
、
唯
一
対
を
な
し
て
い
な（

4-

22
）い

。

（
4-
1
）Singer （

41
）

は
こ
こ
で
、
眉
間
を
つ
く
る
前
頭
骨
が
頭
蓋
の
骨
の
三
番
目
で
あ
る
と
解
し
た
が
、
眉
間
か
ら
下
る
縫
合
が
上
顎
骨

の
縫
合
の
三
番
目
で
あ
る
と
解
し
た
方
が
論
旨
が
論
理
的
に
な
る
。

（
4-

2
）
翼
状
の
も
のπτερύγιον, ala―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
は
、
蝶
形
骨
の
翼
状
突
起processus pterygoideus

な
ど
の
語
が

あ
る
。

（
4-

3
）
切
歯
骨
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
成
人
で
は
切
歯
骨
と
上
顎
骨
は
完
全
に
融
合
し
て
い
る
が
、
幼
児
期
に
は
そ
の
間
の

縫
合
が
残
存
し
て
い（

42
）る

。
動
物
で
は
サ
ル
、
ウ
シ
、
ブ
タ
、
ウ
マ
、
イ
ヌ
な
ど
多
く
の
も
の
で
切
歯
骨
が
独
立
し
て
い（

43
）る

。
ガ
レ
ノ

ス
が
ヒ
ト
以
外
の
動
物
の
頭
蓋
を
観
察
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
骨
性
の
眼
窩
が
形
成
さ
れ
る
の
は
霊
長
類
の
き
わ
だ
っ
た
特
徴

で
あ（

44
）り

、
ガ
レ
ノ
ス
が
眼
窩
の
縫
合
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ガ
レ
ノ
ス
が
サ
ル
の
頭
蓋
を
お
も
に
観
察
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
4-

4
）
頬
骨
、
蝶
形
骨
の
眼
窩
部
、
涙
骨
が
そ
れ
ぞ
れ
左
右
に
あ
り
、
六
個
と
数
え
る
。

（
4-

5
）
頬
骨
が
左
右
に
あ
り
、
二
個
と
数
え
る
。

（
4-

6
）
蝶
形
骨
の
眼
窩
部
と
涙
骨
。

（
4-

7
）
口
蓋
骨
を
無
視
し
て
い
る
。

（
4-

8
）
口
蓋
骨
を
一
個
と
数
え
る
。

（
4-

9
）
人
に
よ
っ
て
切
歯
骨
を
一
個
な
い
し
二
個
と
数
え
る
。

（
4-

10
）
頬
骨
、
蝶
形
骨
の
眼
窩
部
、
涙
骨
、
上
顎
骨
、
鼻
骨
、
切
歯
骨
、
口
蓋
骨
が
そ
れ
ぞ
れ
左
右
に
あ
り
、
蝶
形
骨
を
加
え
て

一
五
個
を
数
え
る
。
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（
4-

11
）
八
個
の
数
え
方
に
つ
い
て
は
、
訳
注
（
4-

18
）〜（
4-

22
）
を
参
照
。
頬
骨
、
上
顎
骨
、
鼻
骨
が
そ
れ
ぞ
れ
左
右
に
あ
り
、

切
歯
骨
と
口
蓋
骨
を
加
え
て
八
個
を
数
え
る
。

（
4-
12
）
目
蓋βλέφαρον, supercilium

。

（
4-

13
）
頬
骨
、
蝶
形
骨
の
眼
窩
部
、
涙
骨
が
そ
れ
ぞ
れ
左
右
に
あ
り
、
六
個
を
数
え
る
。

（
4-

14
）
上
顎
骨
が
左
右
に
あ
り
、
二
個
を
数
え
る
。

（
4-

15
）
口
蓋
骨
が
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、
二
個
を
数
え
る

（
4-

16
）
鼻
骨
が
左
右
に
あ
り
、
二
個
を
数
え
る
。

（
4-

17
）
切
歯
骨
が
左
右
に
あ
り
、
二
個
を
数
え
る
。

（
4-

18
）
頬
骨
、
蝶
形
骨
の
眼
窩
部
、
涙
骨
の
代
わ
り
に
単
一
の
頬
骨
が
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、
二
個
を
数
え
る
。

（
4-

19
）
切
歯
骨
と
口
蓋
骨
を
一
個
ず
つ
数
え
る
。

（
4-

20
）
鼻
骨
が
左
右
に
あ
り
、
二
個
を
数
え
る
。

（
4-

21
）
上
顎
骨
が
左
右
に
あ
り
、
二
個
を
数
え
る
。

（
4-

22
）
蝶
形
骨
を
一
個
と
数
え
る
。

第
五
章

歯
も
ま
た
骨
の
中
に
数
え
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
た
と
え
あ
る
ソ
フ
ィ
ス（

5-

1
）ト
た
ち
が
そ
う
考
え
な
い
に
し
て
も
。
そ
れ
ら
（*

歯
）

を
そ
う
い
う
（*

骨
と
い
う
）
名
で
呼
ぶ
の
を
私
た
ち
に
任
せ
な
い
彼
ら
が
、
た
と
え
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
に
別
の
呼
称

を
与
え
て
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。﹇
七
五
三
﹈
こ
れ
ら
を
軟
骨
、
動（

5-

2
）脈

、
静（

5-
3
）脈

、
筋
紐
と
名
付
け
る
の
は
適
切
で
は
な
く
、
明
ら
か
に

そ
の
反
対
で
あ
る
。
ま
し
て
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
脂（

5-

4
）肪

、
毛（

5-

5
）髪

、
肉
、
腺

（
5-

6
）な

ど
の
身
体
の
他
の
い
か
な
る
部
分
（*

の
名
で
呼
ぶ
こ
と
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も
適
切
で
は
な
い
）。
も
し
ほ
ん
と
う
に
、
静
脈
の
解
剖
で
、
動
脈
の
（*

解
剖
で
）、
神
経
の
（*

解
剖
で
）、
筋
肉
の
（*

解
剖
で
）、

内
臓
の
（*

解
剖
で
）、
そ
れ
ら
を
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
、
ま
た
骨
に
関
す
る
現
在
の
（*

論
議
の
）
中
で
扱
え
な
い
な
ら
ば
、

ま
た
全
く
そ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
を
ど
こ
で
も
言
う
事
が
で
き
な
い
の
な
ら
、
私
た
ち
は
ソ
フ
ィ
ス
ト
た
ち
に
永
遠
に
別
れ
を
告
げ
る

べ
き
で
あ
ろ（

5-
7
）う

。

歯
は
そ
れ
ぞ
れ
の
顎
に
一
六
本
ず
つ
あ
る
。
前
方
に
四
本
あ
り
、
そ
れ
ら
は
切
歯
と
呼
ば
れ
、
す
べ
て
単
根
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
並

ん
で
両
側
に
犬
歯
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
単
根
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
に
並
ん
で
両
側
に
留
め
釘
﹇*

＝
臼（

5-

8
）歯

﹈
が
五
本
ず
つ
、
上
顎
で

は
根
が
三
本
、
下
顎
で
は
根
が
二
本
で
あ
る
。
上
顎
の
（*

歯
の
）
中
に
し
ば
し
ば
四
根
の
も
の
が
見
出
さ
れ
る
、
三
根
の
も
の
は
下

（*

顎
）
に
。
と
く
に
内
側
の
最
初
の
も
の
に
は
二
根
の
も
の
が
、
ま
れ
に
三
根
の
も
の
が
（*

見
出
さ
れ
る
）。
あ
る
人
々
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
側
に
五
本
で
は
な
く
、
四
本
あ
る
い
は
六
本
の
臼
歯
が
生
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
こ
の
よ
う
に
（*

留
め
釘
と
）
の
み
呼
ば
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
女
性
風
に
（*
＝
女
性
名
詞
と
し
て
）
挽
き
臼
﹇*

＝
臼（

5-

9
）歯

﹈
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、﹇
七
五
四
﹈
そ
れ
は
比

喩
と
し
て
名
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
穀
物
を
砕
き
磨
り
潰
す
た
め
に
、
挽
き
臼
の
中
で
デ
メ
テ（

5-

10
）ル

の
作
物
（*

を
砕
く
の
）

と
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
犬
歯
は
、
犬
に
あ
る
歯
に
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
る
。
切
歯
は
、
穀
物
を
切
る
の
に
、
物
を
ナ
イ

フ
で
切
る
こ
と
か
ら
（*

命
名
さ
れ
て
い
る
）。
も
う
一
方
（*
の
臼
歯
）
は
、
明
ら
か
に
柔
ら
か
い
物
に
対
し
て
、
本
来
の
性
質
か
ら

そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
堅
い
物
に
対
し
て
は
犬
歯
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
切
る
の
で
は
な
く
、
充
分
に
磨
り

潰
す
こ
と
が
で
き
る
。

す
べ
て
（*

の
歯
）
は
歯
槽
の（

5-

11
）坑

に
挿
し
込
ま
れ
て
い
る
。
歯
槽
は
ま
た
そ
れ
自
体
が
取
り
囲
む
骨
で
あ
る
。
坑
は
空
洞
で
あ
り
、

そ
の
中
に
（*

物
が
）
埋
め
込
ま
れ
る
の
で
そ
う
命
名
さ
れ
て
い
る
。
歯
だ
け
が
他
の
骨
と
は
異
な
っ
て
、
脳
か
ら
く
る
柔
ら
か
な
神

経
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
故
に
そ
れ
だ
け
が
充
分
な
感
覚
を
持
っ
て
い
る
。
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（
5-

1
）
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
で
は
彼
が
ソ
フ
ィ
ス
ト
と
呼
ぶ
人
々
に
対
す
る
論
駁
が
多
く
見
ら
れ
る
。『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
や

『
自
然
の
機
能
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
も
、
巧
み
な
議
論
に
よ
っ
て
医
学
者
の
見
解
の
揚
げ
足
を
取
る
が
実
の
あ
る
議
論
を
な
さ
な

い
人
々
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
種
山
・
内（

45
）山

は
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
語
源
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
時
代
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
と

ガ
レ
ノ
ス
が
取
り
上
げ
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

（
5-

2
）
動
脈ἀ ρτηρία, arteria―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
動
脈arteria

で
あ
る
。

（
5-

3
）
静
脈φλέψ

, vena―

現
在
で
も
静
脈
造
影phlebography

、
静
脈
切
除phlebectom

y

な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
5-

4
）
脂
肪πιμελή, adeps
。

（
5-

5
）
毛
髪θρίξ, pilus―
現
在
で
も
毛
髪
学trichology

、
発
毛
薬trichogen

な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
5-

6
）
腺ἄ δην, glandula―
現
在
で
も
腺
腫adenom

a

、
腺
癌adenocarcinom

a

な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
5-

7
）
歯
は
骨
と
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
骨
に
つ
い
て
の
著
作
の
中
で
扱
う
こ
と
を
論
理
的
に
正
当
化
す
る
記

述
で
あ
る
。

（
5-

8
）
留
め
釘
、
臼
歯γομφίος, m

axillaris―
船
の
板
材
を
止
め
る
留
め
釘γόμφος

に
相
当
す
る
語
。
臼
歯
を
意
味
す
る
。

（
5-

9
）
挽
き
臼
、
臼
歯μύλη, m

ola―

石
臼
な
ど
回
転
さ
せ
る
臼
を
指
す
語
。
こ
こ
で
は
臼
歯
を
意
味
す
る
。

（
5-

10
）
デ
メ
テ
ルΔημήτηρ

―

農
業
・
豊
穣
、
特
に
小
麦
の
女
神
。
デ
メ
テ
ル
の
作
物
と
は
小
麦
の
こ
と
。

（
5-

11
）
坑βοθρίον, fossula

。

第
六
章

下
顎
の
骨
は
、
誰
に
も
そ
う
見
え
る
よ
う
に
、
単
純
で
は
な
い
。
そ
れ
は
煮
沸
さ
れ
る
と
顎
の
先
端
の
と
こ
ろ
で
分
か
れ
る
。
そ
こ

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
い
っ
し
ょ
に
く
っ
つ
い
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
（*
顎
の
骨
の
）
頭
の
方
に
立
ち
上
が
る
部
分
は
二
つ
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に
分
か
れ
て
終
わ（

6-

1
）る

。﹇
七
五
五
﹈
こ
れ
ら
の
末
端
の
う
ち
の
鋭
い
方
で
は
、
こ
め
か
み
の
筋
か
ら
下
り
て
く
る
腱
を
受
け
止
め
て
い

る
。
も
う
一
方
の
側
で
は
頭
の
骨
に
対
し
て
関
節
を
形
成
し
て
お
り
、（*

側
頭
骨
の
）
乳
房
状
の
突（

6-

2
）起

の
下
へ
と
、
円
い
形
を
し
た
拳

状（
6-

3
）の

も
の
に
よ
っ
て
、
そ
こ
の
小
窩
状（

6-

4
）の

窪
み
（*

＝
下
顎
窩
）
の
と
こ
ろ
に
入
り
込
ん
で
い
る
。

（
6-

1
）
人
間
の
下
顎
骨
は
左
右
が
融
合
し
て
い
て
分
か
れ
な
い
が
、
家
畜
な
ど
の
下
顎
骨
は
、
左
右
に
分
か
れ
て
い
る
。

（
6-

2
）Singer （

46
）

は
、
乳
様
突
起
と
関
節
窩
が
数
セ
ン
チ
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
突
起
は
下
顎
窩
の
す
ぐ
後
方
に
あ
る
関
節
後

突
起
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
、
サ
ル
で
乳
様
突
起
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
。

（
6-

3
）
拳
状
のκονδυλω

δής, tuberculum
―

こ
れ
に
相
当
す
る
拳κόνδυλος

と
い
う
語
は
、
現
在
の
解
剖
学
用
語
の
顆condylus

に
あ
た
る
。

（
6-

4
）
小
窩
状
のγληνοειδής, glenoides―

小
窩γλήνη

に
似
た
形
状
の
意
。
訳
注
（
0-

39
）
を
参
照
。

第
七
章

脊
椎
全
体
の
椎
骨
の
数
は
、
二
〇
に
加
え
て
四
個
存
在
す
る
の
だ
。
そ
れ
よ
り
多
い
の
も
少
な
い
の
も
自
然
に
反
す
る
、
細
長
く

尖
っ
た
頭
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
。（*

脊
椎
の
）
そ
れ
ら
全
体
の
配
置
は
、
ト
ラ
ケ
ー
ロ
ス
﹇*

＝（
7-

1
）頸

﹈
と
背（

7-

2
）中

と
腰

（
7-

3
）と

聖
な
る
骨

﹇*

＝
仙（

7-

4
）骨

﹈
と
に
分
け
ら
れ
る
。
頸
（*

の
骨
）
は
頭
（*

の
骨
）
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
に
続
い
て
背
（*

の
骨
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る

が
、
胸（

7-

5
）郭

と
同
じ
長
さ
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
下
に
な
る
部
分
は
腰
（*

の
骨
）
と
名
付
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
末
端
に
仙
骨
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
持
ち
、
あ
る
人
は
そ
れ
を
幅
広
い（

7-

6
）骨

と
も
名
付
け
て
い
る
。
頸
の
と
こ
ろ
の
椎
骨
は
数
に
お
い
て
七
個
で
あ
り
、
背
中
の

と
こ
ろ
で
は
一
二
個
、
腰
の
と
こ
ろ
で
は
五
個
で
あ
る
。
で
は
ま
ず
頸
に
あ
る
始
め
の
も
の
た
ち
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
そ
れ
を
ト
ラ

ケ
ー
ロ
ス
の
も
の
と
言
っ
て
も
ア
ウ
ケ
ー
ン
﹇*

＝（
7-

7
）頸

﹈
の
骨
と
言
っ
て
も
変
わ
り
は
な
い
。
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（
7-

1
）
ト
ラ
ケ
ー
ロ
ス
、
頸τράχηλος, cervix

―

身
体
の
頸
の
部
分
を
指
す
語
。
序
論
に
出
て
き
た
頸αὐ χήν, cervix

と
は
別
の

語
。

（
7-
2
）
背
中νῶ

τον, dorsum
―

胸
の
高
さ
の
背
部
を
指
す
語
。
現
在
で
も
脊
索notochord

の
語
が
あ
る
。

（
7-

3
）
腰ὀ σφύς, lum

bus

。

（
7-

4
）
聖
な
る
骨
、
仙
骨ἱ ερὸ ν ὀ στέον, sacrum

 os

。

（
7-

5
）
胸
郭θώραξ, thorax

―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
胸
郭thorax

と
呼
ば
れ
る
。

（
7-

6
）
幅
広
い
骨πλατὺ  ὀ στέον, os latum

。

（
7-

7
）
ア
ウ
ケ
ー
ン
、
頸αὐ χήν, collum

―

こ
の
語
は
序
論
に
も
出
て
い
た
が
、
キ
ュ
ー
ン
版
の
ラ
テ
ン
語
訳
はcervix

で
あ
っ

た
。
訳
注
（
0-

20
）、（
7-
1
）
を
参
照
。
頸
を
指
す
ギ
リ
シ
ャ
語
の
二
つ
の
語
に
対
し
て
、
ラ
テ
ン
語
も
二
つ
の
語
を
用
い
て

訳
し
分
け
た
も
の
。

第
八
章
﹇
七
五
六
﹈

頸
の
椎
骨
の
中
で
最
初
の
二
つ
は
、
ど
の
よ
う
に
も
動
く
（*

可
動
）
関
節
を
な
し
て
い
る
。
他
の
五
つ
の
椎
骨
の
う
ち
遠
い

（*

下
方
の
）
部
分
に
あ
る
も
の
は
、
強
い
結
合
を
作
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
あ
る
人
々
が
考
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
軟
骨
に
よ
っ
て
結

合
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。（*

そ
う
で
は
な
く
て
）
脊
髄
の
二
枚
の（

8-

1
）膜

を
外
側
か
ら
包
み
込
ん
で
い
る
皮（

8-

2
）膜

が
そ
の
あ
い
だ
の
空
間
に

入
り
込
み
、
両
者
の
結
合
に
な
る
の
で
あ
る
。
最
初
の
二
つ
の
椎
骨
を
除
い
て
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
椎
骨
に
つ
い

て
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

頭
の
運
動
に
は
二
通
り
あ
り
、
一
つ
は
伏
せ
た
り
仰
い
だ
り
で
あ
り
、
他
は
両
側
に
捩
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
の
運
動
に
は
、
第
二

の
椎
骨
の
核
果
状（

8-

3
）の

突
起
（*

＝
軸
椎
の
歯
突
起
）
が
大
い
に
働
い
て
い
る
。
他
の
運
動
に
は
、
頭
の
烏
喙
の
も
の
（*

＝
後
頭
顆
）
に
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対
す
る
第
一
の
椎
骨
の
関
節
が
（*

大
い
に
働
い
て
い
る
）。
し
か
し
こ
れ
ら
（*

の
関
節
）
は
第
一
の
椎
骨
の
両
横
の
部
分
と
頭
と
に

よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。﹇
七
五
七
﹈
こ
の
核
果
状
の
突
起
は
切
り
立
っ
て
い
て
、
第
二
の
椎
骨
の
前
部
か
ら
始
ま
っ
て
、
強
靱
な
円

い
靱
帯
（*
＝
翼
状
靱
帯
、
軸
椎
歯
尖
靱
帯
）
に
よ
っ
て
頭
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
第
一
の
椎
骨
が
好
都
合
な
場
所
を
そ

れ
に
提
供
し
、
そ
こ
に
お
い
て
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
、
ま
た
別
の
あ
る*

横
向
き
の
靱
帯
（*

＝
環
椎
十
字
靱
帯
）
が
そ
の
第
一
の

椎
骨
に
生
じ
、
内
側
か
ら
そ
れ
に
付
け
加
わ
る
。
あ
る
人
々
は
そ
れ
を
歯
状（

8-

4
）の

突
起
と
呼
ぶ
。
だ
が
そ
の
こ
と
か
ら
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、

第
二
の
椎
骨
全
体
を
歯
と
呼
ん（

8-

5
）だ

。
第
一
の
椎
骨
は
表
面
の
二
つ
の
小
窩
状
の
窪
み
（*

＝
下
関
節
窩
）
を
そ
の
下
部
に
持
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
上
部
に
あ
る
も
の
（*

＝
上
関
節
窩
）
に
似
て
い
る
。
上
部
に
あ
る
も
の
は
当
然
に
大
き
く
、
そ
れ
は
頭
と
関
節
を
な
し
、

下
部
に
あ
る
も
の
は
小
さ
く
、
そ
れ
に
第
二
の
椎
骨
を
付
加
し
て
い
る
。

（*

椎
骨
の
）
第
一
は
最
も
広
く
ま
た
同
時
に
最
も
細
身
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
（*

第
二
の
椎
骨
）
は
よ
り
狭
く
も
っ
と
強
固
で
あ

る
。
そ
れ
よ
り
後
の
他
の
す
べ
て
（*
の
椎
骨
）
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
脊
髄
は
、
神
経
の
伸
び
出
し
に
つ
れ
て
消
耗
し
や
せ

細
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
そ
れ
よ
り
下
部
に
あ
る
椎
骨
の
（*

孔
の
）
幅
が
狭
ま
っ
て
い
く
。
な
ぜ
な
ら
﹇
七
五
八
﹈
そ
れ
ぞ

れ
の
（*

椎
孔
）
の
幅
は
、
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
も
の
（*

＝
脊
髄
）
と
太
さ
に
お
い
て
相
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
す
べ
て
の
椎
骨
に
共
通
で
あ
り
、
ま
た
横
へ
の
伸
び
だ
し
（*

突
起
）
も
同
様
に
（*

共
通
で
あ
り
）、
さ
ら
に
ま
た

上
方
へ
の
ま
た
下
方
へ
の
伸
び
出
し
に
つ
い
て
も
（*

同
様
で
あ
り
）、
そ
れ
ら
は
そ
こ
で
互
い
に
関
節
で
結
ば
れ
て
い
る
。
他
の
も
の

に
つ
い
て
も
大
部
分
は
共
通
で
あ
り
、
異
な
る
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
る
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
順
に
述
べ
て
い
こ
う
。
後
方
へ
の
伸
び
出

し
は
、
棘
﹇*

＝
棘
突（

8-

6
）起

﹈
と
呼
ん
で
い
る
が
、
第
一
の
椎
骨
以
外
は
み
な
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
は
前
方
に
小
さ
な
突
起
（*

＝
環

椎
の
前
結
節
）
が
あ
る
。
他
の
す
べ
て
の
（*

椎
骨
の
）
う
ち
、
頸
に
あ
る
も
の
だ
け
が
常
に
孔
（*

＝
横
突
孔
）
の
あ
い
た
横
突（

8-

7
）起

を

も
っ
て
い
る
が
、
第
七
番
の
頸
椎
の
端
に
あ
る
も
の
は
（*

孔
が
な
く
）
除
か
れ
る
。
こ
れ
ら
に
孔
が
開
い
て
い
る
の
を
見
る
の
は
稀

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
（*

横
）
突
起
で
ご
く
わ
ず
か
に
分
裂
し
て
い
る
も
の
を
、
頸
の
椎
骨
だ
け
が
持
つ
が
、
最
初
の
二
つ
は
（*

分
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裂
し
て
お
ら
ず
）
除
か
れ
る
。
こ
れ
ら
（*

第
一
・
二
頸
椎
）
に
は
単
純
な
も
の
が
あ
る
。
第
六
番
目
の
も
の
（*

＝
横
突
起
）
は
は
っ

き
り
と
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
他
の
す
べ
て
よ
り
一
番
大
き
く
そ
れ
自
身
が
最
大
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
他
の
も
の
も

（*

突
起
の
）
内
部
は
充
分
に
幅
が
広
い
。

﹇
七
五
九
﹈
そ
れ
ぞ
れ
の
（*

椎
骨
の
）
前
方
の
部
分
（*

＝
椎
体
）
は
細
長
く
、
第
一
番
の
も
の
を
除
い
て
互
い
に
向
か
っ
て
一
緒

に
な
り
（*

椎
間
円
板
で
つ
な
が
り
）、
と
く
に
頸
の
中
間
に
お
い
て
（*

細
長
い
）。
脊
髄
か
ら
伸
び
出
し
て
い
る
神
経
に
、
ま
た
椎

骨
の
接
合
部
か
ら
外
に
出
て
く
る
も
の
（*

＝
神
経
）
に
、
頸
の
椎
骨
の
そ
れ
ぞ
れ
は
（*

神
経
に
対
し
て
）、
第
一
番
の
も
の
と
同
様

に
関
与
す
る
。
他
の
す
べ
て
の
（*

頸
椎
以
外
の
）
も
の
で
は
、
よ
り
上
に
あ
る
も
の
（*

上
位
の
椎
骨
）
が
、
ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は

全
部
（*

関
与
す（

8-

8
）る

）。

（
8-

1
）
膜μῆ νιγξ, m

eninx
―

薄
い
膜
を
指
す
語
で
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
髄
膜
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も

髄
膜m

eninges

で
あ
る
。

（
8-

2
）
皮
膜χιτών, m

em
brana―

も
と
は
下
着
を
意
味
す
る
語
で
、
コ
ー
ト
の
よ
う
に
着
用
す
る
も
の
を
指
す
。

（
8-

3
）
核
果
状
のπυρηνοειδής, pyrenoeides

（turbinatus

）。

（
8-

4
）
歯
状
のὀ δοντοειδής, odontoides―

歯ὀ δούς
に
似
た
も
の
を
指
す
。
訳
注
（
0-

46
）
を
参
照
。

（
8-

5
）
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
『
流
行
病
に
つ
い
て
第
二
巻E

pidem
iarum

 liber II

』（ΕΠ
ΙΔΗ

Μ
ΙΩ
Ν

）
第
二
章
二
四
節
。

（
8-

6
）
棘
、
棘
突
起ἄ κανθα, spina

。

（
8-

7
）
横
突
起πλάγια ἀ πόφυσις, transversa apophysis

。

（
8-

8
）
脊
柱
の
下
部
で
は
、
上
位
の
腰
椎
の
下
椎
切
痕
が
深
く
切
れ
込
み
、
椎
間
孔
と
脊
髄
神
経
が
上
位
の
椎
骨
に
深
く
入
り
込
ん

で
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
に
も
こ
れ
に
相
当
す
る
記
述
が
あ（

47
）る

。
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第
九
章

胸
郭
の
椎
骨
が
数
で
一
二
個
で
あ
る
こ
と
は
以
前
に
述
べ
ら
れ
た
が
、
ご
く
稀
に
そ
れ
が
一
個
少
な
い
場
合
と
多
い
場
合
が
見
ら
れ

る
こ
と
は
除
か
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
多
い
場
合
の
方
が
少
な
い
場
合
よ
り
も
稀
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
（*

の
椎
骨
）
に

お
い
て
、
棘
突
起
は
第
一
〇
番
目
に
至
る
ま
で
し
だ
い
に
大
き
く
な
る
。
そ
れ
ら
の
横
に
あ
る
も
の
（*

＝
横
突
起
）
は
と
り
わ
け
大

き
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
肋（

9-

1
）骨

と
関
節
を
な
し
て
い
る
（*

か
ら
で
あ
る
）。
そ
れ
ら
の
（*

椎
骨
の
）
本
体
は
（*

胸
椎
の
）
第
一
の

と
こ
ろ
か
ら
下
に
向
か
っ
て
少
し
細
長
く
な
り
、
そ
れ
に
続
い
て
（*

細
く
な
る
の
を
）
少
し
ず
つ
止
め（

9-

2
）る

。

さ
ら
に
ま
た
そ
れ
は
（*
胸
部
の
）
第
一
〇
椎
骨
に
至
る
ま
で
、
頸
の
も
の
に
似
た
棘
突
起
を
、﹇
七
六
〇
﹈
上
か
ら
下
へ
と
伸
び
て

い
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
は
反
対
に
第
一
〇
（*

の
胸
椎
）
か
ら
は
、
下
か
ら
上
の
方
に
傾
き
な
が
ら
伸
び
て
、
そ
れ
に
続

く
二
つ
の
所
で
は
（*

傾
き
が
）
不
明
瞭
で
、
他
の
所
で
は
（*

傾
き
が
）
明
瞭
で
あ（

9-

3
）る

。
こ
れ
と
同
じ
傾
向
を
横
方
向
の
突
起
（*

＝

横
突
起
）
も
示
し
て
お
り
、
第
一
〇
（*
胸
椎
）
よ
り
上
の
（*

突
起
）
は
下
向
き
に
、
そ
れ
よ
り
後
の
も
の
は
上
向
き
に
傾
い
て
い
る
。

た
だ
一
〇
番
目
の
椎
骨
に
あ
る
も
の
だ
け
は
傾
い
て
い
な
い
。
ま
こ
と
に
こ
の
椎
骨
だ
け
が
上
向
き
の
み
な
ら
ず
下
向
き
の
突
起

（*

＝
上
・
下
関
節
突
起
）
で
、
拳
状
の
末
端
で
終
わ
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
頸
の
第
一
（*

の
椎
骨
）
が
（*

上

下
の
）
そ
れ
ぞ
れ
に
小
窩
状
の
も
の
（*

＝
上
・
下
関
節
窩
）
を
持
っ
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
他
の
（*

胸
椎
の
）
う
ち
第
一
〇
番

目
の
椎
骨
よ
り
上
に
位
置
す
る
も
の
は
、
上
向
き
の
も
の
は
拳
状
で
あ
り
、
下
向
き
の
も
の
は
小
窩
状
で
あ
り
、
下
に
位
置
す
る
も
の

は
そ
の
逆
に
な
っ
て
い（

9-

4
）る

。

（
9-

1
）
肋
骨πλευρά, costa―

pleura

は
意
味
を
変
え
て
、
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
は
胸
膜
を
意
味
す
る
。

（
9-

2
）
胸
椎
上
部
で
椎
体
が
細
く
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
9-

3
）
腰
椎
の
棘
突
起
が
第
一
〇
胸
椎
よ
り
上
方
で
は
下
向
き
、
下
方
で
は
上
向
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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（
9-

4
）
第
一
〇
胸
椎
を
境
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
上
で
は
上
関
節
突
起
の
関
節
面
が
凸
で
下
関
節
突
起
の
関
節
面
が
凹
、
そ
れ
よ
り
し

た
で
は
凸
と
凹
の
関
係
が
逆
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

第
一
〇
章

腰
に
あ
る
椎
骨
に
つ
い
て
は
、（*

突
起
よ
り
も
）
他
の
事
柄
は
、
ほ
と
ん
ど
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の

（*

数
が
）
五
個
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
他
の
す
べ
て
の
も
の
よ
り
も
大
き
く
非
常
に
厚
い
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
側
の
孔
が

﹇
七
六
一
﹈
そ
の
場
所
の
脊
髄
が
細
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
狭
い
こ
と
（*

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
）。
ま
た
上
方
に
傾
い
て
い
る
突
起

（*

＝
棘
突
起
と
横
突
起
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
先
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
（*

＝
上
位
の
椎
骨
）
か
ら
の
み
神
経
が
外
に
出
る

こ（
10-

1
）と

、
そ
し
て
上
向
き
の
ま
た
下
向
き
の
突
起
の
中
に
は
、
相
互
に
関
節
を
な
す
も
の
（*

＝
関
節
突
起
）
が
あ
り
、
上
に
位
置
す
る

も
の
の
端
が
拳
状
に
な
っ
て
い
て
、
ま
た
下
に
位
置
す
る
も
の
の
端
が
小
窩
状
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。

も
し
何
か
特
別
な
も
の
で
、
そ
れ
に
付
け
加
え
て
他
の
（*

議
論
の
）
た
め
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
こ

こ
で
述
べ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
腰
部
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
椎
骨
の
内
側
の
部
分
に
不
揃
い
な
孔
が
あ
り
、
そ
の
中
に
静
脈
が

入
り
込
ん
で
い（

10-

2
）る

。
そ
れ
ら
は
場
合
に
よ
り
、
あ
る
い
は
全
然
（*

見
え
な
い
か
）、
あ
る
い
は
非
常
に
小
さ
な
も
の
が
見
え
る
か
、
あ

る
い
は
至
る
所
で
は
っ
き
り
と
多
く
現
れ
て
い
る
か
（*
様
々
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
そ
れ
ら
の
（*

腰
椎
の
）
中
に
は
、
何
か
別
の
下
向
き
の
顕
著
な
突
起
（*

＝
乳
頭
突
起
）
が
あ
り
、
神
経
が
伸
び
出
し

て
い
る
傍
ら
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
（*

＝
乳
頭
突
起
）
は
、
あ
る
時
は
（*

腰
椎
の
）
す
べ
て
に
あ
り
、
他
の
時
に
は
最
後

（*

の
腰
椎
）
に
あ
り
、
あ
る
い
は
小
さ
な
も
の
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
か
、
あ
る
い
は
全
然
な
い
か
で
あ
る
。
上
部
に
位
置
す
る
も
の

（*

腰
椎
）
は
常
に
そ
れ
を
持
つ
が
、
そ
れ
は
背
中
の
末
端
の
二
つ
（*

＝
第
一
一
・
第
一
二
胸
椎
）
と
同
様
で
あ
る
。
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（
10-

1
）
脊
髄
神
経
を
通
す
椎
間
孔
が
、
上
位
腰
椎
の
下
部
の
窪
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
10-
2
）
椎
体
静
脈
の
孔
が
、
椎
孔
に
向
か
う
椎
体
の
後
面
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

第
一
一
章
﹇
聖
な
る
骨
に
つ
い
て
﹈

こ
れ
は
脊
椎
と
対
応
し
て
、
上
に
位
置
す
る
も
の
（*

＝
椎
骨
）
と
関
節
を
作
る
点
に
関
係
が
あ
る
。﹇
七
六
二
﹈
ま
こ
と
に
そ
れ
は

（*

椎
骨
の
）
下
向
き
の
（*

＝
関
節
）
突
起
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
そ
れ
（*

＝
椎
骨
）
が
自
分
の
前
に
あ
る
も
の
を
（*

受
け
入
れ
る

の
）
と
同
様
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
他
の
も
の
（*

＝
椎
骨
）
と
同
様
に
、
棘
突
起
に
似
た
も
の
（*

＝
正
中
仙
骨
稜
）
を

持
っ
て
い
る
。
そ
れ
の
横
に
向
か
う
（*

横
突
起
に
対
応
す
る
）
伸
び
出
し
（*

＝
外
側
部
）
は
大
き
く
平
た
く
、
外
側
の
部
分
に
は
小

窩
状
の
窪
み
（*

＝
耳
状
面
）
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
所
に
脇
腹
の
骨
﹇*

＝
腸（

11-

1
）骨

﹈
が
乗
っ
て
い
る
。

そ
れ
（*

＝
仙
骨
）
は
三
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
ち
ょ
う
ど
い
く
つ
か
の
独
自
の
椎
骨
か
ら
で
き
て
い
る
よ
う
に
（*

分
か
れ
て
い
る

が
）、
そ
れ
に
第
四
の
別
の
骨
が
端
に
付
い
て
お
り
、
そ
れ
を
人
々
は
カ
ッ
コ
ウ
の
嘴
﹇*

＝
尾（

11-

2
）骨

﹈
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
煮
る
と

す
べ
て
（*

の
部
分
）
が
分
解
す
る
の
で
、
そ
の
結
合
は
椎
骨
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
脊
髄
か
ら
（*

仙
骨
）
そ
れ
自
身
の
孔
を
通
っ
て
外
に
出
て
く
る
神
経
は
、
そ
の
よ
う
な
（*

椎
間
孔
の
あ
る
）
椎
骨
の
構
造

に
お
い
て
、
脊
柱
全
体
に
わ
た
っ
て
抜
け
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
（*

＝
仙
骨
）
で
は
側
面
か
ら
で
は
な
く
、
内
部
と
外
部
の
部

分
（*

＝
前
・
後
仙
骨
孔
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
は
三
対
あ
る
。

（
11-

1
）
脇
腹
の
骨
、
腸
骨λαγόνος ὀ στέον, ilium

 os―

脇
腹λαγων
の
骨
を
意
味
す
る
。

（
11-

2
）
カ
ッ
コ
ウ
の
嘴
、
尾
骨κόκκυξ, coccyx

―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
尾
骨coccyx

で
あ
る
。
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第
一
二
章

仙
骨
の
端
に
、
カ
ッ
コ
ウ
の
嘴
と
呼
ば
れ
る
別
の
骨
（*

＝
尾
骨
）
が
あ
る
、
こ
れ
も
そ
れ
自
身
の
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
、

そ
れ
は
仙
骨
の
と
こ
ろ
よ
り
も
っ
と
軟
骨
状
で
あ
り
、
ほ
ぼ
末
端
に
付
属
し
て
い
る
。﹇
七
六
三
﹈
そ
れ
ら
の
構
造
の
後
ろ
と
前
の
部

分
か
ら
、
神
経
が
通
り
抜
け
て
出
て
く
る
。
第
一
の
（*

神
経
の
）
対
は
（*

尾
骨
の
）
一
部
が
仙
骨
に
触
れ
る
場
所
で
、
第
二
の
対

は
、
そ
の
内
部
に
あ
る
骨
の
第
一
の
も
の
が
第
二
の
（*

も
の
に
触
れ
る
）
構
造
の
と
こ
ろ
で
、
第
三
の
対
は
第
二
の
骨
が
第
三
の
骨

に
触
れ
る
と
こ
ろ
で
（*
孔
を
抜
け
出
る
）。
脊
髄
の
残
り
の
部
分
は
そ
の
第
三
番
目
の
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
だ
け
が
対
を
な
さ
ず
に
抜
け

出
て
く
る
。

第
一
三
章

胸
の
骨
﹇*

＝
胸（

13-

1
）骨

﹈
と
肋
骨
と
脊
柱
の
背
中
部
分
に
お
け
る
椎
骨
（*

＝
胸
椎
）
は
、
胸
郭
に
属
す
る
骨
で
あ
り
、
肋
骨
は
両
側
に

一
二
あ
る
が
、
そ
れ
は
椎
骨
（*

の
数
）
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
（*

の
肋
骨
）
は
一
つ
（*

の
椎
骨
）
に
対
し
て
関
節
で
結
ば
れ
、

胸
骨
（*

の
そ
れ
ぞ
れ
）
は
互
い
に
融
合
連
結
で
結
ば
れ
、
そ
の
数
は
七
つ
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
数
の
肋
骨
が
そ
れ
に
対
し
て
結
び
あ

わ
さ
れ
て
い（

13-

2
）る

。
そ
の
（*

骨
の
）
下
端
に
三
角
形
の
軟
骨
（*

＝
剣
状
突
起
）
が
生
じ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
椎
骨
に
対
す
る
肋
骨
の
結
合
の
仕
方
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
横
へ
の
突
起
（*

＝
横
突
起
）
の
根

元
に
、
肋
骨
の
始
め
の
部
分
が
顕
著
な
膨
ら
み
（*

＝
肋
骨
結
節
）
に
よ
っ
て
乗
っ
て
い
る
。﹇
七
六
四
﹈
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
窪

み
（*

＝
横
突
肋
骨
窩
）
は
表
面
に
あ
っ
て
小
さ
く
、
そ
の
窪
み
と
肋
骨
の
始
め
の
部
分
の
両
者
は
幾
分
よ
り
上
に
位
置
し
て
い（

13-

3
）る

。

肋
骨
と
い
う
も
の
は
、
横
に
伸
び
出
す
突
起
に
始
ま
っ
て
（*

胸
郭
の
）
全
体
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
末
端
（*

＝
肋
骨

頭
）
に
は
す
で
に
関
節
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
よ
り
下
に
位
置
す
る
別
の
も
の
（*
＝
椎
体
と
の
関
節
）
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

よ
う
に
し
て
椎
骨
に
対
し
て
二
重
の
関
節
が
肋
骨
に
付
い
て
い
る
の
で
あ（

13-

4
）る

。
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ま
た
胸
骨
に
対
す
る
そ
れ
ら
の
関
節
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
周
囲
の
結
ぶ
も
の
（*

＝
靱
帯
）
を
取
り
除
け
ば
、
そ
れ
は
不

明
瞭
で
な
く
な
る
。
そ
の
（*

肋
骨
の
）
軟
骨
様
の
部
分
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
末
端
の
拳
状
の
頭
部
に
お
い
て
（*

胸
骨
と
）
結
ば
れ
て

お
り
、
胸
骨
の
そ
れ
ぞ
れ
は
浅
い
窪
み
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
（*

連
結
の
）
動
く
余
地
は
わ
ず
か
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
融
合

連
結
と
呼
べ
る
ほ
ど
で
な
い
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
骨
の
つ
な
が
り
は
身
体
の
至
る
と
こ
ろ
で
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
骨
の
つ
な
が
り
方
は

不
明
瞭
で
あ
り
、
そ
れ
を
関
節
と
言
う
べ
き
か
融
合
連
結
と
言
う
べ
き
か
、
迷
う
。

胸
骨
の
全
体
の
形
は
剣
に
似
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
あ
る
人
々
は
こ
れ
を
剣
状（

13-

5
）の

も
の
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。﹇
七
六
五
﹈
だ
が
ま
た
あ

る
人
々
は
（*

胸
骨
の
）
全
体
で
は
な
く
、
そ
の
末
端
の
軟
骨
（*

＝
剣
状
突
起
）
の
み
を
そ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
。

肋
骨
の
形
は
単
一
で
も
単
純
で
も
な
い
。
椎
骨
に
対
し
て
関
節
を
作
っ
た
あ
と
で
、
前
方
へ
ま
た
同
時
に
下
方
へ
と
運
ば
れ
て
、
そ

し
て
長
い
間
そ
の
動
き
を
続
け
た
後
で
、
い
っ
せ
い
に
向
き
を
変
え
て
、
再
び
上
方
に
戻
り
胸
骨
に
至
る
。
そ
こ
か
ら
胸
骨
に
至
る
そ

れ
ら
は
す
べ
て
骨
で
は
な
く
、
軟
骨
で
あ
る
。
残
り
の
五
本
は
父
な
し（

13-

6
）の

骨
﹇*

＝
偽
肋
﹈
と
呼
ば
れ
、
横
隔（

13-

7
）膜

と
ま
た
互
い
と
融
合

し
、
完
全
な
軟
骨
と
な
っ
て
終
わ（

13-

8
）る

。
最
後
の
も
の
だ
け
が
分
離
し
て
い
て
、
本
当
に
父
な
し
と
な
っ
て
い
る
（*

＝
浮
遊
肋
）。
そ
の

大
き
さ
は
互
い
が
他
の
肋
骨
と
同
じ
で
は
な
く
、
上
に
あ
る
も
の
と
下
に
あ
る
も
の
は
短
く
な
っ
て
お
り
、
真
ん
中
に
あ
る
も
の
が

も
っ
と
長
く
な
っ
て
い
る
。

（
13-

1
）
胸
の
骨
、
胸
骨στέρνον, sternum

―

胸
を
指
す
語
。
胸
骨
を
意
味
す
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
胸
骨sternum

で
あ

る
。

（
13-

2
）
胸
骨
の
数
を
、
真
肋
の
数
に
合
わ
せ
て
七
個
と
数
え
て
い
る
。

（
13-

3
）
横
突
起
の
関
節
面
が
、
椎
体
の
関
節
面
よ
り
も
上
位
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
13-

4
）
肋
骨
と
胸
椎
と
の
間
に
、
肋
骨
頭
関
節
と
肋
横
突
関
節
の
二
種
類
の
関
節
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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（
13-

5
）
剣
状
のξιφοειδής, xiphoides―

現
在
の
解
剖
学
用
語
に
胸
骨
の
剣
状
突
起processus xiphoideus

が
あ
る
。

（
13-
6
）
父
な
し
の
、
偽
肋νόθος, nothus―

庶
子
な
い
し
生
ま
れ
の
卑
し
い
子
ど
も
を
指
す
語
。
胸
骨
と
の
間
に
独
自
の
付
着
を
も

た
な
い
偽
肋
を
比
喩
的
に
指
す
。

（
13-

7
）
横
隔
膜διάφραγμα, diaphragm

a―

も
と
も
と
は
隔
壁
を
指
す
語
。
こ
こ
で
は
横
隔
膜
を
意
味
す
る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語

で
も
横
隔
膜diaphragm

a

で
あ
る
。

（
13-

8
）
独
立
し
て
胸
骨
に
関
節
す
る
真
肋
（
第
一
〜
七
肋
骨
）
に
対
し
、
第
八
〜
一
〇
肋
骨
が
上
位
の
肋
軟
骨
に
付
着
す
る
偽
肋
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

第
一
四
章

肩
の
平
た
い
骨
﹇*

＝
肩
甲（

14-

1
）骨

﹈
は
胸
郭
の
後
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
ら
は
筋
肉
に
よ
っ
て
、
う
な
じ
の
と
こ
ろ
で
頭
の
骨
と
、
脊
椎
の

棘
突
起
と
、﹇
七
六
六
﹈
胸
郭
の
肋
骨
と
、
喉（

14-

2
）頭

の
前
に
位
置
す
る
骨
（*

＝
舌
骨
）
と
結
ば
れ
る
。
そ
れ
ら
は
か
な
り
不
規
則
で
、
す

べ
て
に
わ
た
っ
て
不
整
形
で
あ
り
、
外
（*

の
背
側
面
）
が
盛
り
上
が
り
、
内
（*

の
肋
骨
面
）
は
窪
み
、
そ
の
下
方
の
底
部
は
薄
く

延
び
て
、
上
方
の
端
は
厚
く
短
い
。
軟
骨
が
あ
ら
ゆ
る
部
分
を
薄
く
覆
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
底
の
部
分
に
お
い
て
そ
う
な
っ
て
い

る
。背

中
の
低
い
部
分
か
ら
始
ま
り
、
肩（

14-

3
）峰

の
部
分
に
達
す
る
ま
で
少
し
ず
つ
（*

幅
が
）
増
大
す
る
。
そ
し
て
閂
﹇*

＝
鎖（

14-

4
）骨

﹈
は
肩
甲

骨
と
そ
こ
で
融
合
連（

14-

5
）結

を
作
る
。
そ
し
て
あ
る
解
剖
学
者
た
ち
は
こ
の
連
結
を
肩
峰
の
締
め
金
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
あ
る
者
た
ち

は
こ
の
両
者
に
な
ら
ん
で
、
骨
を
結
ぶ
第
三
の
も
の
（*

＝
骨
）
が
あ
っ
て
、
人
間
に
だ
け
見
出
さ
れ
る
と
言
い
、
そ
れ
を
閂
受（

14-

6
）け

ま

た
は
肩
峰
と
呼
ぶ
。
こ
の
下
方
で
肩
甲
骨
の
下
に
突
起
が
あ
る
。
こ
れ
は
肩
甲
骨
の
頸
と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
の
末
端
で
盃（

14-

7
）窩

の
よ
う
な

も
の
で
終
わ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
腕
の
頭
が
関
節
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
別
の
小
さ
な
鋭
い
突
起
（*

＝
烏
口
突
起
）
が
内
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に
あ
り
、
あ
る
者
は
こ
れ
を
錨（

14-

8
）形

と
、﹇
七
六
七
﹈
ま
た
別
の
者
は
烏
口（

14-

9
）状

と
呼
ぶ
、
そ
れ
が
カ
ラ
ス
の
嘴
の
よ
う
に
外
に
傾
い
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

（
14-

1
）
肩
の
平
た
い
骨
、
肩
甲
骨ὠ

μοπλάτη, scapula―

肩ὦ
μος

と
平
面πλάτη

か
ら
で
き
た
語
。

（
14-

2
）
喉
頭λάρυγξ, larynx

―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
は
喉
頭larynx

で
あ
る
。

（
14-

3
）
肩
峰ἀ κρώ

μιον, acrom
ium
―

頂
点ἄ κρος

と
肩ὦ

μος

か
ら
で
き
た
語
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
肩
峰acrom

ion

で
あ

る
。

（
14-

4
）
閂
、
鎖
骨κλείς, clavis―

扉
を
閉
ざ
す
棒
を
指
す
語
。
こ
こ
で
は
鎖
骨
を
意
味
す
る
。
現
在
で
も
鎖
骨
切
断
術cleidotom

y

、

胸
鎖
乳
突
筋m

. sternocleidom
astoideus

な
ど
の
語
が
あ
る
。

（
14-

5
）Singer （

48
）

は
原
典
の
誤
り
で
あ
る
と
し
て
、
関
節
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
鎖
骨
と
肩
峰
の
間
の
関
節
は
可
動
性
が
小
さ
く
、

ガ
レ
ノ
ス
が
融
合
連
結
に
分
類
し
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

（
14-

6
）
閂
受
けκατάκλεις, catacleis

（acclavis
）。

（
14-

7
）
盃
窩κοτύλη, acetabulum

―

ギ
リ
シ
ャ
語
は
既
出
。
訳
注
（
0-

38
）
を
参
照
。

（
14-

8
）
錨
形ἀ γκυροειδής, ancyroides

（anchorarius
）―
錨ἄ γκυρα

か
ら
生
じ
た
語
。

（
14-

9
）
烏
口
状κορακοειδής, coracoides

（cornicularius
）―
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
や
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
を
指
すκόραξ

か
ら
生
じ
た

語
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
は
烏
口
突
起processus coracoideus
が
あ
る
。

第
一
五
章

胸
骨
の
上
端
に
お
い
て
両
方
の
鎖
骨
は
関
節
を
作
り
、
そ
れ
（*

＝
鎖
骨
）
は
多
孔
質
で
あ
っ
て
形
も
厚
さ
も
不
均
一
で
あ
る
。
そ
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れ
（*

＝
鎖
骨
）
の
下
方
の
胸
骨
と
結
合
す
る
部
分
は
、
よ
り
厚
く
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
横
に
あ
る
部
分
は
も
っ
と
細
く

丸
い
が
、
そ
れ
よ
り
上
の
部
分
は
、
肩
甲
骨
と
の
結
合
に
至
る
ま
で
全
く
不
均
一
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
い
く
ぶ
ん
幅
広
に
な
っ
て
動
か

な
い
。
そ
れ
の
全
体
に
わ
た
っ
て
中
間
部
分
は
外
に
向
か
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
肩
甲
骨
に
向
か
っ
て
傾
く
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す

そ
れ
自
身
が
曲
が
っ
て
い
る
。

第
一
六
章

腕
の
骨
は
、
腿
の
骨
を
除
い
て
す
べ
て
の
骨
の
中
で
最
大
で
あ
り
、
上
と
下
の
両
端
で
関
節
を
な
す
。
そ
れ
は
肩
の
と
こ
ろ
に
、
か

な
り
の
大
き
さ
の
頭
が
あ
り
、
頸
が
小
さ
い
突
起
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
の
前
の
方
に
は
平
た
い
切
れ
込
み
の
よ
う
な
窪
み
が
あ
り
、

そ
れ
は
頭
部
全
体
を
二
つ
の
等
し
い（

16-

1
）拳

（*

＝
大
結
節
と
小
結
節
）
に
分
け
て
い
る
。

 

﹇
七
六
八
﹈（*

上
腕
骨
の
）
下
の
端
は
（*

左
右
の
）
不
均
一
の
拳
た
ち
に
近
づ
い
て
終
わ
る
。
そ
し
て
そ
の
外
側
の
も
の
（*

＝
上

腕
骨
小
頭
）
に
向
か
っ
て
は
、
橈
骨
の
頭
部
が
関
節
を
な
し
、
内
側
の
も
の
（*

＝
内
側
上
顆
）
に
向
か
っ
て
は
骨
が
全
く
配
置
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
そ
れ
は
、
外
見
は
ず
っ
と
大
き
く
見
え
る
、
実
際
に
は
少
し
だ
け
大
き
い
の
だ
が
。
腕
の
下
端
に
は
窪
み

（*

＝
上
腕
骨
滑
車
）
が
あ
り
、
そ
れ
は
滑（

16-

2
）車

に
似
て
お
り
、
そ
の
ま
わ
り
に
尺
骨
が
動
く
。
そ
こ
で
窪
み
そ
の
も
の
が
終
わ
る
と
こ
ろ

で
は
、
両
側
に
別
の
窪
み
が
別
の
端
に
あ
っ
て
、
前
方
に
あ
る
も
の
（*

＝
鈎
突
窩
）
は
後
方
の
も
の
（*

＝
肘
頭
窩
）
よ
り
も
小
さ
い
。

こ
れ
ら
は
尺
骨
の
烏
喙
（*

の
突
起
）
を
受
け
入
れ
、
最
大
の
屈
曲（

16-

3
）位

で
は
前
方
の
も
の
が
前
部
（*

＝
鈎
状
突
起
）
を
、
伸
展（

16-

4
）位

で
は

後
方
の
も
の
が
後
部
（*

＝
肘
頭
）
を
（*

受
け
入
れ
る
）。

腕
は
、（*

両
端
以
外
の
）
他
の
部
分
で
は
丸
く
て
平
面
で
は
な
く
、
す
べ
て
に
お
い
て
同
じ
で
は
な
い
。
前
部
と
外
部
は
盛
り
上
が

り
（*

＝
三
角
筋
粗
面
な
ど
）、
後
部
と
内
部
は
凹
ん
で
い
る
（*

＝
橈
骨
神
経
溝
な
ど
）。
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（
16-

1
）
拳κόνδυλος, condylus―

前
出
の
拳
状
の
も
の
、
拳
状
の
突
起
に
相
当
す
る
。
訳
注
（
6-

3
）
を
参
照
。

（
16-
2
）
滑
車τροχηλιά, trochlea―

現
在
の
解
剖
学
用
語
に
上
腕
骨
滑
車trochlea hum

eri

が
あ
る
。

（
16-
3
）
屈
曲
位κάμψις, contractio

。

（
16-

4
）
伸
展
位ἔ κτασις, extensio

。

第
一
七
章

上
腕
と
手（

17-

1
）根

の
間
の
す
べ
て
は
ペ
ー
キ
ュ
ス
（*

＝
前
腕
）
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
あ
る
一
つ
の
大
き
な
骨
（*

＝
尺
骨
）
も
（*

ペ
ー

キ
ュ
ス
と
呼
ば
れ
）、
こ
の
骨
の
下
に
伸
び
て
い
る
他
の
も
の
（*

＝
橈
骨
）
は
、
ケ
ル
キ
ス
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。﹇
七
六
九
﹈

こ
れ
（*

＝
橈
骨
）
は
そ
の
上
端
に
お
い
て
、
上
腕
の
外
側
の
拳
（*

＝
上
腕
骨
小
頭
）
を
表
面
の
窪
み
（*

＝
橈
骨
頭
）
で
包
む
。
ま

た
手
全
体
を
下
向
き
ま
た
上
向
き
に
回
転
（*

＝
回
内
・
回
外
）
す
る
関
節
の
働
き
が
あ
る
。

尺
骨
は
二
つ
の
烏
喙
の
突
起
を
持
ち
、
小
さ
い
も
の
（*

＝
鈎
状
突
起
）
は
前
方
に
、
大
き
い
も
の
（*

＝
肘
頭
）
は
も
う
一
方
に
あ

る
。
こ
れ
ら
は
尺
骨
の
シ
グ
マ（

17-

2
）状

（*

＝
半
円
状
）
の
窪
み
（*

＝
滑
車
切
痕
）
を
包
み
、
そ
こ
に
上
腕
の
滑
車
状（

17-

3
）の

表
面
を
な
す

（*

両
側
の
）
拳
の
中
間
部
分
（*

＝
上
腕
骨
滑
車
）
が
乗
り
か
か
る
。
そ
の
関
節
の
働
き
は
腕
全
体
を
伸
ば
し
た
り
曲
げ
た
り
す
る
こ

と
で
あ
る
。

尺
骨
は
（*

上
下
の
）
端
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
橈
骨
と
強
い
靱
帯
に
よ
っ
て
等
し
く
結
ば
れ
て
い（

17-

4
）る

。
そ
の
中
間
す
べ
て
に
わ

た
っ
て
互
い
に
離
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
各
々
は
手
根
の
部
分
に
接
骨
端
を
持
ち
、
外
に
膨
ら
み
内
に
窪
ん
で
い（

17-

5
）る

。
尺
骨
は
小
さ
な

指
の
側
に
、
橈
骨
は
最
大
の
指
（*

＝
母
指
）
の
側
に
（*

あ
る
）。
そ
の
中
に
嵌
り
込
み
、
関
節
を
作
る
の
が
手
首
﹇*

＝
手
根
﹈
で
あ

る
。
尺
骨
の
先
に
柱
状
と
呼
ば
れ
る
突
起
（*

＝
茎
状
突
起
）
が
く
っ
つ
い
て
い
る
。﹇
七
七
〇
﹈
し
か
し
（*

関
節
の
）
働
き
は
手
根

の
横
方
向
へ
の
回
転
（*

＝
外
転
・
内
転
）
と
他
の
縦
の
方
向
（*

屈
曲
・
伸
展
）
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
上（

17-

6
）肢

の
先
端
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（*
＝
手
）
を
伸
ば
し
た
り
曲
げ
た
り
す
る
。

（
17-
1
）
手
首
、
手
根καρπός, carpus―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
手
根carpus

、
手
根
骨ossa carpi

で
あ
る
。

（
17-

2
）
シ
グ
マ
状
、
半
円
状σιγματοειδής, sigm

atoides―

ギ
リ
シ
ャ
文
字
のς

状
。

（
17-

3
）
滑
車
状
のτροχιλώδης, trochlearis―

滑
車
（
前
出
）
に
似
た
形
状
の
意
。
訳
注
（
16-

2
）
を
参
照
。

（
17-

4
）
上
・
下
橈
尺
関
節
で
連
結
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
17-

5
）
橈
骨
と
尺
骨
の
下
部
の
外
面
が
膨
ら
み
、
手
根
骨
と
関
節
す
る
面
が
凹
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
17-

6
）
上
肢χείρ, m

anus―
手
を
指
す
語
。
こ
こ
で
は
腕
全
体
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

第
一
八
章

  

手
根
は
八
個
の
骨
か
ら
構
成
さ
れ
、
二
段
（*
＝
近
位
列
と
遠
位
列
）
に
な
っ
て
い
て
、
す
べ
て
が
堅
く
、
小
さ
く
、
髄
を
持
た
ず
、

形
は
様
々
で
あ
る
。
あ
る
場
所
で
は
膨
ら
み
、
あ
る
場
所
で
は
窪
み
、
あ
る
場
所
は
真
っ
直
ぐ
で
、
あ
る
場
所
は
丸
い
。
す
べ
て
の

（*

骨
）
は
筋
紐
軟
骨（

18-

1
）性

の
結
合
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
互
い
に
融
合
連
結
を
な
し
て
い
て
、
あ
る
人
々
が
考
え
る
よ
う
に
生
成
し
て
合
体

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
外
か
ら
は
膨
ら
ん
で
動
か
な
い
よ
う
に
見
え
、
内
で
は
窪
ん
で
い
る
。

手
根
の
上
部
（*

＝
近
位
部
）
は
、
三
つ
の
骨
か
ら
な
り
、
い
く
分
丸
く
な
っ
て
尺
骨
と
橈
骨
と
柱
状
の
突
起
と
に
対
し
て
関
節
を

な
し
て
い
る
が
、
た
だ
し
小
さ
い
小
窩
状
の
窪
み
に
よ
っ
て
、
尺
骨
の
柱
状
の
突
起
を
、
手
根
の
小
指
側
の
骨
が
受
け
入
れ
る
。
中
間

の
骨
（*

＝
月
状
骨
）
は
そ
れ
ら
の
中
で
と
く
に
、
尺
骨
と
橈
骨
の
両
方
に
接
す
る
よ
う
に
場
所
を
占
め
て
い
る
。
第
三
の
骨
（*

＝
舟

状
骨
）
は
橈
骨
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
、
二
重
の
形
で
あ
る
（*

＝
両
側
に
伸
び
出
す
）。﹇
七
七
一
﹈
手
根
の
下
部
（*

＝
遠
位
部
）
は
そ

れ
自
身
の
四
個
の
骨
に
よ
っ
て
中
手
﹇*

＝
中
手（

18-

2
）骨

﹈
と
関
節
を
作
り
、
第
五
（*
の
骨
、
＝
豆
状
骨
）
は
手
根
の
そ
の
部
分
に
乗
っ
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か
っ
て
い
る
、
そ
こ
に
は
と
く
に
尺
骨
の
柱
状
の
突
起
が
あ
る
。

（
18-
1
）
筋
紐
軟
骨
性νευροχονδρώδης, nervicartilagineus―

筋
紐
に
つ
い
て
は
訳
注
（
0-

50
）
を
参
照
。

（
18-

2
）
中
手
、
中
手
骨μετακάρπιον, m

etacarpium
―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
中
手m

etacarpus

、
中
手
骨ossa m

etacarpi

で

あ
る
。

第
一
九
章

手
根
と
指
の
中
間
（*

の
骨
）
は
中
手
と
呼
ば
れ
、
手
根
と
関
節
を
な
し
、
指
の
最
初
の
縦
列
﹇*

＝
指（

19-

1
）骨

﹈
と
関
節
で
分
け
ら
れ
て

い
る
（
指
の
骨
は
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
、
ま
た
あ
る
人
々
は
こ
れ
を
小（

19-

2
）杖

と
名
付
け
る
）
が
、
た
だ
第
一
の
指
骨
の
う
ち
大
き
な
指

（*

の
も
の
）
だ
け
が
、
中
手
の
と
こ
ろ
で
側
面
か
ら
関
節
を
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
指
の
そ
れ
ぞ
れ
の
骨
は
三
本
の
骨
か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
、
手
前
の
指
骨
は
常
に
そ
れ
に
続
く
骨
の
始
ま
り
の
窪
み
に
乗
っ
て
い
る
。

親
指
が
三
本
の
骨
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
は
理
に
適
っ
て
お
り
、
そ
し
て
指
骨
の
第
一
の
骨
を
中
手
に
割
り
当
て
な
い
こ
と
は

（*

理
に
適
っ
て
お
り
）、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
両
側
の
部
分
で
関
節
を
作
り
、
そ
の
骨
は
指
の
第
一
の
骨
と
同
列
で
あ
っ
て
、
中
手
の
骨

と
同
列
で
は
な（

19-

3
）い

。﹇
七
七
二
﹈
そ
れ
ゆ
え
に
中
手
の
骨
は
た
だ
四
本
で
あ
り
、
五
本
の
指
の
骨
は
一
五
本
で
あ
る
と
理
論
的
に
言
え

る
だ
ろ
う
。
親
指
の
第
三
の
骨
を
中
手
に
割
り
当
て
る
人
々
は
、
指
の
骨
は
一
四
本
で
あ
っ
て
、
中
手
は
五
本
だ
と
言
う
。

（
19-

1
）
縦
列
、
指
骨φάλαγξ, phalanx

―

指
の
骨
の
列
を
、
軍
団
の
兵
士
の
隊
列
に
喩
え
た
も
の
。
も
と
は
戦
闘
態
勢
を
組
ん
で
並

ん
だ
隊
列
、
戦
列
を
指
す
。
ロ
ー
マ
軍
は
五
〇
人
の
集
団
を
単
位
に
し
て
小
隊
、
中
隊
、
大
隊
を
構
成
し
た
。
右
の
先
頭
に
は
最
強

の
兵
士
が
隊
長
と
し
て
配
置
さ
れ
た
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
指
骨phalanges
が
あ
る
。
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（
19-

2
）
小
杖σκυταλίς, scytalis

。

（
19-
3
）
母
指
の
中
手
骨
が
、
指
骨
に
含
ま
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
現
在
の
解
剖
学
で
は
、
こ
れ
を
中
手
骨
に
含
め
て
い
る
。

第
二
〇
章

幅
広
い
骨
（*
＝
仙
骨
）
の
側
面
か
ら
の
ま
っ
す
ぐ
で
大
き
な
伸
び
出
し
（*

＝
外
側
部
）
に
、
あ
る
二
つ
の
も
の
（*

＝
寛
骨
）
が

付
属
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
全
体
は
「
何
の
名
前
も
な
い
」
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ（

20-

1
）る

。
上
の
部
分
は
平
た
い
脇
腹
の
骨
（*

＝
腸
骨
）

と
呼
ば
れ
、
足
が
か（

20-

2
）り

（*
＝
寛
骨
臼
）
よ
り
下
で
外
と
下
部
に
張
り
出
し
た
部
分
は
殿
部
の
骨
﹇*

＝
坐（

20-

3
）骨

﹈
と
呼
ば
れ
、
前
方
と
上

に
伸
び
て
い
て
薄
く
孔
が
あ
り
端
が
互
い
に
つ
な
が
っ
た
骨
は
、
青
春
の
骨
﹇*

＝
恥（

20-

4
）骨

﹈
と
呼
ば
れ
る
。
か
な
り
の
大
き
さ
の
盃
窩

が
坐
骨
に
あ
り
、
大
腿
骨
の
頭
と
か
な
り
強
靱
な
靱
帯
で
結
ば
れ
て
い
る
。

（
20-

1
）
正
規
の
解
剖
学
用
語
で
は
な
い
が
、
寛
骨
を
無
名
骨innom

inate bone

と
も
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

（
20-

2
）
足
が
か
りἐ πίβασις, aditus

。

（
20-

3
）
殿
部
の
骨
、
坐
骨ἰ σχίων ὀ στέον, ischion os―

も
と
も
と
は
股
関
節
な
い
し
複
数
形
で
殿
部
を
指
す
語
。
坐
骨
を
意
味
す

る
。
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
坐
骨ischium

で
あ
る
。

（
20-

4
）
青
春
の
骨
、
恥
骨ἥ βης ὀ στέον, pubis os

。

第
二
一
章
﹇
七
七
三
﹈

腿
に
あ
る
骨
（*

＝
大
腿
骨
）
は
す
べ
て
の
動
物
に
お
い
て
最
大
で
あ
り
、
そ
れ
は
上
部
で
は
坐
骨
と
、
下
部
で
は
脛
骨
と
関
節
を

な
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
上
部
で
は
頭
部
の
接
骨
端
で
あ
る
正
確
に
丸
い
も
の
（*

＝
大
腿
骨
頭
）
を
内
側
に
傾
い
た
細
長
い
頸
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の
上
に
も
ち
、
下
の
方
で
は
次
第
に
広
が
っ
て
二
つ
の
拳
（*

＝
外
側
顆
・
内
側
顆
）
で
終
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な
拳
を
頭
と
呼

ぶ
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
（*

＝
外
側
顆
・
内
側
顆
）
は
さ
ら
に
ま
た
脛
骨
と
結
ば
れ
て
お
り
、
膜（

21-

1
）様

で
包
み
込
む
も
の
（*

＝
関

節
包
）
に
よ
っ
て
の
み
（*

結
ば
れ
て
い
る
の
）
で
は
な
く
、
強
く
て
丸
い
他
の
三
つ
の
も
の
（*

＝
靱
帯
）
に
よ
っ
て
も
ま
た
強
く

（*

結
ば
れ
て
お
り
）、
そ
の
一
つ
は
外
部
か
ら
関
節
全
体
に
伸
び
て
い
る
も
の
（*

＝
膝
蓋
靱
帯
）、
第
二
の
も
の
は
内
部
か
ら
（*

＝

前
・
後
十
字
靱
帯
）、
第
三
の
も
の
は
前
部
と
後
部
の
間
か
ら
（*

＝
外
側
側
副
靱
帯
）
で
あ
る
。

大
腿
骨
の
全
体
は
、
形
に
お
い
て
前
方
と
外
が
膨
ら
み
、
後
方
と
内
が
窪
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
頸
の
下
に
二
つ
の
突
起
（*

＝
大
転

子
・
小
転
子
）
を
も
ち
、
人
々
は
そ
れ
を
ろ
く
ろ
﹇*

＝
転（

21-

2
）子

﹈
と
よ
ぶ
。
外
の
も
の
（*

＝
大
転
子
）
は
ず
っ
と
大
き
く
、
殿（

21-

3
）部

と
呼

ば
れ
る
。

（
21-

1
）
膜
様
のὑ μενώ

δης, m
em

branosus―

薄
膜ὑ μήν

に
似
た
状
態
の
意
。
現
在
で
は
も
っ
ぱ
ら
処
女
膜hym

en

の
意
味
で
用

い
ら
れ
る
。

（
21-

2
）
ろ
く
ろ
、
転
子τροχαντήρ, trochanter―
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
大
転
子trochanter m

ajor

と
小
転
子trochanter m

inor

が
あ
る
。

（
21-

3
）
殿
部γλουτός, natis―

現
在
の
解
剖
学
用
語
に
殿
部regio glutealis

が
あ
る
。

第
二
二
章
﹇
七
七
四
﹈

ク
ネ
ー
メ
ー
と
呼
ば
れ
る
も
の
（*

＝
下
腿
）
は
、
膝
と
骰
子
骨
﹇*
＝
距（

22-

1
）骨

﹈
と
の
間
の
足
の
部
分
の
全
体
で
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る

大
き
な
方
の
骨
（*

＝
脛
骨
）
も
そ
う
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
内
側
に
位
置
し
、
大
腿
骨
は
こ
れ
と
だ
け
関
節
を
な
す
。
外
に
あ
る
骨
で

ペ
ロ
ネ
ー
と
呼
ば
れ
る
も
の
（*

＝
腓
骨
）
は
、
太
さ
で
は
脛
骨
に
か
な
り
及
ば
ず
、
長
さ
に
お
い
て
は
膝
に
ま
で
届
か
な
い
。
そ
れ
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ら
は
両
端
に
お
い
て
融
合
連
結
を
し
て
い
る
が
、
し
か
し
中
間
に
お
い
て
は
全
体
に
わ
た
っ
て
互
い
に
離
れ
て
い
る
。

し
か
し
脛
骨
は
、
そ
こ
に
お
い
て
大
腿
骨
と
ま
っ
す
ぐ
に
つ
な
が
る
が
、
そ
の
端
に
大
き
な
接
骨
端
を
持
ち
、
上
か
ら
乗
り
か
か
っ

て
く
る
大
腿
骨
を
二
つ
の
窪
み
（*

＝
脛
骨
の
上
関
節
面
）
に
よ
っ
て
受
け
止
め
る
。
窪
み
の
中
間
に
あ
る
筋
紐
軟
骨
状
の
突
出
（*

＝

顆
間
隆
起
）
が
、
拳
の
中
間
の
深
い
切
り
込
み
（*

＝
大
腿
骨
の
顆
間
窩
）
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
脛
骨
の
前
面
で
肉
が
な
く
痩

せ
た
部
分
は
、
前
脛
（*

＝
向
こ
う（

22-

2
）脛

）
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
末
端
に
あ
る
、
す
な
わ
ち
脛
骨
と
腓
骨
の
端
に
あ
る
の
が
、
槌
﹇*

＝（
22-

3
）踝

﹈
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
こ
に
あ
っ
て
、
膨
ら

ん
で
肉
が
全
く
な
く
際
だ
っ
て
顕
著
な
も
の
を
、
多
く
の
人
々
は
骰
子
骨
（*

＝
距
骨
）
と
呼
ぶ
が
、
彼
ら
は
大
い
に
間
違
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
距
骨
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
四
方
か
ら
囲
ま
れ
、
す
っ
か
り
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

﹇
七
七
五
﹈
そ
れ
は
脛
骨
と
腓
骨
の
突
起
の
末
端
で
あ
り
、
外
か
ら
見
て
分
か
る
よ
う
に
外
側
が
膨
ら
み
、
内
側
が
窪
ん
で
い
る
。

（
22-

1
）
骰
子
骨
、
距
骨ἀ στράγαλος, talus―

距
骨
に
対
す
る
ラ
テ
ン
語
は
、
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
はtalus

で
あ
る
が
、
一
九

世
紀
以
前
の
解
剖
学
書
で
はastragalus

の
語
が
よ
り
広
範
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
22-

2
）
前
脛
、
向
こ
う
脛ἀ ντικνήμιον, anticnem

ium
（protibiale

）。

（
22-

3
）
槌
、
踝σφῦ ρα, m

alleolus

。

第
二
三
章

大
腿
骨
と
脛
骨
の
関
節
の
あ
た
り
に
、
外
か
ら
軟
骨
状
の
骨
（*

＝
膝
蓋
骨
）
が
乗
っ
て
お
り
、
形
は
丸
く
膨
ら
ん
で
い
て
、
下
に

あ
る
骨
の
拳
状
の
膨
ら
み
を
適
当
な
窪
み
に
よ
っ
て
取
り
囲
み
、
あ
る
短
い
突
出
に
よ
っ
て
大
腿
骨
と
脛
骨
の
中
間
の
広
が
っ
た
場
所

を
埋
め
て
い
る
。
あ
る
人
々
は
こ
れ
を
膝
の
上
の
も
の
﹇*

＝
膝
蓋（

23-

1
）骨

﹈
と
、
他
の
人
々
は
挽
き（

23-

2
）臼

と
呼
ぶ
。
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（
23-

1
）
膝
の
上
の
も
の
、
膝
蓋
骨ἐ πιγονατίς, epigonatis

（patella

）。

（
23-
2
）
挽
き
臼μύλη, m

ola―

臼
歯
も
意
味
す
る
。
訳
注
（
5-

9
）
を
参
照
。

第
二
四
章

し
ば
ら
く
前
に
突
起
と
呼
ば
れ
た
脛
骨
と
腓
骨
の
下
端
の
も
の
（*

＝
踝
）
に
よ
っ
て
、
距
骨
は
取
り
囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
自
身

の
四
繞（

24-

1
）部

と
呼
ば
れ
る
も
の
（*

＝
距
骨
滑
車
）
は
上
方
に
向
い
て
い
る
。﹇
七
七
六
﹈
そ
の
他
の
部
分
で
、
後
ろ
の
平
ら
で
適
度
に
丸

い
部
分
の
す
べ
て
は
、
い
く
分
上
方
に
向
い
て
い
る
。
前
方
の
部
分
は
頭
部
が
球
状
で
あ
り
頸
が
細
長
く
、
舟
状
の
骨
﹇*

＝
舟
状（

24-

2
）骨

﹈

と
呼
ば
れ
る
骨
と
関
節
を
な
し
て
い
る
。

（*

距
骨
は
）
右
と
左
の
両
端
で
眉
の
よ
う
に
張
り
出
し
て
終
わ
り
（*

＝
距
骨
滑
車
の
両
側
面
）、
脛
骨
と
腓
骨
の
下
に
生
じ
た
空
隙

の
内
部
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
自
分
自
身
の
い
わ
ば
平
滑
な
部
分
を
内
部
に
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
（*

＝
距
骨
）
の
下
に
足

（
24-

3
）の

最
大
の
骨

が
位
置
し
、
そ
れ
は
踵
﹇*

＝
踵（

24-

4
）骨

﹈
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
距
骨
の
丸
い
部
分
（*

＝
距
骨
頭
）
を
取
り
囲
み
、（*

距
骨
の
）
あ
る
ふ

た
つ
の
張
り
出
し
を
適
切
な
空
所
の
中
に
嵌
め
込
ん
で
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
に
よ
っ
て
歩
行
す
る
（*

踵
骨
の
足
底
の
）
部
分
は
、
丸
く
て
い
く
分
幅
が
広
い
。
そ
れ
の
後
ろ
は
丸
く
な
り
、

そ
の
位
置
は
脛
骨
か
ら
ま
っ
す
ぐ
な
性
状
か
ら
は
み
出
し
て
（*

後
方
に
張
り
出
し
て
）
い
る
。
そ
の
前
方
に
あ
る
部
分
で
、
大
き
な

指
に
直
ち
に
続
く
も
の
（*

＝
舟
状
骨
）
は
、
距
骨
の
頭
の
下
に
あ
り
、
そ
れ
自
身
と
同
列
の
（*

横
に
並
ぶ
）
も
の
を
持
た
な
い
。
さ

ら
に
ま
た
そ
れ
（*

＝
踵
骨
）
の
小
指
側
の
端
は
、
立
方
の
骨
﹇*
＝
立
方（

24-

5
）骨

﹈
と
呼
び
習
わ
さ
れ
る
あ
る
骨
と
融
合
連
結
を
な
し
て
い

る
。﹇
七
七
七
﹈
そ
れ
は
そ
の
外
か
ら
舟
状
骨
に
並
ん
で
接
し
て
い
る
。
距
骨
と
結
合
し
て
い
る
こ
れ
（*

＝
舟
状
骨
）
は
窪
ん
で
い
る

が
、
今
述
べ
た
こ
の
立
方
骨
は
膨
ら
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
三
個
の
小
さ
な
骨
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
舟
状
の
骨
の
下
の
端
と
関
節

を
な
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
外
か
ら
立
方
骨
が
横
並
び
で
延
び
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
四
つ
ま
で
で
、
足
の
足
首
﹇*

＝
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足（
24-

6
）根

﹈
の
骨
は
終
わ
る
。

（
24-
1
）
四
繞
部τέτρωρος, quadrium

。

（
24-

2
）
舟
状
の
骨
、
舟
状
骨σκαφοειδὴ ς ὀ στέον, scaphoides―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
は
手
根
の
舟
状
骨os scaphoideum

と

足
根
の
舟
状
骨os naviculare

で
ラ
テ
ン
語
が
異
な
る
。

（
24-

3
）
足πούς, pes―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
も
足pes

で
あ
る
。

（
24-

4
）
踵
、
踵
骨πτέρνα, calx

。

（
24-

5
）
立
方
の
骨
、
立
方
骨κυβοειδὴ ς ὀ στέον, cuboides

（cubiform
is

）―

現
在
の
解
剖
学
用
語
に
立
方
骨os cuboideum

が
あ

る
。

（
24-

6
）
足
首
、
足
根ταρσός, tarsus―
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
足
根tarsus

、
足
根
骨ossa tarsi

が
あ
る
。

第
二
五
章

足
裏
﹇*

＝
中（

25-

1
）足

﹈
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
始
ま
っ
て
一
緒
に
並
ぶ
五
本
の
指
か
ら
な
り
、
そ
れ
に
続
い
て
足
の
指
が
あ
り
、
す
べ
て

の
指
は
三
個
の
指
骨
か
ら
な
り
、
手
の
と
こ
ろ
に
あ
る
指
の
骨
と
同
様
だ
が
、
大
き
い
指
の
骨
は
異
な
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
こ
れ

（*

＝
親
指
）
だ
け
が
二
個
の
骨
か
ら
成
っ
て
い（

25-

2
）る

。
薄
膜
状
の
靱
帯
が
こ
れ
ら
の
関
節
を
結
ぶ
、
ま
た
距
骨
と
踵
骨
の
部
分
は
、
こ
れ

ら
の
も
の
か
ら
成
る
強
く
幾
分
丸
み
の
あ
る
筋
紐
軟
骨
状
の
も
の
が
（*
結
ぶ
）。
こ
れ
で
初
心
者
の
た
め
の
骨
に
関
す
る
知
識
と
し
て

は
充
分
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
骨
格
の
構
成
で
あ
る
。
も
し
他
の
場
所
で
小
さ
な
骨
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、﹇
七
七
八
﹈
た
と

え
ば
心（

25-

3
）臓

で
、
喉
頭
で
、
鼻
で
、
指
な
ど
で
ゴ
マ
粒（

25-

4
）状

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
（*
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
）、
今
は
（*

そ
れ
に
つ
い
て
）

語
る
べ
き
時
で
は
な
い
。
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（
25-

1
）
足
裏
、
中
足πεδίον, pedium

―

も
と
も
と
は
平
野
を
指
す
語
。
こ
こ
で
は
足
底
部
を
意
味
す
る
。

（
25-
2
）
手
で
は
親
指
の
中
手
骨
を
指
骨
に
含
め
て
中
手
骨
を
四
本
、
指
骨
を
一
五
個
と
し
て
い
た
が
、
足
で
は
親
指
に
も
中
手
骨
を

認
め
て
、
中
手
骨
を
五
本
、
指
骨
を
一
四
個
と
数
え
て
い
る
。

（
25-

3
）
心
臓καρδία, cor―

現
在
で
も
心
臓
のcardiac

と
い
う
語
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
胃
の
噴
門cardia

は
心
臓
に
近
い
こ
と

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。

（
25-

4
）
ゴ
マ
粒
状
のσησαμοειδής, sesam

oides （sesam
iform

is

）―

現
在
の
解
剖
学
用
語
で
、
腱
の
内
部
に
生
じ
た
骨
を
種
子
骨

os sesam
oideum

と
呼
ぶ
。

考　
　

察

（
一
）『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
特
徴

ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
の
著
作
に
は
、
実
際
に
行
っ
た
解
剖
学
の
記
述
を
中
心
と
す
る
も
の
と
、
解
剖
学
の
理
論
を
中
心
に
し
た
も
の

と
が
あ
り
、
記
述
の
ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
古
代
の
著
作
の
文
体
は
、
主
題
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

お（
49
）り

、
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
も
例
外
で
は
な
い
。

解
剖
学
の
記
述
的
な
著
作
に
は
、『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』、『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』、『
筋
の
解
剖
に
つ
い
て
』
お
よ

び
『
解
剖
手
技
』
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
で
は
、
特
定
の
読
者
対
象
が
想
定
さ
れ
、
冒
頭
に
執
筆
の
背
景
や
、
当
時
の
知
識
の

現
況
が
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
で
は
、
神
経
が
切
断
さ
れ
る
と
身
体

の
諸
部
分
の
運
動
と
感
覚
が
な
く
な
る
こ
と
に
す
べ
て
の
医
師
が
同
意
し
て
い
る
と
述
べ
て
い（

50
）る

。『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』

で
は
、
ア
ン
テ
ィ
ス
テ
ネ
ス
の
求
め
に
応
じ
て
サ
ル
の
解
剖
で
の
観
察
を
記
憶
に
留
め
る
た
め
に
と
書
い
た
と
述
べ
て
い（

51
）る

。『
解
剖
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手
技
』
で
は
、
以
前
に
書
い
た
『
解
剖
手
技
』
全
二
巻
が
失
わ
れ
た
の
で
新
し
い
観
察
所
見
も
加
え
て
書
か
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い（
52
）る

。
ま
た
『
筋
の
解
剖
に
つ
い
て
』
で
は
、
筋
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
解
剖
の
著
作
に
は
欠
陥
が
多
い
こ
と
、
ガ
レ
ノ
ス
が
発
見

し
た
こ
と
を
書
き
残
す
よ
う
に
と
の
弟
子
の
求
め
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い（

53
）る

。

解
剖
学
の
理
論
的
な
著
作
に
は
、『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』、『
筋
の
運
動
に
つ
い
て
』、『
自
然
状
態
で
動
脈
に
血
液
は
含

ま
れ
る
か
』、『
自
然
の
機
能
に
つ
い
て
』、『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
に
は
、
実
際
の
解
剖
の
記
述
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
先
人
や
同
時
代
の
著
作
に
言
及
し
な
が
ら
、
解
剖
学
に
関
連
す
る
問
題
を
理
論
的
に
扱
っ
て
い
る
。
著
作

の
冒
頭
で
執
筆
の
背
景
に
つ
い
て
と
く
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
問
題
の
核
心
部
分
や
前
提
条
件
が
単
刀
直
入
に
提
示
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
冒
頭
で
は
、
医
師
に
と
っ
て
骨
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
、
骨
の
形
状
と
そ
の
連
結
に
つ
い
て
、
言
葉
の
概
念
を
明
確
に
す
る
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
単
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
る

だ
け
で
な
く
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
は
じ
め
先
人
の
著
作
の
記
述
に
つ
い
て
言
及
し
、
古
い
医
師
や
最
近
の
医
師
た
ち
の
言
葉
の
使
い
方

に
つ
い
て
も
比
較
検
討
し
て
お
り
、
き
わ
め
て
徹
底
的
な
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
骨
の
形
状
お
よ
び
連
結
の
分
類
に
つ
い
て
、

実
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
き
わ
め
て
論
理
的
か
つ
明
確
な
分
類
と
用
語
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。

序
論
で
提
示
さ
れ
た
分
類
と
定
義
さ
れ
た
用
語
を
用
い
て
、
第
一
章
以
下
で
は
全
身
の
骨
が
上
か
ら
順
に
、
頭
（
第
一
〜
六
章
）、

脊
柱
（
第
七
〜
一
二
章
）、
胸
骨
と
肋
骨
（
第
一
三
章
）、
肩
甲
骨
と
鎖
骨
（
第
一
四
〜
一
五
章
）、
腕
と
手
の
骨
（
第
一
六
〜
一
九
章
）、

寛
骨
（
第
二
〇
章
）、
脚
と
足
の
骨
（
第
二
一
〜
二
五
章
）
と
、
全
身
の
骨
が
も
れ
な
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
著
作
で
、
全
身

の
骨
を
列
挙
す
る
記
述
が
含
ま
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
『
人
体
の
部
位
に
つ
い
てD

e locis in hom
ine

』

（Π
ΕΡΙ ΤΟ

Π
Ω
Ν

 ΤΩ
Ν

 Κ
ΑΤΑ

 Α
Ν
Θ
ΡΩ

Π
Ο
Ν

）
の
第
六
章
で
は
全
身
の
骨
が
簡
潔
に
記
述
さ
れ
て
お（

54
）り

、
頭
か
ら
始
ま
り
、
椎
骨
、
肋

骨
と
胸
骨
、
上
肢
の
骨
、
下
肢
の
骨
の
順
に
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
ガ
レ
ノ
ス
と
同
じ
順
序
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
ケ
ル
ス
スA

ulus 

 C
ornelius C

elsus

（
二
五
年
頃
に
活
躍
）
の
『
医
学
論D

e m
edicina

』
で
は
第
八
巻
で
全
身
の
骨
が
列
挙
さ
れ
て
お（

55
）り

、
そ
の
順
序
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は
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
骨
以
外
の
も
の
を
含
め
て
全
般
的
な
解
剖
学
を
扱
う
ガ
レ
ノ
ス
の
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
お
よ

び
『
解
剖
手
技
』
で
は
、
上
肢
と
下
肢
に
続
い
て
、
腹
・
胸
・
頭
の
順
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
順
序
が
異
な
る
。
古
代
に
お
け
る
骨
の
取

り
扱
い
に
、
一
定
の
順
序
で
扱
う
伝
統
の
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

（
二
）
骨
の
名
称

ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
書
を
見
る
と
、
筋
で
は
側
頭
筋
が
こ
め
か
み
筋
と
呼
ば
れ
、
咬
筋
が
咬
む
筋
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
血
管
で
は
門

脈
が
門
の
静
脈
、
橈
側
皮
静
脈
が
オ
ミ
ア
イ
ア
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
よ
く
目
立
つ
も
の
や
注
目
さ
れ
る
も
の
に
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。
脳
神
経
は
一
番
か
ら
七
番
ま
で
の
番
号
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
全
般
に
、
筋
、
血
管
、
神
経
で
は
、
名
前
の
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

が
き
わ
め
て
少
な
い
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
骨
に
は
名
前
の
付
い
て
い
る
も
の
が
か
な
り
多
い
。『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
中
で
名
前
の
付
い

て
い
る
骨
は
、
歯
の
三
種
類
を
除
く
と
二
八
個
あ
る
（
表
1
）。
そ
の
う
ち
頭
蓋
の
骨
が
三
、
体
幹
の
骨
が
五
、
上
肢
の
骨
が
八
、
下

肢
の
骨
が
一
二
で
あ
る
。
四
肢
の
骨
に
は
お
お
む
ね
名
前
が
付
い
て
い
る
が
、
頭
蓋
の
骨
は
個
骨
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
く
、
名
前
の

付
い
て
い
る
も
の
が
き
わ
め
て
少
な
い
。

今
回
訳
出
し
た
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
翻
訳
を
し
て
き
た
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
で
も

『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』
で
も
、
ガ
レ
ノ
ス
は
そ
れ
ま
で
名
前
の
な
か
っ
た
構
造
に
新
た
に
名
前
を
付
け
る
と
い
う
こ
と
を

し
な
い
。
そ
の
時
代
に
使
わ
れ
て
い
る
名
前
を
広
く
集
め
て
紹
介
す
る
こ
と
を
原
則
に
し
て
い
る
。

名
前
を
新
た
に
付
け
な
い
と
い
う
の
は
、
ガ
レ
ノ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
の
解
剖
学
だ
け
の
特
徴
で
は
な
い
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、

新
た
に
数
多
く
の
筋
を
同
定
し
、
精
緻
な
解
剖
図
に
よ
っ
て
図
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
筋
に
新
た
な
固
有
名
を
つ
け
な
い
。
筋
を

作
用
に
よ
っ
て
群
に
分
け
、
そ
の
群
の
中
の
番
号
で
筋
を
呼
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
第
二
巻
の
第
四
三（

56
）章

は
手
の
指
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表1　ガレノスによる骨の名称、および対応する現在の解剖学用語
ガレノスによる用語 * 現在の解剖学用語 **

日本語訳 ギリシャ語 ラテン語 日本語 ラテン語 英語

楔状の骨、蝶形骨 σφηνοειδής sphenoides
（cuneiformis） 蝶形骨 Os sphenoidale Sphenoid; 

Sphenoidal bone
横木、頬骨弓、頬骨 ζύγωμα zygoma 頬骨 Os zygomaticum Zygomatic bone
下顎、下顎骨 γένυς maxilla 下顎骨 Mandibula Mandible
切る歯、切歯 τομεύς incisoris 切歯 Dens incivus Incisor tooth
犬の歯、犬歯 κυνόδους caninus 犬歯 Dens caninus Canine tooth
留め釘、臼歯 γομφίος maxillaris

臼歯 Dens molaris Molar tooth
挽き臼、臼歯 μύλη mola
椎骨 σπόνδυλος vertebra 椎骨 Vertebra Vertebra
幅広い骨、仙骨 πλατὺ ὀστέον os latum 仙骨 Os sacrum Sacrum
聖なる骨、仙骨 ἱερὸν ὀστέον sacrum os
カッコウの嘴、
尾骨 κόκκυξ coccyx 尾骨 Os coccygis; 

Coccyx Coccyx

肋骨 πλευρά costa 肋骨 Costae Ribs
胸の骨、胸骨 στέρνον sternum 胸骨 Sternum Sternum
閂、鎖骨 κλείς clavis 鎖骨 Clavicula Clavicle
肩の平たい骨、
肩甲骨 ὠμοπλάτη scapula 肩甲骨 Scapula Scapula

腕、上腕骨 βραχίων brachium 上腕骨 Humerus Humerus
ケルキス、橈骨 κερκίς radium 橈骨 Radius Radius
ペーキュス、尺骨 πῆχυς cubitum 尺骨 Ulna Ulna

手首、手根骨 καρπός carpus 手根骨 Ossa carpi; Ossa 
carpalia Carpal bones

中手、中手骨 μετακάρπιον metacarpium 中手骨 Ossa metacarpi; 
Ossa metacarpalia Metacarpals

縦列、指骨 φάλαγξ phalanx 指骨 Ossa digitorum; 
Phalanges Phalanges

脇腹の骨、腸骨 λαγόνος ὀστέον ilium os 腸骨 Os ilium; Ilium Ilium
殿部の骨、坐骨 ἰσχίων ὀστέον ischion os 坐骨 Os ischii; Ischium Ischium
青春の骨、恥骨 ἥβης ὀστέον pubis os 恥骨 Os pubis; Pubis Pubis

腿、大腿骨 μηρός femur 大腿骨 Femur; 
Os femoris

Femur; 
Thigh bone

膝の上のもの、
膝蓋骨 ἐπιγονατίς epigonatidis

（patella） 膝蓋骨 Patella Patella

クネーメー、脛骨 κνήμη tibia 脛骨 Tibia Tibia
ペロネー、腓骨 περόνη sura 腓骨 Fibula Fibula

足首、足根骨 ταρσός tarsus 足根骨 Ossa tarsi; 
Ossa tarsalia Tarsal bones

骰子骨、距骨 ἀστράγαλος talus 距骨 Talus Talus
踵、踵骨 πτέρνα calx 踵骨 Calcaneus Calcaneus
舟状の骨、舟状骨 σκαφοειδὴς ὀστέον scaphoides 舟状骨 Os naviculare Navicular

立方の骨、立方骨 κυβοειδὴς ὀστέον cuboides
（cubiformis） 立方骨 Os cuboideum Cuboid

**キューン版ガレノス全集によるギリシャ語とラテン語の用語を単数主格形で示した。
** “Terminologia anatomica” (Thieme, 1998）によるラテン語と英語の用語を示した。
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を
動
か
す
筋
を
扱
い
、
一
番
か
ら
二
九
番
ま
で
の
番
号
を
付
け
て
筋
を
区
別
し
て
い
る
。
筋
、
血
管
、
神
経
に
固
有
名
を
発
案
し
て
広

め
た
の
は
、
一
六
世
紀
の
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
と
ボ
ア
ン
で
あ（

57
）る

。

人
体
の
構
造
に
網
羅
的
に
名
称
を
付
け
る
と
い
う
努
力
が
な
さ
れ
る
は
る
か
以
前
に
、
す
で
に
ガ
レ
ノ
ス
は
こ
れ
だ
け
多
く
の
骨
の

名
称
を
記
述
し
て
い
た
。
失
わ
れ
た
古
代
の
解
剖
学
の
文
献
が
多
数
あ
る
こ
と
を
、
ガ
レ
ノ
ス
自
身
も
『
自
著
に
つ
い
て
』
で
述
べ
て

い
る
が
、
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
に
到
達
す
る
ま
で
に
数
多
く
の
解
剖
学
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

（
三
）
骨
の
形
状
と
関
節
の
分
類

『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
序
論
で
は
、
骨
と
関
節
を
記
述
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
対
象
の
分
類
や
用
語
の
定
義
が

行
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
骨
の
末
端
部
の
状
態
、
関
節
の
種
類
、
古
代
の
著
者
で
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
た
神
経
と
腱
と
靱
帯
の
区
別

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

骨
の
末
端
部
の
状
態
に
つ
い
て
、
ガ
レ
ノ
ス
は
三
種
類
の
も
の
を
区
別
す
る
。
生
成
す
る
こ
と
お
よ
び
本
来
の
状
態
を
意
味
す
る

“ φύσις, physis”

に
接
頭
辞
を
つ
け
て
そ
の
区
別
を
表
現
し
て
い
る
。
今
回
の
翻
訳
で
は
、
接
頭
辞
の
意
味
を
生
か
し
て
新
た
に
訳
語

を
作
っ
た
。

・
接
骨
端epiphysis

：“ ἐ πι-, epi-”

は
接
触
、
あ
る
い
は
付
加
を
意
味
し
、
骨
体
の
端
と
融
合
を
す
る
場
合
を
指
す
。
上
腕
、
前
腕
、

大
腿
、
下
腿
の
長
骨
な
ど
。

・
突
骨
端apophysis

：“ ἀ πο-, apo-”

は
分
離
を
意
味
し
、
骨
体
か
ら
離
れ
て
単
独
で
突
出
部
を
作
る
場
合
を
指
す
。
下
顎
骨
の
筋

突
起
、
関
節
突
起
な
ど
。

・
合
骨
端sym

physis

：“ συν-, syn-”

は
融
合
を
意
味
し
、
他
の
骨
と
融
合
す
る
場
合
を
指
す
。
下
顎
骨
の
正
中
部
な
ど
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
第
一
巻
で
、
接
骨
端
と
突
骨
端
に
つ
い
て
は
第
三
章
「
骨
の
部
分
と
領
域
の
名
称
」
の
中
で
対
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比
し
な
が
ら
扱
っ
て
い（

58
）る

。
接
骨
端
は
、
幼
弱
な
動
物
で
軟
骨
に
よ
っ
て
骨
の
本
体
か
ら
隔
て
ら
れ
て
い
る
が
、
成
体
で
は
骨
の
一
部

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
突
骨
端
は
単
な
る
突
起
で
あ
っ
て
、
接
骨
端
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
合
骨
端
に
つ
い
て
は
第
四
章
「
骨
の
相
互
の
関
係
と
連
結
」
の
中
で
、
釘
植
、
縫
合
、
板
接
と
と
も
に
可
動
性
の
な
い
連
結
の

一
種
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
骨
の
末
端
部
の
性
状
と
い
う
扱
い
で
は
な
く
な
っ
て
い（

59
）る

。
こ
れ
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
自
身
の
観
察
と
考

察
に
基
づ
く
、
概
念
の
変
更
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
語
は
、
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
お
い
て
は
、
骨
端epiphysis

、
骨
突
起apophysis

、
線
維
軟
骨
結
合sym

physis

に

な
っ
て
お
り
、
無
関
係
な
語
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
骨
端
は
、
長
骨
の
部
分
の
名
称
と
し
て
、
骨
幹diaphysis

、
骨
幹
端m

etaphysis

に
対
置
さ
れ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
が
観
察
し
た
よ
う
な
接
骨
端
は
、
長
骨
の
両
端
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
ガ
レ
ノ
ス
の
接
骨
端epiphysis

と
現
在
の
骨
端epiphysis

は
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
が
、
語
の
位
置
づ
け
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
語
の
位
置
づ
け
の
変
化
は
、
日

本
語
に
翻
訳
す
る
作
業
を
通
し
て
始
め
て
気
づ
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
骨
突
起
は
、
骨
学
の
総
論
の
名
称
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
骨
の

部
分
の
名
称
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
線
維
軟
骨
結
合
は
、
軟
骨
性
の
結
合
の
種
類
の
一
つ
と
し
て
、
軟
骨
結
合synchon-

drosis

に
対
置
さ
れ
る
。
接
骨
端sym

physis

は
、
ガ
レ
ノ
ス
で
は
か
な
り
幅
広
い
意
味
あ
い
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ヴ
ェ

サ
リ
ウ
ス
は
そ
の
代
表
と
し
て
恥
骨
結
合
を
例
示
し
、
さ
ら
に
恥
骨
結
合
が
線
維
軟
骨
結
合
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
用
法
が
確

立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
接
骨
端sym

physis

と
線
維
軟
骨
結
合sym

physis

で
は
、
語
の
意
味
も
異
な
っ
て
い
る
。

『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
序
論
で
、
ガ
レ
ノ
ス
は
関
節
を
い
く
つ
か
の
型
に
分
類
し
て
い
る
（
表
2
）。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス

は
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
第
一
巻
第
四（

60
）章

で
、
基
本
的
に
は
こ
の
分
類
と
用
語
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
部
分
的
に
変
更
を
加
え
て
表
の
形
で
提

示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ガ
レ
ノ
ス
の
見
解
を
変
更
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
丸
一
頁
を
用
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
現
在
の
解
剖
学
に

お
け
る
関
節
の
用
語
の
多
く
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
用
語
に
遡
る
が
、
語
義
に
つ
い
て
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
も
の
を
受
け

継
い
で
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
ギ
リ
シ
ャ
語
と
現
在
の
ラ
テ
ン
語
の
用
語
で
、
語
形
と
語
義
が
と
も
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
も
の
に
、
滑
膜
性
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の
関
節diarthrosis

、
蝶
番
関
節ginglym

us

、
不
動
関
節synarthrosis

、
釘
植

gom
phosis

、
軟
骨
結
合synchondrosis

、
骨
端epiphysis

、
骨
突
起apophysis

が
あ
る
。
語
形
は
異
な
る
が
語
義
の
対
応
す
る
も
の
に
、
骨
の
連
結junctura

（
ガ

レ
ノ
ス
で
は articulus

）、
直
線
縫
合sutura plana

（
ガ
レ
ノ
ス
で
はharm

onia

）、

靱
帯
結
合syndesm

osis

（
ガ
レ
ノ
ス
で
はsynneurosis

）
が
あ
る
。
語
形
は
似
て

い
る
が
語
義
の
異
な
る
も
の
に
、
球
関
節enarthrosis

（
ガ
レ
ノ
ス
で
は
嵌
入
関

節
）、
線
維
軟
骨
結
合sym

physis

（
ガ
レ
ノ
ス
で
は
合
骨
端
）
が
あ
る
。harm

onia

（
直
線
縫
合
）
は
、
現
在
の
解
剖
学
用
語
に
は
な
い
が
、
一
八
九
五
年
の
国
際
解

剖
学
用
語
（B

N
A （

61
）

）
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。

ガ
レ
ノ
ス
の
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
序
論
で
は
、
筋
紐νεῦ ρον

の
区
別
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
以
前
の
文
書
で
は
、
神
経
と
腱
は

と
く
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
くνεῦ ρον

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
『
動
物
誌 H

istoria A
nim

alium

』
の
第
五
章
の
記
述
、「
ま
た
、
身
体

の
中
で
腱
〔
神
経
〕
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
〔
も
と
も
と
知
覚
も
な
い
の
で
〕
麻
痺

も
起
こ
ら
な
い
。」
は
、
腱
と
神
経
の
両
方
を
含
み
、
さ
ら
に
靱
帯
の
一
部
も
含

む
と
解
釈
さ
れ
て
い（

62
）る

。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
集
典
で
も
同
様
で
、νεῦ ρον

は
神
経
と

腱
の
他
に
、
文
章
に
よ
っ
て
は
靱
帯
を
指
す
場
合
が
あ（

63
）る

。
こ
れ
に
対
し
て
靱
帯

は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
も
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
お
い
て
も
、σύνδεσμος

と
呼
ば
れ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。

表2　ガレノスによる関節の分類
1）連結 ἀρθρον, articulus 異なる骨と連結すること。
1-1）分離連結、関節 διαρθωςσις, iarthrosis 骨の連結のうち動きの明瞭なもの。
1-1-1）陥入連結 ἐναρθρωσις, enarthrosis 嵌り込んだ関節を意味する。
1-1-2）節状連結 ἀρθρωδια, arthrodia 節状の関節を意味する。
1-1-3）蝶番 γιγγλυμος, ginglymos 継ぎ合わされたものを意味する。

1-2）融合連結 συναρθρωσις, synarthrosis 骨の連結のうち動きのないもの。
1-2-1）縫い合わせ、縫合 ῥαφη, sutura 骨の辺縁が鋸の歯の形になって嵌り込む。
1-2-2）釘打ち、釘植 γομφωσις, gomphosis 歯が骨の孔に打ち込まれている。
1-2-3）板接ぎ、板接 ἁρμονια, harmonia 骨の境界が単純な線状である。

2）合骨端 συμφυσις, symphysis 骨の端で隣接する骨と融合すること。
2-1）（特に名称は与えられていない） 介在物なしの直接の結合
2-2）軟骨結合 συνχονδρωσις, synchondrosis 軟骨による結合
2-3）筋紐結合 συννευρωσις, synneurosis 靱帯による結合
2-4）肉結合 συσσαρκωσις, syssarcosis 肉による結合
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今
回
訳
出
し
た
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
は
、
第
一
次
ロ
ー
マ
滞
在
中
に
、『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』

お
よ
び
『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
』
と
と
も
に
書
か
れ
た
初
期
の
著
作
で
あ
る
。
神
経
と
靱
帯
と
腱
をνεῦ ρον

の
名
に
関
係
の

あ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
ま
と
め
、「
随
意
的
」、「
結
合
的
」、「
伸
び
る
」
と
い
う
形
容
詞
を
つ
け
て
区
別
し
、
そ
こ
か
ら
神
経

νεῦ ρον

、
靱
帯σύνδεσμος

、
腱τένω

ν

と
い
う
名
称
を
導
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
三
種
類
の
名
称
を
理
論
的
に
区
別
す
る
議
論
は
、
こ

の
著
作
に
独
自
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
で
は
、
た
と
え
ば
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
第
一
巻
の
第
一
六
章

の
よ
う
に
、
と
く
に
断
り
な
く
神
経νεῦ ρον

、
腱τένω

ν

、
靱
帯σύνδεσμος

が
区
別
さ
れ
て
い（

64
）る

。
そ
の
第
一
七
章
で
は
、
古
代
人

が
腱
と
神
経
を
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い（

65
）る

。

腱
と
靱
帯
の
性
質
の
違
い
に
つ
い
て
、
ガ
レ
ノ
ス
の
初
期
の
著
作
と
後
記
の
著
作
の
間
に
矛
盾
が
見
ら
れ
る
。
初
期
の
『
骨
に
つ
い

て
初
心
者
の
た
め
に
』
お
よ
び
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
第
一
巻
で
は
、
腱
は
筋
肉
か
ら
出
て
お
り
感
覚
と
随
意
運
動
を
備
え
る
が
、

靱
帯
は
感
覚
も
運
動
も
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
九
二
年
の
ロ
ー
マ
の
大
火
以
後
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
解
剖

手
技
』
第
一
四
巻
の
第
二
章
で
は
、
腱
の
硬
さ
と
白
さ
は
、
神
経
と
靱
帯
の
中
間
で
あ
り
、
腱
に
は
感
覚
が
な
い
が
靱
帯
に
は
感
覚
が

あ
る
と
、
逆
の
こ
と
を
述
べ
て
い（

66
）る

。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
に
お
い
て
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

（
四
）
頭
蓋
の
形
状
と
縫
合

『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
第
一
章
で
は
、
頭
蓋
冠
に
冠
状
縫
合
、
矢
状
縫
合
、
ラ
ム
ダ
縫
合
が
あ
る
こ
と
、
頭
蓋
の
前

方
と
後
方
の
隆
起
が
な
く
な
る
と
対
応
す
る
縫
合
が
な
く
な
る
こ
と
を
、
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。
前
方
に
隆
起
の
な
い
逆
立
ち
し

た
T
形
、
後
方
に
隆
起
の
な
い
T
形
、
両
者
の
隆
起
の
あ
る
H
形
、
両
者
に
隆
起
の
な
い
X
形
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
集
典
の
『
頭
部
の
損
傷
に
つ
い
てD

e vulneribus in capite
』（Π

ΕΡΙ ΤΩ
Ν

 ΕΝ
 Κ
ΕΦ

Α
Λ
Η

 ΤΡΩ
Μ
ΑΤΩ

Ν （
67
）

）
に
遡
る
。

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
集
典
で
は
縫
合
の
形
が
多
様
で
あ
る
と
し
、
と
く
に
H
形
が
正
常
で
あ
る
と
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
縫
合
の
判
別
し
に
く
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い
頭
蓋
の
形
を
性
急
に
一
般
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
か
ら
は
、
H
形
の
縫
合
が
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
判
断
が
読
み
取
れ
る
が
、
多
様
な
縫
合
の
形
に
つ
い
て
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
集
典
の
記
述
を
覆
す
こ
と
な
く
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏

襲
し
て
い
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
も
縫
合
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
を
踏
襲
し
、『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
第
一
巻
第
五（

68
）章

で
は
、
頭
蓋
と
縫
合
に
つ
い
て
正
常
形
と
四
種
類
の
異
常
形
を
図
示
し
て
い
る
。
第
四
の
異
常
形
は
、
頭
蓋
の
左
右
が
隆
起
し
て
、
縫

合
が
横
に
寝
た
H
形
で
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
第
九
巻
第
一
七（

69
）章

で
、
第
四
の
異
常
形
は
理
論
的
に
あ
り
う

る
が
、
実
際
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
見
た
奇
形
で
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児

で
、
頭
が
横
広
な
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
頭
蓋
と
縫
合
の
異
常
形
を
実
際
に
観
察
す
る
機
会
は
、
ヴ
ェ
サ
リ

ウ
ス
の
場
合
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
図
示
さ
れ
た
頭
蓋
と
縫
合
の
五
つ
の
形
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
図
示

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
フ
ァ
ロ
ピ
ウ
ス
の
解
剖
学
的
観
察
に
対
す
る
試
論A

natom
icarum

 G
abrielis Falloppii observationum

 

exam
en

』（
一
五
六
四
）
の
中
で
、
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
と
と
も
に
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
か
ら
ヴ
ィ
ル
ラ
ッ
ハ
へ
の
一
五
五
二
年
の
脱
出
行

の
際
に
、
共
同
墓
地
で
観
察
し
た
頭
蓋
が
見
た
こ
と
も
な
い
形
を
し
て
い
る
の
で
驚
い
た
と
記
し
て
い（

70
）る

。

『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め
に
』
の
記
述
か
ら
、
頭
蓋
が
複
数
の
骨
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
、
骨
が
互
い
に
縫
合
に
よ
っ
て
隔
て

ら
れ
る
こ
と
を
、
ガ
レ
ノ
ス
が
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
く
に
ガ
レ
ノ
ス
は
、
骨
の
個
数
を
重
視
し
て
お
り
、
頭
蓋
冠
で
は

六
個
の
骨
、
上
顎
部
で
は
一
五
個
の
骨
を
数
え
て
い
る
。
し
か
し
頭
蓋
を
構
成
す
る
骨
の
形
状
や
名
称
が
ほ
と
ん
ど
述
べ
ら
れ
て
お
ら

ず
、
個
骨
と
し
て
の
認
識
が
き
わ
め
て
薄
い
。
と
く
に
側
頭
骨
は
形
が
複
雑
な
た
め
に
三
つ
の
部
分
を
区
別
し
て
い
る
。
①
石
の
よ
う

な
部
分
、
②
茎
状
突
起
、
乳
頭
突
起
、
頬
骨
突
起
の
あ
る
部
分
、
③
側
頭
部
に
あ
る
部
分
で
あ
る
。
頭
蓋
を
分
解
し
て
個
骨
を
観
察
し

た
こ
と
が
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
頭
蓋
の
骨
で
名
称
の
あ
る
の
は
、
下
顎
（
下
顎
骨
）、
楔
状
の
骨
（
現
在
の
蝶
形
骨
）、
横
木

（
現
在
の
頬
骨
弓
、
お
よ
び
頬
骨
）
の
み
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
第
一
巻
で
は
、
個
々
の
骨
の
形
状
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
の
部

分
を
分
解
骨
と
し
て
観
察
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
頭
蓋
の
骨
を
扱
う
第
六
章
で
個
骨
と
し
て
図
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
蝶

形
骨
の
み
で
あ（

71
）る

。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
頭
蓋
の
骨
を
八
個
、
上
顎
の
骨
を
一
二
個
と
し
て
お
り
、
ガ
レ
ノ
ス
の
数
え
方
と
食
い
違
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
ガ
レ
ノ
ス
が
蝶
形
骨
を
上
顎
の
骨
と
し
て
数
え
て
い
た
の
に
対
し
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
頭
蓋
の
骨
に
含
め
た
こ
と
、
ガ

レ
ノ
ス
が
ヒ
ト
に
見
ら
れ
な
い
切
歯
骨
を
数
え
て
い
た
こ
と
、
ガ
レ
ノ
ス
が
見
い
だ
し
て
い
な
か
っ
た
篩
骨
を
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
頭
の

一
個
の
骨
お
よ
び
顔
面
の
二
個
の
骨
と
数
え
た
た
め
で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
る
分
解
骨
の
観
察
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
伺

え
る
。

（
五
）
仙
骨
と
胸
骨

ガ
レ
ノ
ス
の
脊
柱
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
き
わ
め
て
正
確
で
あ
る
。
と
く
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
ケ
ル
ス
ス
な
ど
そ
れ
以
前
の
脊
柱
に

つ
い
て
の
記
述
と
比
べ
る
と
、
そ
の
正
確
さ
が
際
だ
つ
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
集
典
の
『
人
体
の
部
位
に
つ
い（

72
）て

』
で
は
、
椎
骨
の
数
は
人

に
よ
っ
て
異
な
り
、
頭
と
殿
部
に
は
さ
ま
れ
た
間
に
あ
っ
て
多
い
人
で
一
八
個
あ
り
、
肋
骨
の
数
も
七
個
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
ケ

ル
ス
ス
で
は
数
に
つ
い
て
は
正
確
に
な
っ
て
お
り
、
頸
部
に
七
個
、
肋
骨
に
接
す
る
も
の
一
二
個
、
残
り
が
五
個
で
、
合
計
二
四
個
を

数
え
て
い
る
。
さ
ら
に
第
一
頸
椎
（
環
椎
）
と
第
二
頸
椎
（
軸
椎
）
が
独
特
の
形
状
と
役
割
を
も
つ
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
ケ
ル
ス
ス
『
医
学（

73
）論

』
で
は
、
仙
骨
の
記
述
が
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
り
、「
脊
椎
の
最
下
部
は
、
腰
の
骨os coxae

に
固
定

し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
ガ
レ
ノ
ス
は
、
仙
骨
が
複
数
の
椎
骨
か
ら
で
き
た
骨
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
記
述
し
て
い
る
。
た
だ
し
含
ま
れ
る
椎
骨
の
数
に
つ
い
て
は
、「
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
」
と
述
べ
な
が
ら
、
椎
間
孔
に
相
当

す
る
前
面
と
後
面
の
孔
が
三
対
あ
る
と
述
べ
て
椎
骨
が
四
個
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
正
常
な
数
の
五
個
よ
り
も

少
な
い
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
の
骨
に
つ
い
て
名
称
を
一
個
だ
け
与
え
て
い
る
が
、
仙
骨
に
つ
い
て
は
「
幅
広
い
骨
」
と
「
聖
な
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る
骨
」
の
両
方
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
ガ
レ
ノ
ス
の
頃
に
仙
骨
が
よ
く
認
識
さ
れ
て
い
な
い
骨
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
反

映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
書
の
記
述
を
よ
く
読
ん
で
お
り
、『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』、『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た

め
に
』、『
解
剖
手
技
』
の
間
で
仙
骨
の
記
述
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
、
仙
骨
に
つ
い
て
の
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
が
お
も
に
サ
ル
と
イ
ヌ
の

標
本
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
第
一
巻
の
第
一
八（

74
）章

で
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、

人
間
の
仙
骨
に
お
け
る
椎
骨
の
数
を
誤
っ
て
六
個
で
あ
る
と
述
べ
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
解
剖
図
で
も
示
し
て
い
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
る
ガ
レ
ノ
ス
批
判
の
例
と
し
て
最
も
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ガ
レ
ノ
ス
が
胸
骨
の
数
を
七
個
と
数
え
た
こ
と

で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
サ
ル
、
イ
ヌ
、
ウ
シ
な
ど
動
物
の
胸
骨
の
数
は
七
個
で
あ
る
が
、
ヒ
ト
で
は
三
個
か
ら
な
り
、
そ
れ
を

つ
な
げ
る
と
剣
の
柄
に
似
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
『
骨
に
つ
い
て
初
心
者
の
た
め

に
』
の
一
五
四
九
年
版
へ
の
注
釈
で
、
骨
格
の
胸
骨
が
七
片
か
ら
な
る
と
い
う
事
実
は
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
観
察
の
誤
り
で
は
な
く
、

ガ
レ
ノ
ス
の
時
代
と
人
間
の
構
造
が
違
っ
て
い
る
こ
と
で
説
明
で
き
る
と
反
論
を
し
て
い（

75
）る

。
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G
alen’s “O

n bones for beginners”
Translation from

 the G
reek

 Text and D
iscussion

Tatsuo SA
K

A
I, R

eitaro IK
E

D
A

 and Tadashi SA
W

A
I

G
alen’s article “O

n bones for beginners” w
as translated literally from

 the G
reek text (K

ühn’s edition, 

vol. 2, pp. 732–778) into Japanese, applying the know
ledge of m

odern anatom
y. T

he previous L
atin and 

E
nglish translations w

ere utilized as references for the present translation. T
he present study has 

 revealed that m
any of the current basic vocabularies for the bones and junctions w

ere established already 

in G
alen’s treatises, but have changed their m

eanings and usages considerably. It has becom
e also appar-

ent that, for the skull, G
alen did not observe individual bones but distinguished them

 by precise observa-

tions on the sutures of the skull in m
onkeys. T

he precise understanding of G
alenic anatom

y provides 

essential inform
ation to understand the origin of current anatom

y.


